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２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
を

迎
え
、
宮
陵
会
の
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の

皆
様
か
ら
は
日
頃
、
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ

こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
か
ら
61
年
前
、
神
大
の
入
学

式
に
間
に
合
う
よ
う
私
は
、
北
海

道
の
片
田
舎
か
ら
初
め
て
上
京
し
、

横
浜
の
街
に
や
っ
て
き
た
。
特
急

列
車
で
上
野
駅
に
着
く
一
時
間
ほ

ど
前
か
ら
ビ
ル
や
家
並
み
が
続
き
、

こ
ん
な
大
都
会
の
密
集
地
で
果
し

て
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
の
か
、
度
肝

を
抜
か
れ
た
（
田
舎
で
は
、
駅
発

着
の
５
分
程
度
で
家
並
み
は
疎
ら

と
な
る
）。ま
た
、街
中
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
走
る
「
京
浜
急
行
」
は
、
も

し
や
事
故
が
起
ら
ぬ
か
、
と
気
が

気
で
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
入
学
式
後
の
ク

ラ
ス
別
顔
合
わ
せ
の
折
、
創
設
者

の
米
田
理
事
長
が
ご
挨
拶
に
来
ら

れ
、
新
入
生
に
向
っ
て
次
の
よ
う
に

ス
ピ
ー
チ
さ
れ
た
の
を
、
私
は
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。「
諸
君
、

神
大
は
今
や
駒
沢
・
専
修
（
い
わ

ゆ
る
「
日
東
駒
専
」
グ
ル
ー
プ
）
を

抜
き
、
青
山
や
立
教
（
い
わ
ゆ
る

G
M
A
R
C
H

グ
ル
ー
プ
）
に
迫
っ
て

い
る
。
ガ
ン
バ
レ
」
と
激
励
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
年
後
輩
の
話
に
よ
る
と
、

大
講
堂
で
行
わ
れ
た
新
入
生
へ
の
理

事
長
講
話
で
「
私
学
は
今
、
早
慶
が

ト
ッ
プ
だ
け
れ
ど
も
、
近
い
将
来
、

必
ず
や
上
智
・
神
大
が
肩
を
並
べ
る

時
代
が
来
る
」
と
。

　
あ
れ
か
ら
半
世
紀
余
り
を
過
ぎ

た
現
在
、
驚
く
こ
と
な
か
れ
、
我

が
母
校
は
「
日
東
駒
専
」
よ
り
も

下
の
ラ
ン
ク
で
低
迷
を
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
一
体
、
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。
原
因
は
何
な
の
か
、
大
学

執
行
部
は
調
査
分
析
を
施
し
、
歴

代
理
事
会
は
い
か
な
る
対
策
を
講

じ
て
き
た
の
か
？

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
今
後
、
若

者
の
人
口
減
が
急
速
に
進
み
、
50

年
後
の
神
大
が
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
頃
に
は
、
偏
差
値
の
下
方
か

ら
順
次
、
私
大
の
半
数
以
上
が
潰

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
卒
業
生
に
は
、
母
校
の
消
滅
は

悲
劇
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
大
学
経
営
の
責
任
を
担
い
、
経

営
方
針
を
定
め
る
法
人
理
事
会
の

奮
闘
を
祈
る
。
学
部
・
学
科
の
増

設
や
諸
経
費
の
節
減
、
学
費
の
値

上
げ
な
ど
は
末
尾
の
対
策
、
画
龍

点
睛
を
欠
く
。
母
校
に
栄
光
を
！

一般社団法人神奈川大学宮陵会
会長　久 保 清 治

我々の母校に栄光あれ！

◎表紙　題「芦ノ湖と箱根保養所」
挨拶　一般社団法人神奈川大学宮陵会会長 久保 清治……… １
プレ「2028年神奈川大学創立100周年―
　　  2027年宮陵会設立 90周年」特集 Vol２… … ２〜７
宮陵会だより…………………………………… 8 〜11
挨拶　石渡 卓　学校法人神奈川大学理事長………… 12
挨拶　戸田 龍介　神奈川大学学長…………………… 13
大学からのお知らせ……………………… 14 ～ 15

「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」寄付者ご芳名…… 16 〜19
活躍する卒業生　梅本 真司さん… ……………… 20
活躍する卒業生　川名 堪忍さん… ……………… 21
活躍する卒業生　髙野 裕さん … ………………… 22

Kyu-Ryo　No.74 目次

活躍する卒業生　鈴木 忠さん … ………………… 23
活躍する卒業生　阪本 一平さん … ……………… 36
活躍する卒業生　亀山 修一さん … ……………… 37
現役大学院生から　曹 黄個さん … ……………… 38
地域組織一覧……………………………………… 24
三浦半島宮陵会新年会報告……………………… 25
内子町駅伝報告…………………………………… 26
令和6年度宮陵会地域組織総会報告……… 27 ～31、39 ～45
法曹宮陵会発足について…………………………… 46
信州宮陵会の結成…………………………………… 47
シェイクスピア英語劇研究会 OB 会の設立に寄せて……… 48
リレーエッセイ　八木 明さん…………………… 32

フォトギャラリー　松井 章さん…………… 33 ～ 35
神奈川大学箱根保養所の紹介… ………………… 49
卒業生の本… ………………………………… 50 ～ 51
過去の『宮陵』から…………………………… 52 ～ 53
課外活動  （国際学生交流委員会、女子バスケットボール部、
みなとみらい祭実行委員会、体育会ゴルフ部、スキー部、
ESS、ジャズ研究所）………………………… 54 〜 57
卒業生の声………………………………… 58 〜 60
読者から寄せられた『宮陵会報』（119 号）の感想……… 61
総会案内・事務局よりのお願い・広告索引  ほか……… 63
卒業生情報登録・変更申請書… ………………… 64



KYU-RYO　02

～

過
去
か
ら

未
来
へ
～

神奈川大学最初の校章（左）は、学生か
らの公募で決定した　現在の校章（右）は
１９５３年に制定された

1951年２月 22 日付で学校
法人神奈川大学への組織変
更が認可された

私立学校法の制定に伴い、
学校法人神奈川大学への
組織変更認可申請が行わ
れた

１
９
４
９（
昭
和
24)

年

４
月

５
月

７
月

９
月

11
月

１
９
５
０（
昭
和
25
）年

１
月

４
月

５
月

12
月

１
９
５
１（
昭
和
26)

年

５
月

６
月

９
月

新
制
神
奈
川
大
学
設
置・米

田
吉
盛
神
奈
川
大
学
初
代

学
長
に
就
任

＊
社
団
法
人「
宮
陵
会
」設
立

＊
仙
台
支
部
結
成

図
書
館
落
成
式

＊『
宮
陵
會
報
』創
刊

湯
川
秀
樹
、ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞

 

１
０
０
０
円
札
発
行

商
経
学
部
を
法
経
学
部
に

改
称
・
短
期
大
学
部
設
置

＊
愛
知
み
や
も
支
部
結
成

池
田
蔵
相「
貧
乏
人
は
麦

を
食
え
」と
発
言

校
舎
竣
工（
旧
第
５
校
舎
）

校
歌
発
表
会
開
催

＊
香
川
支
部
結
成

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
調
印 

・
日
米
安
全
保

障
条
約
調
印

ｋ
ｙ
ｕｰ

ｒ
ｙ
ｏ
、No. 

73
で
は
、横
浜
学
院
の
創
設
か
ら
横
浜
専
門
学
校
へ
移
行
し
、戦
後
に
新
制
神
奈
川
大
学
に
昇
格
す
る
ま
で
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
２
回
目
で
は
、神
奈
川
大
学
と
な
っ
て
か
ら
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
時
期
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
目
の
記
事
を
改
め
て
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.kanagaw

a-u.ac.jp/kyuryokai/m
agazine/detail/pdf/kaishi73.pdf

プ
レ
「
２
０
2
８
年
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周
年　
　

２
０
２
７
年
宮
陵
会
設
立
90
年
」
記
念
特
集

　

戦
後
の
復
興
期
の
中
、

１
９
４
９
年
４
月
、総
合
的

な
大
学
創
り
を
構
想
し
て

い
た
横
浜
専
門
学
校
は
、

神
奈
川
大
学
整
備
委
員

会
の
尽
力
に
よ
り
、新
制

大
学
へ
の
昇
格
を
果
た
し
、

「
神
奈
川
大
学
」が
誕
生
し

ま
し
た
。
新
制
神
奈
川
大
学

に
は
、第
一
部
に
商
経
学
部

と
工
学
部
、第
二
部
に
商
経

学
部
を
置
き
、初
代
学
長
に

は
創
立
者
米
田
吉
盛
が
就

任
し
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
、

法
学
専
修
コ
ー
ス
認
可
に
伴

い
、商
経
学
部
を
法
経
学
部

に
改
称
す
る
と
と
も
に
短
期

大
学
部（
第
一部
商
科
、第
二

部
商
科
、法
科
、機
械
科
、電

気
科
）を
設
置
、１
９
５
１
年

神奈川大学設置認可書　1949年２月21日付

1949年９月１日、新制大学への移行に尽力した
神奈川大学整備委員会（横浜専門学校復興委員
会を改称）から図書館、道場などが財団法人に引
き渡された

神奈川大学短期大学部設置認可書
1950年３月14日付

1949年10月15日に提出された
神奈川大学短期大学部設置認
可申請書

神奈川大学第二部設置認可書
1949年３月25日付

主
な
で
き
ご
と
＊
印
は
宮
陵
会
関
係

※
太
字
は
学
外

vol.2
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神奈川大学校歌の原譜

１９５１年６月１３日に行われた校歌発表会の記念写真
右から伴奏の手塚芳枝氏、作詞者の神保光太郎氏、米田学長、
作曲者の高田三郎氏、歌唱指導の伊藤武雄氏

神奈川大学整備委員会（横浜専門学校復興委員会）の募金活
動によって１９４９年に建てられた本学最初の図書館

武田清子教授のゼミナールの様子　１953 年

宮川武雄教授のゼミナールの様子　1954 年

図書館で勉強する学生たち

１９５２年頃の入学試験日のスナップ

神奈川大学の校歌原稿

１
９
５
２（
昭
和
27)

年

３
月

７
月

11
月

１
９
５
３（
昭
和
28)

年

２
月

３
月

８
月

10
月

12
月

１
９
５
４（
昭
和
29)

年

４
月

11
月

１
９
５
５（
昭
和
30)

年

１
月

３
月

８
月

１
９
５
６（
昭
和
31)

年

３
月

10
月

12
月

１
９
５
７（
昭
和
32
）年

４
月

12
月

１
９
５
８（
昭
和
33
）年

４
月

５
月

８
月

９
月

12
月

１
９
５
９（
昭
和
34
）年

１
月

工
学
部
研
究
室
竣
工

私
立
学
校
振
興
会
法
公
布

神
奈
川
大
学
整
備
拡
充
計

画
発
表

県
下
６
大
学
リ
ー
グ
で
本

学
野
球
部
初
優
勝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
開
始

校
章
改
正

＊
宮
陵
会
再
建
総
会
を
開
催

学
校
教
育
法
施
行
令
公
布

＊『
宮
陵
会
会
報
』第
１
号

「
経
済
貿
易
研
究
所
」設
立

「
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合

会
」結
成

工
学
研
究
室(

３
５
０
坪
）

焼
失

新
校
舎(

３
号
館
）落
成

＊
仙
台
、山
梨
、金
沢
で
支

部
結
成

＊
岐
阜
支
部
結
成
大
会

工
学
研
究
室
竣
工(

５
号
館
）

国
際
連
合
加
盟

宮
面
寮
竣
工(

Ａ
・
Ｂ
寮
）

５
０
０
０
円
札
、１
０
０
円

硬
貨
発
行

新
図
書
館
開
館（
現
６
号
館
）

＊
京
急
宮
陵
会
創
立
総
会

開
催

＊
大
分
支
部・東
京
支
部
結
成

狩
野
川
台
風

１
万
円
札
発
行
・
東
京
タ

ワ
ー
竣
工

東
京
箱
根
駅
伝
連
続
20
回
出
場

＊
神
奈
川
県
庁
支
部
正
式
結
成

に
は
、現
在
に
歌
い
継
が
れ
て

い
る
神
奈
川
大
学
校
歌（
神

保
光
太
郎
作
詞
、高
田
三
郎

作
曲
）が
完
成
し
ま
し
た
。

１
９
４
９
年
に
は
、学
生
か
ら

の
公
募
で
校
章
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、１
９
５
３
年
に
現
在

の
校
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
５
１
年
２
月
に
、財
団

法
人
横
浜
専
門
学
校
か
ら

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
と

な
り
、米
田
学
長
が
理
事
長

に
就
任
す
る
と
、大
学
と
し

て
相
応
し
い
設
備
を
整
え
る

た
め「
神
奈
川
大
学
整
備
拡

充
計
画
」を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、３
号
館
の
建

設（
１
９
５
５
年
３
月
竣
工
）

か
ら
始
ま
り
、手
狭
と
なっ
た

図
書
館
の
建
て
替
え
、工
学

部
の
実
験
室
整
備
、学
生
寮

や
学
生
食
堂
の
整
備
、学
部・

学
科
の
増
設
対
応
な
ど
優
先

順
位
の
高
い
施
設
か
ら
順
次

着
手
し
、１
９
６
８
年
の
大
講

堂
建
築
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

大
学
の
施
設
設
備
整
備

が
進
む
中
で
、第
一
部
は
４

学
部
10
学
科
、大
学
院
３
研

究
科
５
専
攻
、第
二
部
は
３

学
部
５
学
科
、短
期
大
学
部

は
第
一
部
１
学
科
、第
二
部

２
学
科
を
擁
す
る
総
合
大

学
へ
と
発
展
を
遂
げ
、教
員

～過去から未来へ～ vol.2
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３
月

４
月

８
月

９
月

10
月

11
月

１
９
６
０（
昭
和
35
）年

６
月

12
月

１
９
６
１（
昭
和
36
）年

６
月

11
月

１
９
６
２（
昭
和
37
）年

１
月

４
月

５
月

６
月

10
月

11
月

１
９
６
３（
昭
和
38
）年

３
月

４
月

11
月

12
月

１
９
６
４（
昭
和
39
）年

１
月

３
月

安
保
改
定
阻
止
運
動
起
こ
る

応
用
化
学
科
増
設
、第
二

工
学
部（
機
械
工
学
科
、電

気
工
学
科
）新
設

反
安
保
国
会
デ
モ
激
化

＊
室
蘭
支
部
第
１
回
会
合
開
く

伊
勢
湾
台
風

本
館
竣
工

創
立
30
周
年
記
念
式
典

全
学
連
等
、国
会
構
内
乱

入
事
件

人
文
学
会・学
生
部
会
発
足

＊
佐
賀
県
支
部
設
置
総
会

池
田
内
閣
、国
民
所
得
倍

増
計
画
決
定

学
生
自
治
会
、全
学
連
加

入
を
決
定

＊『
神
奈
川
大
学
同
窓
会
宮

陵
会
報
」第
４
号
を
復
刊

国
立
国
会
図
書
館
新
築
開
館

＊
水
戸
支
部
結
成
総
会

＊
山
武
宮
陵
会
発
足

＊
宮
崎
県
支
部
発
足

時
計
塔
完
成(

３
号
館
屋
上
）

工
学
部
実
験
実
習
研
究
館

(

４
号
館
）竣
工

工
学
部
に
電
子
計
算
機

(

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
１
シ
ス

テ
ム
）設
置

＊
沖
縄
支
部
第
３
回
総
会
開
催

＊
豊
商
会
支
部
発
足

創
立
35
周
年
記
念
式
典
開
催

大
蔵
省
、新
１
０
０
０
円

札
を
発
行

「
人
文
学
研
究
所
」設
立

＊
函
館
支
部
発
足

の
研
究
活
動
の
中
心
と
な

る
研
究
所
や
研
修
施
設
な

ど
が
順
次
設
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど

学
生
教
育
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、学
生
の
課

外
活
動
も
横
浜
専
門
学
校

当
時
か
ら
引
き
続
き
活
発

に
行
わ
れ
、新
た
に
寮
祭
や

あ
や
め
祭
な
ど
が
行
わ
れ
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、１
９
５
９
年
か

ら
１
９
６
０
年
に
か
け
て
、日

米
安
全
保
障
条
約
の
改
定

が
大
き
な
政
治
問
題
と
な

り
、神
奈
川
大
学
の
学
生
も

安
保
反
対
闘
争
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
８
年
１
月
、学
生
の

政
治
活
動
禁
止
を
盛
り
込

ん
だ
学
内
規
程
の
実
施
を
め

ぐ
って
学
内
は
混
乱
を
極
め
、

大
学
紛
争
が
起
こ
り
、10
年

に
わ
た
っ
て
混
乱
状
態
が
続

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大

学
紛
争
で
学
内
が
混
乱
す
る

中
、創
立
40
周
年
と
な
る
年

で
も
あ
っ
た
１
９
６
８
年
11

月
に
大
講
堂（
２
号
館
）が
竣

工
し
、１
９
５
４
年
か
ら
続
い

て
い
た「
神
奈
川
大
学
整
備

拡
充
計
画
」が
完
結
し
た
も

神奈川大学整備拡充計画を伝える
『神奈川大学通信』第９号
1952 年７月30日付

大熊信行教授のゼミナールの様子　1957 年

１９５８年に竣工した図書館（６号館）　初代図書
館は１９５７年にグラウンド南側に曳家され、新図
書館開館後は学生ホールとなった

第２回宮面寮祭のようす　1960 年頃1962 年にキャンパスの第一期拡充計画
が完了し、引き続き７号館から大講堂まで
の建築工事が始まる

1957 年に竣工した宮面寮Ａ・Ｂ棟

1963 年８月　横須賀市に野比研修所を開設1964 年 3 月に竣工した男子学生寮の宮面寮 C 寮　
鉄筋コンクリート５階建て、100 室 200 名収容

C 寮は、１室 6.5 畳で椅子と机が備え付けられていた

神奈川大学整備拡充計画を伝える『神奈川大学通信』第９号
1952 年７月30日付
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５
月

８
月

９
月

10
月

１
９
６
５（
昭
和
40
）年

２
月

３
月

４
月

８
月

10
月

12
月

１
９
６
６（
昭
和
41
）年

７
月

11
月

１
９
６
７（
昭
和
42
）年

１
月

３
月

４
月

６
月

１
９
６
８（
昭
和
43
）年

１
月

３
月

４
月

９
月

11
月

宮
面
寮(

Ｃ
寮
）竣
工

第
１
回
あ
や
め
祭
開
催

＊
島
原
支
部
設
立
総
会
開
く

文
部
省
、大
学
拡
充
整
備

計
画
を
決
定

７
号
館
竣
工
、野
比
研
修
所
開
設

束
海
道
新
幹
線
開
業・

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

＊
阪
神
合
同
同
窓
会
開
く

＊
京
浜
昭
八
支
部
発
足

外
国
語
学
部
新
設
・
建
築

学
科
増
設

＊
栃
木
支
部
誕
生・太
平
洋

支
部
発
足

10
号
館
竣
工

８
号
館
竣
工

＊
福
井
県
支
部
発
足

朝
永
振
一
郎

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

＊
播
磨
宮
陵
会
結
成

＊
太
田
支
部
第
１
回
総
会
開
催

11
号
館
竣
工

体
育
館（
13
号
館
）竣
工

大
学
院
設
置・女
子
寮
竣
工

12
号
館（
建
築
学
科
総
合

実
験
所
）竣
工

＊「
神
奈
川
大
学
学
内
支
部
」

「
山
形
県
支
部
」「
群
馬

県
支
部
」の
三
支
部
誕
生

学
生
運
動
起
こ
る

米
田
学
長
辞
任

小
笠
原
諸
島
返
還
協
定
調
印

米
田
理
事
長
辞
任

＊
同
窓
会
発
足

川
端
康
成
、ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
・
三
億
円
強
奪
事
件

の
の
、こ
の
こ
ろ
体
調
を
崩
し

て
い
た
米
田
は
、１
９
６
８
年

３
月
、学
長
を
辞
任
、同
年

９
月
に
理
事
長
を
辞
任
し
、

自
ら
が
創
設
し
て
心
血
を
注

い
で
発
展
さ
せ
た
神
奈
川
大

学
を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

米
田
が
神
奈
川
大
学
を

去
っ
た
の
ち
、大
学
の
民
主
化

と
正
常
化
を
進
め
る
こ
と
と

な
る
も
の
の
、そ
の
道
の
り
は

険
し
く
、１
９
７
６
年
、新
た

に
制
定
さ
れ
た
学
長
選
考

規
程
に
よ
る
選
挙
で
、飯
田

耕
作
学
長
が
選
出
さ
れ
る
ま

で
の
８
年
間
で
学
長（
代
行
、

代
行
代
理
、事
務
取
扱
を
含

む
）が
８
人
交
代
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、理

事
会
に
つ
い
て
も
、１
９
７
５

年
に
永
井
宏
理
事
長
が
就

任
す
る
ま
で
の
７
年
間
で
理

事
長
が
６
人
交
代
す
る
な
ど
、

法
人
、教
学
と
も
に
体
制
の

混
乱
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、

神
奈
川
大
学
に
お
け
る
学
生

運
動
に
つ
い
て
も
激
し
さ
を

増
し
、学
生
間
の
暴
力
事
件
、

個
々
の
教
員
に
対
す
る
追
及

や
暴
行
事
件
が
発
生
し
た

た
め
、学
内
立
ち
入
り
禁
止

措
置（
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）を
行

い
、学
生
も
授
業
の
ボ
イ
コッ

外国語学部の新設で「総合大学化」したことを伝える
『神奈川大学報』第69号　1964年11月１日付第２回あやめ祭　1965 年

外国語学部の設置に伴い
女子学生が急増し、38 名
収容の女子寮（思苑寮）が
片倉町に設置された
1967 年４月竣工完成当時の１０号館学生食堂　1965 年

学生大会後、学生の質問に答える黒田法学部長
1968 年１月26日

体育館での学生大会　1968 年１月26日 学生運動の発端の一つとなった公示
1968 年１月23日

開設当時の女子寮の様子　洋室と和室が設けられた

大学院の設置認可申請を伝え
る『神奈川大学報』第 81 号
1966年11月１日付

１
９
６
５
年
に
竣
工
し
た
８
号
館
マ
ッ
プ

ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
、ガ
ラ
ス
の
モ
ザ
イ
ク

で
描
か
れ
た
世
界
地
図（
高
さ
6.2
ｍ 

幅
13
ｍ
）

～過去から未来へ～ vol.2
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大
講
堂（
２
号
館
）竣
工

学
生
、本
館
封
鎖

学
則
改
正（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
大
改
正
）

＊『
神
奈
川
大
学
同
窓
会

報
』創
刊

全
共
闘
、本
館
及
び
３
号

館
封
鎖

ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
に

成
功

大
学
運
営
臨
時
措
置
法
成
立

本
館
封
鎖
解
除

＊
神
和
会（
和
歌
山
県
支
部
）

結
成

日
本
万
国
博
覧
会
開
幕・

日
航
機
よ
ど
号
事
件

＊
川
崎
市
役
所
支
部
結
成

第
17
回
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
大
会
、本
学
に
お
い
て
開
催

三
島
由
紀
夫
事
件

成
田
空
港
建
設
強
制
代
執

行
開
始

神
奈
川
大
学
生
活
協
同
組

合
設
立

長
期
学
内
立
入
禁
止
措
置

始
ま
る

学
内
立
入
禁
止
措
置
解
除・

70
日
ぶ
り
に
授
業
再
開

＊
横
浜
市
役
所
宮
陵
会
発
足

＊
長
崎
県
支
部
結
成

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌

大
会
開
幕

沖
縄
復
帰

日
中
国
交
正
常
化

＊
タ
イ
国
に
支
部
設
立

円
、変
動
為
替
制
に
移
行

中
東
戦
争
起
こ
り
、石
油
危
機

陸
上
部
東
京
箱
根
駅
伝
に

昭
和
44
年
以
来
の
出
場

「
外
国
語
研
究
セ
ン
タ
ー
」

設
置

『
神
奈
川
大
学
広
報
』創
刊

佐
藤
栄
作
、ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞

社
会
教
育
課
程
設
置
・
生

協
食
堂
開
設
・
学
費
改
定

＊
日
本
鋼
管（
株
）支
部
結
成

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
終
る

「
工
学
研
究
所
」設
置

沖
縄
海
洋
博
覧
会
開
幕

＊
徳
島
県
支
部
結
成

「
神
奈
川
大
学
後
援
会
」設
立

＊
防
長
宮
陵
会
設
立

＊
第
１
回
同
窓
会
婦
人
部

特
別
委
員
会
開
催

＊
米
田
吉
盛
先
生
同
窓
会

顧
問
と
し
て
就
任

３
号
館
研
究
室
竣
工

第
一
部
学
費
改
正
白
紙
撤
回

「
法
学
研
究
所
」設
置

新
東
京
国
際
空
港（
成
田
）開
港

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙

行
・
米
田
吉
盛
、名
誉
理
事

長
に
推
挙

吹
奏
楽
部
、全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
じ
め

て
金
賞
受
賞

円
高
１
ド
ル
１
８
０
円
を

割
り
円
安
に
転
じ
る

１
９
６
９（
昭
和
44
）年

１
月

２
月

３
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

１
９
７
０（
昭
和
45
）年

３
月

４
月

11
月

１
９
７
１（
昭
和
46
）年

２
月

４
月

10
月

11
月

１
９
７
２（
昭
和
47
）年

２
月

５
月

９
月

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

１
月

２
月

10
月

１
９
７
４（
昭
和
49
）年

１
月

４
月

８
月

10
月

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

４
月

５
月

７
月

11
月

12
月

１
９
７
６（
昭
和
51
）年

２
月

１
９
７
７（
昭
和
52
）年

４
月

５
月

１
９
７
８（
昭
和
53
）年

１
月

４
月

５
月

８
月

９
月

10
月

ト（
ス
ト
ラ
イ
キ
）を
行
う
な

ど
混
乱
を
極
め
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
正
常
に
授
業
を

行
え
な
い
中
、成
績
評
価
を

行
う
た
め
に
定
期
試
験
を

レ
ポ
ー
ト
に
切
り
替
え
る
な

ど
、教
育
機
関
と
し
て
最
低

限
の
責
務
を
果
た
し
つつ
、大

学
の
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、寄
附
行
為
の

改
正
を
は
じ
め
と
す
る
学
内

規
程
の
整
備
、カ
リ
キ
ュラ
ム

改
正
な
ど
が
進
み
、少
し
ず

つ
正
常
化
に
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
、１
９
６
８
年
か
ら
続

い
て
い
た
大
学
紛
争
の
た
め
、

学
費
の
長
期
間
に
わ
た
る
据

え
置
き
と
私
学
国
庫
補
助

金
の
停
止
な
ど
、大
学
の
財

政
は
危
機
的
状
況
と
な
り
、

１
９
７
５
年
に
学
費
改
定
を

実
施
し
た
も
の
の
、累
積
赤

字
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

１
９
７
５
年
に
寄
附
行
為

が
改
正
さ
れ
、同
時
に
発
足

し
た
新
理
事
会
で
は
、財
政

危
機
の
突
破
と
立
ち
遅
れ
て

い
た
教
育・研
究
施
設
の
拡

充
を
進
め
る
こ
と
と
し
、創

立
50
周
年
事
業
と
し
て
、新

図
書
館
の
建
設
を
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、１
９
７
９
年
、

建築計画の最後に竣工した約３０００席を有する大講堂
（２号館）の内部　

1968 年 11月　10 号館 42 講堂での教授団交
1969 年卒業アルバムより

スト決行中の立て看板　1970 年 学生のビラ

封
鎖
さ
れ
た
３
号
館
前
に
集
ま
る
学
生

１
９
６
９
年
９
月
３
０
日

一般新聞に出された授業開始
などを伝える告知広告

1969 年８月、９月

1968 年 11月　10 号館 42 講堂での教授団交
1969 年卒業アルバムより

建築計画が完了したキャンパス　1968 年 12 月 学生に占拠された入学式　１９６８年４月

教授会「告示」　１９６９年６月２５日
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大
講
堂（
２
号
館
）竣
工

学
生
、本
館
封
鎖

学
則
改
正（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
大
改
正
）

＊『
神
奈
川
大
学
同
窓
会

報
』創
刊

全
共
闘
、本
館
及
び
３
号

館
封
鎖

ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
に

成
功

大
学
運
営
臨
時
措
置
法
成
立

本
館
封
鎖
解
除

＊
神
和
会（
和
歌
山
県
支
部
）

結
成

日
本
万
国
博
覧
会
開
幕・

日
航
機
よ
ど
号
事
件

＊
川
崎
市
役
所
支
部
結
成

第
17
回
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
大
会
、本
学
に
お
い
て
開
催

三
島
由
紀
夫
事
件

成
田
空
港
建
設
強
制
代
執

行
開
始

神
奈
川
大
学
生
活
協
同
組

合
設
立

長
期
学
内
立
入
禁
止
措
置

始
ま
る

学
内
立
入
禁
止
措
置
解
除・

70
日
ぶ
り
に
授
業
再
開

＊
横
浜
市
役
所
宮
陵
会
発
足

＊
長
崎
県
支
部
結
成

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌

大
会
開
幕

沖
縄
復
帰

日
中
国
交
正
常
化

＊
タ
イ
国
に
支
部
設
立

円
、変
動
為
替
制
に
移
行

中
東
戦
争
起
こ
り
、石
油
危
機

陸
上
部
東
京
箱
根
駅
伝
に

昭
和
44
年
以
来
の
出
場

「
外
国
語
研
究
セ
ン
タ
ー
」

設
置

『
神
奈
川
大
学
広
報
』創
刊

佐
藤
栄
作
、ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞

社
会
教
育
課
程
設
置
・
生

協
食
堂
開
設
・
学
費
改
定

＊
日
本
鋼
管（
株
）支
部
結
成

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
終
る

「
工
学
研
究
所
」設
置

沖
縄
海
洋
博
覧
会
開
幕

＊
徳
島
県
支
部
結
成

「
神
奈
川
大
学
後
援
会
」設
立

＊
防
長
宮
陵
会
設
立

＊
第
１
回
同
窓
会
婦
人
部

特
別
委
員
会
開
催

＊
米
田
吉
盛
先
生
同
窓
会

顧
問
と
し
て
就
任

３
号
館
研
究
室
竣
工

第
一
部
学
費
改
正
白
紙
撤
回

「
法
学
研
究
所
」設
置

新
東
京
国
際
空
港（
成
田
）開
港

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙

行
・
米
田
吉
盛
、名
誉
理
事

長
に
推
挙

吹
奏
楽
部
、全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
じ
め

て
金
賞
受
賞

円
高
１
ド
ル
１
８
０
円
を

割
り
円
安
に
転
じ
る

１
９
６
９（
昭
和
44
）年

１
月

２
月

３
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

１
９
７
０（
昭
和
45
）年

３
月

４
月

11
月

１
９
７
１（
昭
和
46
）年

２
月

４
月

10
月

11
月

１
９
７
２（
昭
和
47
）年

２
月

５
月

９
月

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

１
月

２
月

10
月

１
９
７
４（
昭
和
49
）年

１
月

４
月

８
月

10
月

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

４
月

５
月

７
月

11
月

12
月

１
９
７
６（
昭
和
51
）年

２
月

１
９
７
７（
昭
和
52
）年

４
月

５
月

１
９
７
８（
昭
和
53
）年

１
月

４
月

５
月

８
月

９
月

10
月

～過去から未来へ～

１
９
８
０
年
に
学
費
改
定
が

連
続
し
て
実
施
さ
れ
、引
き

続
き
教
育・研
究
施
設
の
拡

充
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

１
９
７
８
年
に
神
奈
川
大
学

は
創
立
50
周
年
を
迎
え
、同

年
９
月
に
創
立
50
周
年
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、創
立
50
周
年
を
契
機

に
、大
学
紛
争
に
よ
り
大
学

を
離
れ
て
い
た
創
立
者
米
田

吉
盛
の
名
誉
理
事
長
へ
の
推

挙
と
、『
神
奈
川
大
学
五
十

年
小
史
』の
編
纂
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

創
立
50
周
年
記
念
事
業

で
新
図
書
館
が
建
設
さ
れ
、

１
９
６
８
年
か
ら
停
滞
し
て

い
た
施
設
設
備
の
拡
充
が
再

開
さ
れ
、新
た
な
歴
史
を
紡

ぎ
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

◎
広
報
委
員
会
委
員
／
木
内 

好
信

◎
協
力・写
真
提
供

／
神
奈
川
大
学
大
学
資
料
編
纂
室

vol.2

六角橋をデモ行進する学生　1971 年 11月

通用門に出された立看板　1976 年６月

創立５０周年記念事業で建設された図書館
（１５号館）　１９８０年９月竣工、１１月開館

1982 年５月に刊行された
『神奈川大学五十年小史』

創立５０周年記念事業　新図書館落成式であいさつ
する永井理事長　１９８０年 11月

神奈川大学創立50周年記念祝賀会　1978 年９月

創立５０周年記念事業募金趣意書
1979 年７月

定期試験に代えた学年末試験
レポート問題一覧表� 1974年

ロックアウト中の大学　1971 年 11月 立て看板が並ぶ学内　1970 年
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２
０
２
５
年
度

　
事
業
計
画
・
予
算
書

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

Ⅰ
．
会
員
相
互
の
連
携
強
化
、
そ

の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
付
随

す
る
事
業

１
．
会
員
相
互
の
情
報
共
有
の
た

め
の
事
業

（1）
会
誌「
宮
陵
」第
74
号
の
発
刊
、

「
宮
陵
会
報
」
第
１
２
０
号

（
夏
）・
第
１
２
１
号
（
冬
）

の
発
行
、
他
広
報
事
業
。

会
誌
及
び
会
報
１
２
１
号

（
冬
）
は
正
会
員
の
み
、
会

報
１
２
０
号
（
夏
）
は
住
所

判
明
者
へ
送
付
予
定
。

２
．
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る

た
め
の
事
業

（1）
地
域
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
、
助
成

①
イ
．
地
域
組
織
総
会
出

席
時
祝
金

ロ
．
出
張
者
交
通
費

ハ
．
資
料
発
送
等
通
信
費

②
イ
．
地
域
組
織
総
会
通
信

費
助
成
（
職
域
、
同

期
・
同
好
を
除
く
）

ロ
．
地
域
組
織
設
立
周
年

行
事
経
費
の
助
成

ハ
．
女
性
会
員
地
域
組

織
総
会
参
加
費
助
成

（
職
域
、
同
期
・
同

好
を
除
く
）

ニ
．
準
会
員
地
域
組
織
総

会
参
加
費
助
成(

職

域
を
除
く)

③ 

地
域
組
織
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
新
設
及
び
運
営

の
支
援

（2）
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
支
援

① 

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
の

案
内
発
送
等
の
支
援

② 

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
地
域

組
織
の
経
費
助
成

③ 

ブ
ロ
ッ
ク
内
参
加
地
域

組
織
の
旅
費
交
通
費
の

助
成

３
．
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議
の

開
催

４
．
組
織
基
盤
確
立
の
た
め
の
地
域

組
織
の
設
立
・
再
建
等
の
支
援

（1）
新
た
な
地
域
組
織
の
設
立
や

休
眠
状
態
に
あ
る
組
織
の
再

建
支
援
。

（２）
基
準
に
準
拠
し
た
設
置
承
認

の
取
消
し
等
。

（3）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
立
上

げ
。（
構
成
地
域
組
織
８
組

織　
千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
、
群
馬
、
群
馬
東
毛
、

埼
玉
県
、
町
田
、
西
多
摩
）

５
．
宮
陵
会
事
業
活
動
の
普
及
の
た

め
の
交
流
企
画

（1）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
や
神

大
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
、
宮

陵
会
館
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
運
営
。

６
．
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
準
会
員

の
派
遣
事
業

（1）
地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催

時
、
そ
の
地
方
出
身
の
準
会

員
を
対
象
に
参
加
希
望
者
を

募
集
し
、
交
通
費
及
び
宿
泊

費
は
宮
陵
会
負
担
で
準
会
員

を
派
遣
す
る
。
準
会
員
へ
の

宮
陵
会
の
知
名
度
を
上
げ
る

と
と
も
に
、
卒
業
後
の
宮
陵

会
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
地

域
組
織
の
活
性
化
に
繋
げ

る
。
ま
た
、
準
会
員
の
進
路

選
択
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
時
の

情
報
収
集
の
場
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
。

７
．
準
会
員(

在
学
生)

に
対
す
る

「
宮
陵
会
」
広
報
活
動
の
強
化

（1）
神
奈
川
大
学
の
共
通
教
養
科

目
の
授
業
に
お
け
る
本
会
の

歴
史
等
に
つ
い
て
の
講
義
。

（２）
卒
業
年
次
生
（
４
年
次
）
へ

の
「
会
誌
」
郵
送
。

８
．
新
入
生(

準
会
員)

へ
の
記
念

品
贈
呈

９
．
卒
業
生
専
門
職
（
士
職
）
に
よ

る
無
料
相
談
会
の
休
止

（1）
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
卒
業

生
士
職
（
弁
護
士
、税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る

相
談
会
を
毎
月
開
催
し
て
い

た
が
、
相
談
申
込
数
の
減
少

に
伴
い
２
０
２
５
年
度
は
一

旦
休
止
す
る
。

Ⅱ
．
神
奈
川
大
学
の
進
展
と
維
持
に

必
要
な
事
業

１
．
神
奈
川
大
学
教
育
振
興
事
業

（1）
神
奈
川
大
学
事
業
協
賛
寄
付

等① 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

へ
の
協
賛

② 

卒
業
祝
賀
行
事
の
共
催

③ 

陸
上
競
技
部
駅
伝
報
告

会
協
賛

④ 

卒
業
式
記
念
写
真
撮
影

ス
テ
ー
ジ
の
装
花

（２）
神
奈
川
大
学
在
学
生
課
外
活

動
等
支
援
事
業

① 

学
生
課
外
活
動
助
成
金

イ
．
学
生
課
外
活
動
助
成

競
技
大
会
参
加
費
、

卒
業
生
指
導
者
交

通
費
等
の
助
成

ロ
．
在
学
生
特
別
事
業

在
学
生
が
開
催
す

る
講
演
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

助
成

（3）
神
奈
川
大
学
「
教
育
振
興
基

金
」
へ
の
指
定
寄
付

①
特
定
給
付
奨
学
金

　
課
外
活
動
奨
学
金

宮陵会だより
2025年度事業計画

2025年度正味財産増減予算書
2025年度収支予算書

2024年度理事会開催状況
定時総会
監査

各種委員会開催状況

地域組織総会等開催状況
新規設立地域組織
解散地域組織

合併して地域組織
対象地域変更地域組織
名称変更地域組織

地域組織新代表者紹介

表彰者
訃報

本部理事会開催予定
2025 年度ブロック会開催予定

お詫びと訂正
教育研究奨励助成金採用者

給付奨学生採用者

正味財産増減予算書
2025年4月1日から2026年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2025年度予算 2024年度予算 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1．経常増減の部
（1）経常収益

① 財産運用益 11,000 2,000 9,000
基本財産受取利息 (1,000) (1,000) ()
特定資産受取利息 (10,000) (1,000) (9,000)

② 受取会費 118,640,000 116,730,000 1,910,000
正会員会費 (5,890,000) (6,380,000) △ (490,000)
準会員会費 (112,750,000) (110,350,000) (2,400,000)

③ 雑収益 330,000 305,000 25,000
受取利息 (30,000) (5,000) (25,000)
雑収益 (300,000) (300,000) ()

経常収益計 118,981,000 117,037,000 1,944,000
（2）経常費用

① 事業費
給料手当 10,100,000 8,280,000 1,820,000
退職給付引当金繰入額 185,000 292,000 △ 107,000
福利厚生費 1,250,000 1,100,000 150,000
会議費 880,000 310,000 570,000
旅費交通費 6,420,000 4,440,000 1,980,000
通信運搬費 32,827,000 48,295,000 △ 15,468,000
消耗品費 1,559,000 2,485,000 △ 926,000
印刷製本費 8,740,000 11,530,000 △ 2,790,000
慶弔交際費 2,200,000 2,200,000 0
賃借料 410,000 410,000 0
諸謝金 620,000 610,000 10,000
支払負担金 3,300,000 6,300,000 △ 3,000,000
支払助成金 14,400,000 13,700,000 700,000
支払寄付金 5,250,000 5,248,000 2,000
給付奨学金 4,000,000 4,000,000 0
委託費 1,030,000 3,330,000 △ 2,300,000
雑費 100,000 230,000 △ 130,000

事業費計 93,271,000 112,760,000 △ 19,489,000
② 管理費

給料手当 10,100,000 8,280,000 1,820,000
派遣事務費 3,000,000 0 3,000,000
臨時雇用賃金 410,000 3,100,000 △ 2,690,000
退職給付引当金繰入額 185,000 292,000 △ 107,000
福利厚生費 1,250,000 1,100,000 150,000
会議費 1,720,000 1,570,000 150,000
旅費交通費 4,860,000 4,920,000 △ 60,000
通信運搬費 1,000,000 850,000 150,000
減価償却費 44,000 44,000 0
消耗什器備品費 200,000 200,000 0
消耗品費 720,000 640,000 80,000
印刷製本費 650,000 620,000 30,000
慶弔交際費 1,400,000 1,200,000 200,000
賃借料 410,000 410,000 0
保険料 440,000 420,000 20,000
委託費 6,975,000 775,000 6,200,000
支払手数料 340,000 390,000 △ 50,000
雑費 250,000 300,000 △ 50,000

管理費計 33,954,000 25,111,000 8,843,000
経常費用計 127,225,000 137,871,000 △ 10,646,000
当期経常増減額 △ 8,244,000 △ 20,834,000 12,590,000

2．経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計
（2）経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 8,244,000 △ 20,834,000 12,590,000
一般正味財産期首残高 334,219,163 355,053,163 △ 20,834,000
一般正味財産期末残高 325,975,163 334,219,163 △ 8,244,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受取寄付金

受取寄付金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 325,975,163 334,219,163 △ 8,244,000
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(4）
神
奈
川
大
学「
特
定
寄
付
金
」

へ
の
指
定
寄
付

① 

課
外
活
動
援
助
金

（5）
神
奈
川
大
学
教
育
研
究
奨
励

助
成
事
業

神
奈
川
大
学
の
学
術
研
究
の

進
展
を
目
的
に
、
専
任
教
員

（
含
む
、
特
任
教
員
、
特
別

助
手
、
特
別
助
教
）
の
う
ち

神
奈
川
大
学
の
学
部
卒
業
者

及
び
大
学
院
修
了
者
を
対
象

と
し
た
教
育
研
究
奨
励
助
成

金
。

（6）
神
奈
川
大
学
「
神
大
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」

案
内
へ
の
協
力

（7）
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携

２
．
本
会
奨
学
金
の
給
付
事
業

（1）
給
付
奨
学
金

学
部
生経

済
的
困
窮
者
対
象

大
学
院
生

学
業
成
績
優
秀
者
対
象

Ⅲ
．
本
会
本
部
関
係

１
．
本
部
関
係
会
議

（1）
２
０
２
５
年
度
定
時
総
会
の

開
催

２
０
２
５
年
６
月
14
日
（
土
）

（2）
理
事
会
の
開
催

年
６
回 （
５・
６・
７・
８
・

10
・
12
・
２・３
月
を
予
定
）

（3）
各
種
委
員
会
の
開
催

総
務
財
政
、
組
織
、
広
報
、

事
業
、
交
流
企
画

（４）
特
別
委
員
会
の
開
催

財
政
改
革
実
施
特
別
委
員

会
、
地
域
組
織
拡
大
・
強
化

特
別
委
員
会

（５）
そ
の
他
委
員
会
の
開
催

代
議
員
・
役
員
選
挙
管
理
委

員
会
、
役
員
候
補
者
推
薦
委

員
会

２
．
役
員
選
挙
の
実
施

（1）
２
０
２
５・２
０
２
６
年
度
役

員
の
改
選

３
．「
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
」へ
の
積
み
立
て

４
．「
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90

周
年
事
業
」へ
の
積
み
立
て

５
．宮
陵
会
設
立
90
周
年
事
業
の
準

備（1）
宮
陵
会
設
立
９０
周
年
事
業
の

準
備
委
員
会
の
設
置

６
．新
卒
業
生
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

の
運
用
開
始

（1）
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
管
理
シ

ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
よ
り
、

２
０
２
５
年
度
よ
り
新
卒
業

生
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
で
の

運
用
を
開
始
す
る
。

７
．財
政
基
盤
の
確
立

（1）
会
費
の
納
入
促
進
と
会
費
制

度
の
見
直
し
。

（2）
既
存
事
業
の
抜
本
的
な
見
直

し
と
中
期
事
業
計
画
の
検

討
。

（3）
健
全
に
事
業
を
運
営
す
る
た

め
の
事
業
・
経
費
の
合
理
化

策
の
検
討
。

８
．本
会
事
務
局
体
制
の
強
化

（1）
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携
・
協
力
。

収支予算書
2025年4月1日から2026年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2025年度予算 2024年度予算 増減

Ⅰ　事業活動収支の部

1事業活動収入

① 財産運用収入 11,000 2,000 9,000

② 会費収入 118,640,000 116,730,000 1,910,000

正会員会費収入 (5,890,000) (6,380,000) △ (490,000)

準会員会費収入 (112,750,000) (110,350,000) (2,400,000)

③ 雑収入 330,000 305,000 25,000

事業活動収入計 118,981,000 117,037,000 1,944,000

2 事業活動支出

① 事業費支出 93,086,000 112,468,000 △ 19,382,000

給料手当支出 10,100,000 8,280,000 1,820,000

福利厚生費支出 1,250,000 1,100,000 150,000

会議費支出 880,000 310,000 570,000

旅費交通費支出 6,420,000 4,440,000 1,980,000

通信運搬費支出 32,827,000 48,295,000 △ 15,468,000

消耗品費支出 1,559,000 2,485,000 △ 926,000

印刷製本費支出 8,740,000 11,530,000 △ 2,790,000

慶弔交際費支出 2,200,000 2,200,000 0

賃借料支出 410,000 410,000 0

諸謝金支出 620,000 610,000 10,000

支払負担金支出 3,300,000 6,300,000 △ 3,000,000

支払助成金支出 14,400,000 13,700,000 700,000

支払寄付金支出 5,250,000 5,248,000 2,000

給付奨学金支出 4,000,000 4,000,000 0

委託費支出 1,030,000 3,330,000 △ 2,300,000

雑支出 100,000 230,000 △ 130,000

② 管理費支出 33,725,000 24,775,000 8,950,000

給料手当支出 10,100,000 8,280,000 1,820,000

派遣事務費支出 3,000,000 0 3,000,000

臨時雇用賃金支出 410,000 3,100,000 △ 2,690,000

福利厚生費支出 1,250,000 1,100,000 150,000

会議費支出 1,720,000 1,570,000 150,000

旅費交通費支出 4,860,000 4,920,000 △ 60,000

通信運搬費支出 1,000,000 850,000 150,000

消耗什器備品費支出 200,000 200,000 0

消耗品費支出 720,000 640,000 80,000

印刷製本費支出 650,000 620,000 30,000

慶弔交際費支出 1,400,000 1,200,000 200,000

賃借料支出 410,000 410,000 0

保険料支出 440,000 420,000 20,000

委託費支出 6,975,000 775,000 6,200,000

支払手数料支出 340,000 390,000 △ 50,000

雑支出 250,000 300,000 △ 50,000

事業活動支出計 126,811,000 137,243,000 △ 10,432,000

事業活動収支差額 △ 7,830,000 △ 20,206,000 12,376,000

Ⅱ　投資活動収支の部

1投資活動収入

投資活動収入計

2投資活動支出

①神奈川大学 100周年積立金 9,000,000 10,000,000 △ 1,000,000

②宮陵会 90周年積立金 2,000,000 2,000,000 0

③特定資産取得支出 370,000 584,000 △ 214,000

投資活動支出計 11,370,000 12,584,000 △ 1,214,000

投資活動収支差額 △ 11,370,000 △ 12,584,000 1,214,000

Ⅲ　予備費支出

予備費支出 214,832,163 234,032,163 △ 19,200,000

0

当期収支差額 △ 234,032,163 △ 266,822,163 32,790,000

前期繰越収支差額 234,032,163 266,822,163 △ 32,790,000

次期繰越収支差額 0 0 0

理
事
会
開
催
状
況

●
２
０
２
４
年
５
月
10
日
（
金
）

議　
案

１
．
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
に
関
す
る
件

２
．
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
に
関

す
る
件

３
．表
彰
規
程
に
基
づ
く
被
表
彰
者

の
決
定
に
関
す
る
件

４
．代
議
員
定
数
に
関
す
る
件

５
．代
議
員
推
薦
委
員
会
委
員
の
任

命
に
関
す
る
件

６
．地
域
組
織
の
対
象
地
域
変
更
の

承
認
に
関
す
る
件

職
務
執
行
状
況
報
告

●
２
０
２
４
年
７
月
26
日
（
金
）

議　
案

１
．「
奈
良
県
宮
陵
会
」
と
「
大
阪
府

宮
陵
会
」
の
合
併
に
関
す
る
件

２
．大
阪
府
宮
陵
会
地
区
会
の
廃
止

に
関
す
る

●
２
０
２
４
年
9
月
27
日
（
金
）

議　
案

１
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
大
学
院
給
付
奨
学
金
規

程
」
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件

●
２
０
２
４
年
11
月
15
日
（
金
）

議　
案

１
．埼
玉
県
宮
陵
会
会
員
名
簿
の
流

用
に
関
す
る
件

●
2
0
2
4
年
12
月
６
日
（
金
）

議　
案

１
．役
員
の
定
数
に
関
す
る
件

２
．地
域
組
織
設
置
の
承
認
に
関
す

る
件

職
務
執
行
状
況
報
告

●
２
０
２
5
年
２
月
１
日
（
土
）

議　
案

１
．
2
0
2
5
年
度
定
時
総
会
の

開
催
に
関
す
る
件

２
．役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会
委
員

の
任
命
に
関
す
る
件

３
．地
域
組
織
解
散
の
承
認
に
関
す

る
件

４
．地
域
組
織
設
置
の
承
認
に
関
す

る
件

●
２
０
２
５
年
３
月
１
日
（
土
）

議　
案

１
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
地
域
組
織
活
動
助
成

金
取
扱
規
程
」
の一
部
改
正
に

関
す
る
件

２
．宮
陵
会
本
部
事
務
長
の
次
期
雇

用
条
件
に
関
す
る
件

３
．
2
0
2
5
（
令
和
7
）
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
に
関
す
る
件

４
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
育
児
・
介
護
休
業
等
に

関
す
る
規
程
」
の一
部
改
正
に

関
す
る
件

５
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

宮
陵
会
給
付
奨
学
金
規
程
」
の

一
部
改
正
に
関
す
る
件

６
．「
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学

課
外
活
動
団
体
指
導
者
へ
の

助
成
金
取
扱
要
領
」
に
基
づ

く
指
導
者
へ
の
助
成
金
に
関

す
る
件
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定
時
総
会

●
２
０
２
４
年
6
月
８
日
（
土
）

　
報
告
事
項

１
．
2
0
2
3
年
度
（
2
0
2
3
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
4
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
報
告

２
．
2
0
2
4
年
度（
2
0
2
4
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
5
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
計
画
及

び
予
算

　
決
議
事
項

１
．
2
0
2
3
年
度（
2
0
2
3
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
4
年

3
月
31
日
）
決
算
承
認
の
件

監
査

●
２
０
２
４
年
4
月
23
日
（
火
）

2
0
2
3
年
度
監
査

各
種
委
員
会
開
催
状
況

2
0
2
4（
令
和
6
）年

4
月
11
日　
表
彰
委
員
会

4
月
18
日　
総
務
財
政
委
員
会

4
月
23
日　

	

地
域
組
織
拡
大
・
強

化
特
別
委
員
会

５
月
10
日

	

財
政
改
革
実
施
特
別

委
員
会

５
月
13
日　

	

地
域
組
織
拡
大
・
強

化
特
別
委
員
会

５
月
28
日　

	

広
報
委
員
会

６
月
19
日　

	

事
業
委
員
会
「
春
の
講

演
会
｣

６
月
21
日　

	

交
流
企
画
委
員
会

7
月
９
日　

	

交
流
企
画
委
員
会

7
月
12
日　

	

財
政
改
革
実
施
特
別

委
員
会

7
月
12
日
‒
17
日

代
議
員
選
挙
管
理
委

員
会
（
メ
ー
ル
）

7
月
16
日 

─ 22
日

組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

7
月
26
日　

	

交
流
企
画
委
員
会

8
月
6
日 

─ １９
日

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

9
月
５
日　

	

地
域
組
織
拡
大
・
強
化

特
別
委
員
会

9
月
13
日　

	

交
流
企
画
委
員
会

９
月
13
日
‒
25
日

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

9
月
19
日　

	

代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

9
月
27
日　

	

財
政
改
革
実
施
特
別

委
員
会

10
月
８
日　

	

代
議
員
選
挙
管
理
委

員
会

10
月
12
日　

	

事
業
委
員
会
「
秋
の

講
演
会
」

10
月
22
日　

	

広
報
委
員
会

10
月
26
日 

─ 27
日

交
流
企
画
委
員
会

「
神
大
フ
ェ
ス
タ
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
」

10
月
30
日　

	
情
報
管
理
委
員
会

11
月
５
日
‒
６
日

組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

11
月
15
日　

	

財
政
改
革
実
施
特
別

委
員
会

11
月
18
日　

	

広
報
委
員
会

12
月
13
日 

─ １９
日

組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

12
月
27
日 

─ 1
月
６
日

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

2
0
2
5（
令
和
７
）年

１
月
7
日 

─ 10
日交流

企
画
委
員
会

（
メ
ー
ル
）

１
月
21
日　

	

総
務
財
政
委
員
会

2
月
1
日　

	

委
員
長
会
議

2
月
４
日　
広
報
委
員
会

2
月
17
日　

	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

2
月
27
日　

	

役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会

3
月
１
日　
事
業
委
員
会

3
月
４
日　
役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会

3
月
27
日　
役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会

地
域
組
織
総
会
等
開
催
状
況

2
0
2
4（
令
和
６
）年

4
月
13
日　
瀬
谷
・
泉
区
総
会

4
月
13
日　
港
南
区
総
会

4
月
20
日　
愛
媛
県
総
会

5
月
３
日　

	

ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会

総
会

5
月
11
日　
横
浜
北
総
会

5
月
25
日　

	

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会

i
n
札
幌

5
月
25
日　
秦
野
市
総
会

6
月
１
日　

	

苫
小
牧
総
会

6
月
１
日　

	

京
滋
総
会

6
月
１
日　

	

川
崎
市
総
会

6
月
２
日　

	

小
池
ゼ
ミ
六
池
会
総
会

6
月
15
日　
和
歌
山
県
総
会

6
月
15
日　

	

保
土
ヶ
谷
・
旭
区
総
会

6
月
15
日　

	

町
田
総
会

6
月
16
日　
茅
ヶ
崎
・
寒
川
総
会

6
月
19
日　
箱
根
町
総
会

6
月
22
日　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

i
n
大
阪
府

6
月
22
日　
空
手
部
O
B
会
総
会

6
月
23
日　

	

陸
上
競
技
部
O
B
会

総
会

6
月
23
日　

	

フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ

ジ
ェン
ド
総
会

6
月
29
日　

	

北
見
総
会

6
月
29
日　

	

群
馬
東
毛
総
会

6
月
29
日　

	

福
岡
総
会

6
月
29
日　

	

熊
本
県
総
会

6
月
29
日　

	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
O
B
会
総
会

６
月
30
日　

	

学
士
山
岳
会
総
会

7
月
６
日　

	

茨
城
県
総
会

7
月
６
日　

	

群
馬
総
会

7
月
６
日　

	
鳥
取
伯
耆
総
会

7
月
６
日　

	
南
足
柄
総
会

7
月
７
日　

	
兵
庫
県
総
会

7
月
７
日　

	

三
浦
半
島
総
会

7
月
13
日　

	

栃
木
県
総
会

7
月
19
日　

	

帯
広
総
会

7
月
20
日　

	

秋
田
県
総
会

7
月
20
日　

	

三
重
県
総
会

7
月
27
日　

	

旭
川
総
会

7
月
27
日　

	

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部

門
O
B
・
O
G
会
総
会

7
月
28
日　

	

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
O
B

会
総
会

7
月
31
日　

	

神
奈
川
大
学
学
内
総
会

8
月
３
日　

	

ヨ
ッ
ト
部
O
B
会
総
会

8
月
24
日　

	

神
奈
川
・
鶴
見
区
総
会

9
月
７
日　

	

鳥
取
因
幡
総
会

9
月
8
日　

	

佐
賀
県
総
会

9
月
21
日　

	

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

i
n
香
川
県

9
月
28
日　

	

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会

i
n
石
川
県

9
月
28
日　

	

静
岡
西
部
総
会

9
月
28
日　

	

岐
阜
県
総
会

10
月
５
日　
社
労
士
総
会

10
月
５
日　

	

原
陵
会
総
会

10
月
12
日　

	

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

会
i
n
熊
本
県

10
月
12
日　

	

函
館
総
会

10
月
12
日　

	

西
多
摩
総
会

10
月
19
日　

	

愛
知
み
や
も
会
総
会

10
月
26
日　

	

神
奈
川
県
ブ
ロ
ッ
ク
会

10
月
26
日　

	

室
蘭
総
会

10
月
26
日　

	

山
形
県
総
会

10
月
26
日　

	

福
島
県
総
会

10
月
26
日　

	

大
分
県
総
会

10
月
26
日　

	

鹿
児
島
県
総
会

11
月
２
日　

	

レ
ス
リ
ン
グ
部
O
B
・

O
G
会
総
会

11
月
９
日　

	

卓
球
部
O
B
会
総
会

11
月
10
日　

	

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
O
B
会
総
会

11
月
16
日　

	

東
北
ブ
ロック
会

i
n
山
形
県

11
月
16
日　

	

中
国
ブ
ロック
会

i
n
広
島
県

11
月
16
日　

	

新
潟
県
総
会

11
月
16
日　

	

千
葉
県
総
会

11
月
16
日　

	

沖
縄
県
総
会

11
月
16
日　

	

相
模
原
総
会

11
月
23
日　

	

山
口
県（
防
長
）総
会

11
月
23
日　

	

宮
崎
県
総
会

11
月
23
日　

	

ボ
ク
シ
ン
グ
部
O
B

会
総
会

11
月
30
日　

	

岡
山
県
総
会

11
月
30
日　

	

北
九
州
総
会

12
月
７
日　

	

柔
道
部
O
B
・
O
G

会
総
会

12
月
14
日　

	

宮
城
県
総
会

12
月
14
日　

	

ク
リ
エ
ー
ト
メ
デ
ィッ
ク

総
会

12
月
14
日　

	
観
光
総
会

２
０
２
５（
令
和
７
）年

1
月
3
日　

	

香
川
県
総
会

1
月
７
日　

	

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会

1
月
25
日　

	

長
崎
総
会

1
月
25
日　

	

磯
子
・
金
沢
区
総
会

1
月
25
日　

	

硬
式
野
球
部
O
B
会

総
会

2
月
10
日　

	

サ
ン
パ
ウ
ロ
新
年
の
集
い

2
月
15
日　

	

岩
手
県
総
会

2
月
21
日　

	

佐
世
保
総
会

2
月
22
日　

	

埼
玉
県
総
会

3
月
15
日　

	

島
根
県
総
会

新
規
設
立
地
域
組
織 

信
州
宮
陵
会

法
曹
宮
陵
会

シェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
研
究
会
O
B
会

解
散
地
域
組
織 

三
洋
み
や
も
会

合
併
し
た
地
域
組
織 

大
阪
奈
良

　
　
（
奈
良
県
と
大
阪
府
が
合
併
）

名
称
・
対
象
地
域
変
更
地
域
組
織

神
奈
川
・
鶴
見
区
宮
陵
会

変
更
前
名
称　
神
奈
川
区
宮
陵
会

変
更
前
対
象
地
域　
神
奈
川
区

変
更
後
対
象
地
域　
神
奈
川
区
・

鶴
見
区

磯
子
・
金
沢
区
宮
陵
会	

変
更
前
名
称　
磯
子
区
宮
陵
会

変
更
前
対
象
地
域　
磯
子
区

変
更
後
対
象
地
域　
磯
子
区

金
沢
区

地
域
組
織
新
代
表
者
紹
介

石
川
県
宮
陵
会

　
　
　
寺
越　
和
洋
様（
55
経
）

千
葉
県
宮
陵
会

　
　
　
万
谷　
　
哲
様（
60
電
）

岡
山
県
宮
陵
会

　
　
　
笹
岑　
和
弘
様（
59
法
）

島
根
宮
陵
会

　
　
　
出
雲　
正
樹
様（
53
機
）

愛
媛
県
宮
陵
会

　
　
　
友
澤　
慎
一
様（
61
建
）

佐
賀
県
宮
陵
会

　
　
　
池
上　
敏
昭
様（
56
電
）

茅
ヶ
崎
・
寒
川
宮
陵
会

　
　
　
三
留　
豊
正
様（
42
法
）

サ
ン
パ
ウ
ロ
宮
陵
会

　
　
　
板
垣　
勝
秀
様（
46
西
）

卓
球
部
O
B
会
（
卓
友
会
））

　
　
　
熊
澤　
　
明
様（
48
貿
）

硬
式
野
球
部
O
B
会

　
　
　
下
山　
貫
三
様
（
44 

経
）

写
真
研
究
部
O
B
会

　
　
　
藤
井　
　
薫
様（
48 

経
）

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
O
B
会

　
　
　
池
田　
典
弘
様（
54
応
化
）

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド
部
門
O
B
・
Ｏ
Ｇ
会

　
　
　
齋
藤　
　
悠
様（
平
28
人
科
）

表
彰
者

●
功
労
表
彰

本
部
関
係

三
縄　
昭
男
様
（
43
経
）

（
元
監
事
）

地
域
組
織
関
係

橋
爪　
修
三
様
（
43
法
）

（
元
北
見
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長
）

中
村　
郁
夫
様
（
50
貿
）

（
元
香
川
県
宮
陵
会
会
長
・

事
務
局
長
）

村
上　
東
司
様
（
40
機
）

（
元
箱
根
町
宮
陵
会
会
長
・

事
務
局
長
）

稲
木　
英
生
様
（
35
機
）

（
元
西
多
摩
宮
陵
会
会
長
）

●
感
謝
表
彰

本
部
関
係

手
塚　
　
正
様
（
60
英
）

（
元
理
事
・
体
育
振
興
委
員

長
）

地
域
組
織
関
係

佐
藤　
隆
良
様
（
37
経
）

（
元
札
幌
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長
）

山
辺　
利
雄
様
（
42
機
）

（
元
北
見
宮
陵
会
事
務
局
長
）

和
田　
英
光
様
（
41
貿
）

（
元
山
形
県
宮
陵
会
副
会
長
）

松
尾　
勇
治
様
（
39
経
）

（
元
大
分
県
宮
陵
会
副
会
長
）

篠
原　
政
行
様
（
50
工
経
）

（
群
馬
宮
陵
会
会
長
・
元
副

会
長
）
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下
川　
洋
司
様
（
42
貿
）

（
元
保
土
ヶ
谷
・
旭
区
宮
陵
会

副
会
長
）

鈴
木　
和
夫
様
（
46
法
）

（
元
三
浦
半
島
宮
陵
会
会
長
）

●
特
別
表
彰

内
藤　
未
唯
様

　
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
４
年

・
第
1
0
2
回
関
東
学
生
陸
上
競

技
大
会1

0
0
0
0
m
W　
優
勝

・
第
25
回
ア
ジ
ア
陸
上
競
技
選
手

権
大
会女

子
20
㎞
競
歩　
4
位

・
第
60
回
全
日
本
35
㎞
競
歩
高
畠

大
会

一
般
女
子
35
㎞
競
歩

優
勝
（
日
本
歴
代
3
位
の

記
録
）

石
原　
愛
依
様
（
令
６
人
科
）

・
第
99
回
日
本
学
生
選
手
権
水

泳
競
技
大
会

女
子
2
0
0ｍ
平
泳
ぎ
優
勝

女
子
2
0
0ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー　
2
位

・
第
40
回
日
本
パ
ラ
水
泳
選
手
権

大
会

50ｍ
自
由
形
（
s
13
）
優
勝

50ｍ
背
泳
ぎ
（
s
13
）
優
勝

秀
野　
由
光
様
（
令
６
人
科
）

・
第
99
回
日
本
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会

女
子
1
0
0ｍ
背
泳
ぎ　

優
勝

女
子
2
0
0ｍ
背
泳
ぎ　

優
勝

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

根
来　
道
徳
様
（
37
法
）

元
大
阪
府
宮
陵
会
会
長

２
０
２
４
年
６
月
４
日
ご
逝
去

山
内　
富
親
様
（
47
経
）

岡
山
県
宮
陵
会
会
長

２
０
２
４
年
６
月
20
日
ご
逝
去

渡
辺　
範
男
様
（
46
経
）

前
高
知
県
宮
陵
会
会
長

所　属 職　種 氏　名 卒年・学科 修了年・研究科専攻 研究課題
工学部
電気電子情報
工学科

特別助教 渡
わた
邉
なべ

　騎
のり

通
みち 2002 電気工学科 2004工博前

2007工博後
大バルクハウゼン効果を発現する
磁気デバイスに関する研究

化学生命学部
応用化学科 特別助教 橋

はし
本
もと

　征
せ
奈
な 2013 物質生命化学科 2015工博前

2018工博後 光機能化合物の反応機構解析

化学生命学部
生命機能学科 特別助教 伊

い
部
べ
　公

こう
太
た 2013 物質生命化学科 2015工博前

2020工博後
植物ホルモン IBAの誘導体開発と
植物成長阻害因子の解明

■ 第２期
学部 学科 学年 氏名

工学部 電気電子情報工学科 4 中澤　佑太

■ 第１期
学部 学科 学年 氏名

法学部 自治行政学科 4 大場　夢月
経営学部 国際経営学科 4 小林　大輝

2024（令和６）年度　一般社団法人 神奈川大学宮陵会給付奨学生

大学院給付奨学生

給付奨学生

研究科 課程 専攻 学年 氏名
経営学 博士前期 国際経営 1 文　　程陽
人文学 博士前期 欧米言語文化 1 曹　　黄個
工学 博士前期 工学 2 小林　雅弥
工学 博士前期 建築学 1 廣江　光成

２
０
２
４
年
７
月
24
日
ご
逝
去

水
口　
忠
彦
郎
様
（
41
電
）

前
岐
阜
県
宮
陵
会
会
長

２
０
２
４
年
11
月
30
日
ご
逝
去

狩
野　
七
郎
様
（
30
経・平
22
経
博
前
）

宮
陵
会
顧
問
・
元
宮
陵
会
会
長

元
神
奈
川
大
学
評
議
員

2
0
2
5
年
1
月
23
日
ご
逝
去

森
川　
知
治
様
（
47
機
）

前
和
歌
山
県
宮
陵
会
会
長

2
0
2
5
年
2
月
○
日
ご
逝
去

本
部
理
事
会
開
催
予
定

●
２
０
２
５
年

５
月
９
日
（
金
）

６
月
14
日
（
土
）

７
月
４
日
（
金
）

８
月
１
日
（
金
）

10
月
３
日
（
金
）

12
月
５
日
（
金
）

●
２
０
２
６
年

２
月
7
日
（
土
）

３
月
7
日
（
土
）

3
月
28
日
（
土
）
予
備
日

２
０
２
５
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
予
定

６
月
21
日
（
土
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
和
歌
山
県
）

９
月
６
日
（
土
）

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
帯
広
）

10
月
18
日
（
土
）

九
州・沖
縄
ブ
ロッ
ク
会（
佐
世
保
）

お
詫
び
と
訂
正

　
『
宮
陵
会
報
』（
№
１
１
９
）
の

「
２
０
２
４
年
度
代
議
員
選
挙
代
議

員
候
補
者
名
簿
」
掲
載
内
容
に
つ
き

ま
し
て
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。記

【
2
0
2
4
年
度
代
議
員
選
挙

代
議
員
候
補
者
名
簿
】

番
号
42　
　
石
田
順
夫　
「
学
科
等
」

（
誤
）
昭
和
45
建

（
正
）
昭
和
45
機

番
号
59　
　
浮
田
照
義　
「
学
科
等
」

（
誤
）
昭
和
48
法

（
正
）
昭
和
48
経

2024（令和６）年度　教育研究奨励助成金

研究科 課程 専攻 学年 氏名
工学 博士前期 工学 1 籔内　和真
工学 博士前期 工学 2 田中遼太郎
工学 博士前期 工学 2 関　　紘平
工学 博士前期 工学 1 生越　莉乃
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卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
母
校
に
対

し
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
よ
り
、
自
然
災
害
、
長

引
く
円
安
や
物
価
高
騰
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
再
任
に
伴
う
米

国
政
策
転
換
や
韓
国
の
政
治
混

乱
な
ど
「
争
い
・
分
断
・
緊
張
・

不
安
」
が
高
ま
り
広
が
る
よ
う

な
報
道
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が

問
題
と
な
り
、
社
会
的
な
関
心

が
高
ま
り
ま
し
た
。
学
校
法
人

に
お
い
て
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
私
立

学
校
法
も
そ
の
点
を
加
味
し
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
本
法
人
で
は
、

私
立
学
校
法
改
正
に
伴
う
寄
附

行
為
変
更
に
つ
い
て
、
諮
問
委

員
会
に
お
い
て
、
改
正
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
検
討
を
一
年
以
上

重
ね
、
理
事
会
・
評
議
員
会
を

経
て
11
月
に
文
部
科
学
省
に
申

請
し
、
認
可
を
受
け
４
月
よ
り

施
行
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
、
本
法
人
の
直
近
の

課
題
で
あ
る
湘
南
ひ
ら
つ
か

キ
ャ
ン
パ
ス
の
売
却
に
関
し
て

は
、
優
先
交
渉
事
業
者
が
「
神

奈
川
県
川
崎
競
馬
組
合
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
」

に
決
定
し
、
売
却
に
向
け
た
手

続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
財
政

状
況
と
し
て
は
、
財
政
基
盤
強

化
の
も
と
２
０
２
３
年
度
の
事

業
活
動
収
支
差
額
は
４
年
ぶ
り

に
黒
字
転
化
し
、
将
来
構
想
実
行

計
画
（
２
０
１
８
│
２
０
２
８
）

に
基
づ
く
大
学
、
附
属
学
校
、

基
盤
整
備
に
お
け
る
中
期
計
画

（
２
０
２
４
│
２
０
２
８
）
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
理
事
長
と
し
て
は
、
引
き
続

き
「
止
め
る
・
続
け
る
・
変
え

る
・
始
め
る
」
を
念
頭
に
、
業

務
全
般
を
見
直
し
、
特
に
人
材

育
成
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
事
務

効
率
化
、
仕
事
の
評
価
、
働
き

方
改
革
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
改
善
な
ど
共
通
の
課
題
を

確
認
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
に
対
し

て
は
２
０
２
５
年
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
共
有
・
共
感
・
共
同
・

一
致
団
結
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
場
の
情
報
や
状
況
を
「
共
有
」

し
、
意
見
交
換
で
「
共
感
」
し
、

同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
「
共
同
」

し
「
一
致
団
結
」
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点

か
ら
「
や
っ
て
お
い
て
良
か
っ

た
」
と
「
や
っ
て
お
け
ば
良
か
っ

た
」
の
「
お
い
て
or
お
け
ば
」

の
大
き
な
違
い
を
認
識
し
、
来

る
１
０
０
周
年
に
は
目
指
す
べ

き
神
奈
川
大
学
の
姿
と
な
る
よ

う
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
お
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
宮
陵
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
し
、
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮陵会の皆さまへのご挨拶

学校法人神奈川大学 理事長

石
いし

　渡
わた

　　　卓
　たかし

昭和51年経済学部貿易学科卒業
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こ
の
た
び
、
神
奈
川
大
学
の
学
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
戸
田
龍
介
で
ご
ざ

い
ま
す
。
学
長
就
任
に
あ
た
り
宮
陵

会
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
ま
ず
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
、
創
立
者
の

米
田
吉
盛
先
生
が
、
横
浜
で
働
く
勤
労

青
年
の
旺
盛
な
勉
学
意
欲
に
応
え
る
た

め
に
、
１
９
２
８
年
横
浜
桜
木
町
に
本

学
の
前
身
で
あ
る
横
浜
学
院
を
開
設
し

て
以
来
、
卒
業
生
の
皆
様
と
手
を
携
え

て
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
歴
史
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
米
田
吉

盛
先
生
の
言
葉
で
あ
る
、
「
教
育
は
人

を
造
る
に
あ
り
」
の
教
え
を
胸
に
、
こ

れ
ま
で
約
一
世
紀
の
永
き
に
わ
た
る
教

育
重
視
の
伝
統
を
堅
持
し
な
が
ら
、
開

港
の
地
横
浜
か
ら
有
為
な
人
材
を
世
に

送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
伝

統
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
な
が
ら
、

２
０
２
８
年
の
創
立
１
０
０
周
年
と
さ

ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
、
持
続
的
で
か

つ
希
望
の
持
て
る
未
来
に
向
け
た
歩
み

を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　
現
在
大
学
は
、
主
に
18
歳
若
年
人

口
の
急
減
を
主
因
と
し
て
大
変
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
卒
業

生
の
皆
様
も
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
私
学
事
業
団
の
分
析
に
よ
る
と
、

現
在
、
私
大
の
約
20
％
、
実
に
５
校
に

１
校
が
経
営
困
難
校
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
大
の
定
員
割
れ
も
年
々

悪
化
し
、
２
０
２
４
年
度
に
は
４
年
制

私
大
の
約
60
％
が
、
入
学
者
が
定
員
割

れ
と
い
う
悲
惨
な
状
況
が
出
現
し
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
に
改
善
の
兆
し
は
ま
っ

た
く
見
え
ず
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
が
出
現
す
る
こ
と
が
必
至
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
様

の
母
校
で
あ
る
我
が
神
奈
川
大
学
を
そ

の
よ
う
な
状
況
に
置
く
こ
と
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
も
の
と
決
意
を
固
め
て
い

ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
は
、
今
後
と
も
選
ば

れ
続
け
る
大
学
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
点
は
、
例
え

ば
入
試
に
つ
い
て
は
、
入
試
を
実
施
す

る
側
の
目
線
で
は
な
く
「
受
験
生
目
線
」

か
ら
の
改
革
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
同

様
に
、
教
育
に
つ
い
て
も
、
教
育
を
施

す
側
の
目
線
で
は
な
く
、
教
育
を
受
け

る
側
、
つ
ま
り
「
学
生
目
線
」
か
ら
の

改
革
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
現

在
、
受
験
生
目
線
・
学
生
目
線
に
基
づ

く
諸
改
革
が
、
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
姿
勢
こ
そ
、

神
奈
川
大
学
の
今
後
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
な
入
試
（
入
口
）、
教

育
と
並
び
、
も
う
一
つ
重
要
な
ソ
フ
ト

面
に
就
職
（
出
口
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
就
職
（
出
口
）
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
面
に
お
け
る
改
革
は
、
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
神

奈
川
大
学
の
未
来
に
と
っ
て
必
須
の
も
の

と
考
え
ま
す
。
い
か
な
る
キ
ャ
リ
ア
を

身
に
着
け
社
会
に
羽
ば
た
い
て
も
ら
う

の
か
、
大
学
と
し
て
も
全
力
で
応
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
出

口
（
就
職
）
の
改
革
に
お
い
て
は
、
卒

業
生
の
皆
様
と
も
ぜ
ひ
密
に
連
携
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
は
総
合
大
学
と
し
て
の

強
み
を
活
か
し
、
創
設
の
地
で
あ
る
横

浜
に
そ
の
叡
智
を
結
集
す
る
こ
と
で
、

「
横
浜
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
の
地

に
お
い
て
、
学
生
を
最
も
成
長
さ
せ
る

大
学
」
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
質

実
剛
健
・
積
極
進
取
・
中
正
堅
実
」

と
い
う
建
学
の
精
神
を
、
「
地
に
足
を
つ

け
た
実
直
さ
・
堅
実
さ
を
土
台
に
し
て
、

明
日
を
積
極
的
に
拓ひ

ら

く
」
と
捉
え
直
し
、

そ
の
よ
う
な
有
為
な
人
材
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
参
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
ど
う
か
今
後
と
も
、

変
革
・
変
化
し
て
い
く
神
奈
川
大
学
を

ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神奈川大学 学長
戸　田　龍　介

学長ご挨拶

２
０
２
５
年
度  

神
奈
川
大
学 

教
学
役
職
者

１
．
学
長
、
副
学
長
、
学
長
補
佐（
任
期
：
３
年
）

学
　
　
長
　
戸
田 

龍
介
（
と
だ 

り
ゅ
う
す
け
）

（
経
済
学
部 

教
授
）

副
学
長
　
秋
吉 

政
徳
（
あ
き
よ
し 

ま
さ
の
り
）

（
情
報
学
部 

教
授
）

副
学
長
　
佐
藤 

裕
美
（
さ
と
う 

ひ
ろ
み
）

（
外
国
語
学
部 

教
授
）

副
学
長
　
木
村    

敬
（
き
む
ら 

た
か
し
）

（
理
学
部 

教
授
）

副
学
長
　
熊
谷 

謙
介
（
く
ま
が
い 

け
ん
す
け
）

（
国
際
日
本
学
部 

教
授
）

学
長
補
佐
　
山
家 

京
子
（
や
ま
が 

き
ょ
う
こ
）

（
建
築
学
部 

教
授
）

学
長
補
佐
　
中
村 

壽
宏
（
な
か
む
ら 

と
し
ひ
ろ
）

（
法
学
部 

教
授
）

学
長
補
佐
　
片
桐 

英
樹
（
か
た
ぎ
り 

ひ
で
き
）

（
工
学
部 

教
授
）

２
．
学
部
長
（
任
期
：
２
年
）

法
学
部
長
　
鶴
藤 

倫
道

経
済
学
部
長
　
奥
山    

茂

経
営
学
部
長
　
行
本 

勢
基

外
国
語
学
部
長
　
孫
　 

安
石

国
際
日
本
学
部
長
　
廣
瀬 

富
男

人
間
科
学
部
長
　
瀬
戸 

正
弘

理
学
部
長
　
木
原 

伸
浩

工
学
部
長
　
田
村 

忠
久

建
築
学
部
長
　
岩
本 

靜
男

化
学
生
命
学
部
長
　
岡
本
専
太
郎

情
報
学
部
長
　
山
崎 

教
昭 （

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

 

（

）

（

）

（

）

つ
る
ふ
じ 

の
り
み
ち

お
く
や
ま 

し
げ
る

ゆ
き
も
と 

せい
き

そ
ん 

あ
ん
そ
く

ひ
ろ
せ 

と
み
お

せ
と 

ま
さ
ひ
ろ

き
は
ら 

の
ぶ
ひ
ろ

た
む
ら 

た
だ
ひ
さ

い
わ
も
と 

し
ず
お

お
か
も
と 

せ
ん
た
ろ
う

や
ま
ざ
き 

の
り
あ
き
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学
校
法
人
神
奈
川
大
学
は
、
２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
地
元

企
業
の
株
式
会
社
神
奈
川
新
聞
社
、相
鉄
企
業
株
式
会
社
と
と
も
に
、

共
同
事
業
体
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の一員
と

な
り
、
横
浜
市
中
区
の
公
会
堂
で
歴
史
的
建
造
物
の
『
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
』
の
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
指

定
管
理
期
間
は
２
０
２
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

公
会
堂
運
営
及
び
建
物
管
理
事
業
の
他
、
周
辺
地
域
の
魅
力
向

上
や
賑
わ
い
創
出
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
担
い
ま
す
。

　
神
奈
川
大
学
と
し
て
は
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
開

港
記
念
会
館
を
舞
台
に
、
学
生
の
課
外
活
動
や
教
育
研
究
活
動
等
の

新
た
な
場
と
し
て
活
用
を
図
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
非
公
開
だ
っ
た
地

階
ス
ペ
ー
ス
に
て
広
く一般
の
方
々
に
対
し
て
公
開
講
座
等
を
開
講
す

る
な
ど
、
様
々
な
自
主
事
業
の
実
施
に
よ
り
社
会
貢
献
活
動
を
拡
充

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
ま
た
横
浜
の
歴
史
的
な
雰
囲
気
の

漂
う
講
堂
や
会
議
室
を
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
会
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

G
iving Cam

paign

（
ギ
ビ
ン
グ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
は
全
国
の
大

学
・
大
学
生
の
様
々
な
活
動
に
光
を
当
て
、
新
た
な
支
援
者
を

創
出
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
神
奈
川
大
学
も
昨
年
２
０
２
４
年
10
月
に
全
国
の
１
０
０

大
学
と
と
も
に
開
催
し
ま
し
た
。
ご
卒
業
生
を
含
む
多
く
の
方
々

に
共
感
い
た
だ
き
、
参
加
課
外
活
動
団
体
へ
の
３
、６
３
７
件
の

応
援
投
票
、
２
、
９
１
８
件
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
他
、

合
計
１
、６
８
２
、２
７
７
円
も
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
２
０
２
５
年
度
に
お
い
て
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
☆

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
学
生
の
新
た
な
活
躍
を

知
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
、
一
団
体
で
も
多
く
の
活
動
に
共
感
い
た

だ
き
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
９
月
以
降
に
神
奈
川
大
学
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。）

・
開
催
期
間
：
２
０
２
５
年
10
月
10
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）

・
開
催
方
法
：
オ
ン
ラ
イ
ン

（
神
奈
川
大
学
の
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
予
定
で
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
４
５
ー
４
８
１
ー
５
６
６
１

（
代
表
）
企
画
政
策
部

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
（
中
区
公
会
堂
）
の

指
定
管
理
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
寄
付
イ
ベ
ン
ト『Giving Cam

paign

』へ

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

開港記念会館（外観）

館内（ステンドグラス）

結果報告（応援投票数） 結果報告（参加団体御礼動画）

講堂（定員481名）

1号会議室（定員110名）

2025年度吉盛忌（５月17日）実施について
本年も創立者米田吉盛の遺徳を偲ぶ「吉盛忌」を、命日である５月 17 日に挙行いたします。

どなたでも墓参できる自由墓参形式での参列を実施します。

①日　　時　2025年５月 17日（土）10:30 ～ 12:30
②場　　所　横浜市日野公園墓地内米田吉盛墓前にて
③交通手段　横浜市日野公園墓地までは、横浜市営バス、神奈川中央交通バス、江ノ島電鉄バス

のいずれかに乗車し、「日野公園墓地入口」下車徒歩５分。
墓地入口から墓前までの道程は、墓地入口の日ノ出屋石材店（電話 045-842-
0987）に当日配置する地図でご確認ください。

④送迎バス　神奈川大学公式ホームページにてご確認ください。

あわせて、本学創立記念日の５月15日より、米田吉盛の生涯と本学の歴史をパネル資料でたどる
展示を３キャンパスで実施いたします。詳細は神奈川大学公式ホームページにてご確認ください。

墓

参

そ
の
他

会館利用、イベントのお申込みお問い合わせは
横浜市開港記念会館
〒 231-0005　横浜市中区本町 1 丁目 6 番地
■お問い合わせ　TEL　045-201-0708

【参考】Giving Campaign2024　結果報告

https://www.kaikokinenkaikan.com/facility/

https://kanagawa-u.2024.giving-campaign.jp/result
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「
神
大
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」 寄
付
者
ご
芳
名（
敬
称
略
）

令
和
六
年
一
月
一
日
～
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

・
課
外
活
動
団
体
毎
に
、
ご
芳
名
を
五
十
音
順
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
ご
芳
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
期
間
内
に
お
申
し
込
み
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
皆
さ
ま
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
の
処
理
事
情
等
に
よ
り
確
認
が
遅
れ
た
場
合
は
、
本
誌
次
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

課
外
活
動
団
体
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
寄
付
金
は
、ご
指
定
の
課
外
活
動
団
体
に
回
付
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

合
計
一
件

二
万
円

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

● 

合
気
道
部

合
計
二
件

七
千
円

犬
飼　
常
雄
昭
和
52
経

鈴
木　
正
憲

昭
和
46
経

● 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
八
件二百

四
十
二
万
六
千
円

神
奈
川
大
学
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

青
木　
信
之
昭
和
57
法

清
水　
　
玄
昭
和
59
法

戸
田　
浩
信
平
成
4
機

中
島　
大
吉
昭
和
33
電

西
脇　
幸
二
昭
和
53
貿

森
倉　
清
一
昭
和
45
法

八
木　
宏
憲
昭
和
60
法

● 

空
手
道
部

合
計
三
件

三
万
円

大
河
内
博
夫

昭
和
57
法

平
野　
莞
爾

昭
和
38
電

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

● 

弓
道
部

合
計
七
件

九
万
五
千
円

大
滝　
　
昇
昭
和
56
経

岡
田　
　
孝
昭
和
44
経

中
村　
真
人
昭
和
46
工
経

兵
平　
英
二

昭
和
57
経

松
坂　
宏
昭
昭
和
59
貿

匿
名　
二
件

● 

剣
道
部

合
計
六
件

五
万
四
千
円

齋
藤　
浩
司

昭
和
60
経

德
竹　
雄
太
平
成
28
自
治

細
田　
雄
司

平
成
元
貿

山
根　
正
巳
昭
和
50
法

吉
田　
満
広
昭
和
44
貿

匿
名　
一
件

● 

硬
式
庭
球
部

合
計
二
件

六
千
円

高
田　
和
明

昭
和
49
機

德
竹　
雄
太
平
成
28
自
治

● 

硬
式
野
球
部

合
計
二
十
九
件二十

二
万
七
千
円

新
井　
好
幸
昭
和
31
経

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

大
門　
悟
朗
昭
和
31
電

大
蔵　
　
博
昭
和
35
経

大
津　
道
雄
昭
和
55
経

奥
山　
政
美
昭
和
62
応
化

上
吹
越　
正
昭
和
58
貿

河
村　
和
久
昭
和
57
貿

坂
本　
繁
美
昭
和
47
法

佐
久
間
克
己
昭
和
51
貿

佐
藤　
昌
幸
昭
和
44
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

関
川　
広
男
昭
和
47
法

副
島　
芳
文
昭
和
51
工
経

田
中　
　
忍
昭
和
50
法

田
中　
　
進
昭
和
40
経

西
尾　
雅
明
昭
和
52
電

西
原　
寿
久
昭
和
37
経

野
口　
　
等
昭
和
52
英

丸
山　
潤
治
昭
和
48
経

村
田　
龍
也
昭
和
39
経

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

匿
名　
七
件

● 

ゴ
ル
フ
部

合
計
十
件

三
十
九
万
五
千
円

今
田　
駿
作

平
成
24
国
営

内
田　
貴
久

平
成
18
国
営

髙
木　
敬
司
平
成
11
経

辻
村　
　
純
平
成
10
応
化

西
山　
美
一

昭
和
56
経

堀
江
喜
美
雄

昭
和
57
工
経

八
木　
宏
憲
昭
和
60
法

匿
名　
三
件

● 

サ
ッ
カ
ー
部

合
計
九
件

十
二
万
三
千
円

五
百
川
尚
彦
平
成
6
法

大
石　
光
利
昭
和
48
法

木
明　
　
旭
昭
和
53
経

栗
山　
邦
彦
昭
和
51
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

平
井　
延
佳
平
成
7
応
生

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

匿
名　
二
件

● 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

合
計
十
六
件二

十
五
万
四
千
円

五
百
川
尚
彦

平
成
6
法

片
岡　
祐
二

昭
和
57
貿

亀
山　
修
一

昭
和
50
英

小
林　
和
正
昭
和
37
機

佐
藤　
充
男
昭
和
54
貿

柴
田　
一
喜

昭
和
50
法

芝
田　
正
夫

昭
和
46
応
化

関
川　
広
男

昭
和
47
法

長
谷　
好
美

平
成
28
国
営

中
野　
正
一

昭
和
45
経

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

平
井　
延
佳
平
成
7
応
生

宮
永
潤
士
郎
昭
和
49
電

森　
　
正
実
平
成
元
法

安
田　
　
彰
昭
和
63
工
経

湯
口　
篤
幸
昭
和
36
貿

● 

山
岳
部

合
計
三
件

二
万
円

金
子　
惇
信
昭
和
38
機

西
條　
豊
明
昭
和
45
機

西
田　
　
立
昭
和
35
経

● 

柔
道
部

合
計
三
件

三
万
八
千
円

木
原　
啓
一

昭
和
55
法

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

匿
名　
一
件

● 

水
泳
部

合
計
十
八
件

十
五
万
六
千
円

神
奈
川
大
学
神
奈
川
区
宮
陵
会

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

石
渡　
　
隆
昭
和
47
工
経

遠
藤　
　
徹
昭
和
36
法

岡　
　
一
雄

昭
和
39
貿

立
神　
邦
晴

昭
和
43
応
化

寺
口　
良
一

昭
和
36
経

中
野　
正
一

昭
和
45
経

永
和
田
隆
一

昭
和
57
経

西
脇　
幸
二

昭
和
53
貿

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

松
野　
　
剛
昭
和
41
貿

三
島　
千
明

昭
和
46
貿

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

村
田　
龍
也

昭
和
39
経

彌
永　
雄
一

平
成
21
法

山
崎　
昌
治

昭
和
38
機

匿
名　
一
件

● 

ス
キ
ー
部

合
計
一
件

一
万
円

三
浦　
忠
善

昭
和
55
法

● 

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

合
計
一
件

一
万
円

鈴
木　
睦
夫
昭
和
44
機

● 

ス
ケ
ー
ト
部

合
計
二
件

三
万
五
千
円

髙
見　
弘
則
昭
和
50
貿

永
和
田
隆
一

昭
和
57
経

● 

体
操
部

合
計
一
件

五
千
円

鳥
羽　
良
武

昭
和
48
経

● 

卓
球
部

合
計
五
件

四
万
八
千
円

一
戸　
英
輔

昭
和
36
貿

河
田　
郁
夫

昭
和
42
経

照
井　
寿
雄
昭
和
57
経

米
原　
　
宏
昭
和
42
経

匿
名　
一
件
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● 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部

合
計
四
件

七
万
円

合
田　
勇
三

平
成
元
経

髙
師
健
太
朗

平
成
22
法

中
村　
郁
夫
昭
和
50
貿

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

● 

軟
式
庭
球
部

合
計
六
件

六
万
五
千
円

伊
藤　
晴
康
昭
和
55
経

陸
井　
隆
夫
昭
和
41
経

小
島　
重
藏
昭
和
43
貿

杉
村　
隆
士
昭
和
50
法

鈴
木　
雄
誠
昭
和
49
英

匿
名　
一
件

● 

軟
式
野
球
部

合
計
一
件

一
千
円

熊
谷　
賢
一

平
成
6
英

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
十
四
件
十
一
万
一
千
円

打
田　
一
夫

昭
和
48
電

篠
原　
孝
範
昭
和
46
電

高
田　
正
彦

昭
和
54
機

髙
橋
三
樹
夫

昭
和
55
法

道
佛　
守
正
昭
和
49
工
経

道
満　
正
寿

昭
和
47
機

西
脇　
幸
二

昭
和
53
貿

肥
田　
正
次

昭
和
40
機

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

平
能　
孝
一
昭
和
48
貿

福
代　
周
平
平
成
29
国
営

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

匿
名　
二
件

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
六
件

六
万
円

篠
原　
孝
範
昭
和
46
電

髙
橋
三
樹
夫

昭
和
55
法

肥
田　
正
次

昭
和
40
機

平
能　
孝
一

昭
和
48
貿

森　
　
由
彦
昭
和
53
貿

匿
名　
一
件

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

合
計
三
件

二
万
五
千
円

三
浦　
幹
生

平
成
29
法

匿
名　
二
件

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
一
件

五
千
円

山
田　
忠
幸

平
成
18
機

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
四
件

十
一
万
五
千
円

佐
藤　
秀
樹
昭
和
46
経

佐
藤　
充
男
昭
和
54
貿

田
中　
敏
夫

昭
和
42
経

浜
野
正
次
郎

昭
和
47
機

● 

ボ
ク
シ
ン
グ
部

合
計
六
件

二
十
二
万
三
千
円

井
草　
有
史
平
成
19
自
治

石
原　
誠
二

昭
和
56
法

杉
山　
哲
一

昭
和
57
機

塚
原　
　
孝
昭
和
56
法

比
留
川
光
次

昭
和
37
経

匿
名　
一
件

● 

ボ
デ
ィ
ビ
ル
部

合
計
一
件

二
万
円

木
谷　
健
一

昭
和
47
経

● 

ヨ
ッ
ト
部

合
計
三
件

十
四
万
円

成
岡　
祐
輔
平
成
2
法

古
川　
勝
彦
昭
和
40
経

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

● 

ラ
グ
ビ
ー
部

合
計
二
件

七
千
円

池
田
登
世
彦

昭
和
32
機

佐
藤　
公
平
平
成
28
経

● 

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
二
件

一
万
円

折
居　
雅
也

平
成
28
経

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

● 

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
一
件

五
千
円

平
出　
　
功
平
成
13
化
博
前

● 

陸
上
競
技
部

合
計
二
百
三
十
五
件

二
百
八
十
万
四
千
五
百
円

神
奈
川
大
学
茨
城
県
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
神
奈
川
区
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
千
葉
県
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
鳥
取
因
幡
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
和
歌
山
県
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
小
池
ゼ
ミ
六
池
会

神
奈
川
大
学
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会

安
達　
克
尚
昭
和
55
経

天
野　
和
彦
昭
和
41
経

荒
井　
良
和
昭
和
30
経

新
井　
好
幸
昭
和
31
経

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

荒
巻　
重
年
昭
和
33
電

五
百
川
尚
彦
平
成
6
法

池
田
登
世
彦
昭
和
32
機

石
川　
裕
治
昭
和
42
電

井
田　
　
明
昭
和
39
経

伊
藤　
啓
三
昭
和
36
電

伊
藤　
晴
康
昭
和
55
経

伊
藤　
榮
明
昭
和
38
経

犬
飼　
常
雄
昭
和
52
経

井
口　
　
淳
昭
和
62
機

今
関　
治
夫
昭
和
55
経

井
本　
昭
雄
昭
和
42
貿

岩
城　
知
一
昭
和
57
法

臼
井　
　
清
昭
和
38
機

内
田　
　
聰
昭
和
35
法

内
田　
靖
夫
昭
和
54
法

浦
野　
章
彦
昭
和
56
経

江
崎　
佶
明
昭
和
38
経

遠
藤　
　
徹
昭
和
36
法

大
石　
光
利
昭
和
48
法

大
門　
悟
朗
昭
和
31
電

大
越　

男
昭
和
46
英

大
津　
道
雄
昭
和
55
経

大
塚　
治
道
昭
和
57
経

大
根　
幸
成
平
成
3
法

大
森　
健
司
平
成
5
貿

岡
田　
謙
吾
平
成
9
国
営

荻
野　
　
聰
昭
和
43
法

奥
山　
政
美
昭
和
62
応
化

尾
﨑　
誠
也
平
成
23
物
生

小
野
里
祐
治
昭
和
49
機

小
畑　
清
嗣
昭
和
34
経

尾
松　
英
夫
昭
和
48
法

河
西　
健
三
昭
和
42
経

勝
川　
哲
男
昭
和
43
経

加
藤　
　
裕
昭
和
58
経

神
原　
敏
明
昭
和
50
法

上
吹
越　
正
昭
和
58
貿

川
内　
文
夫
昭
和
42
経

河
下　
武
彦
昭
和
52
経

川
嶌　
健
治
昭
和
49
機

河
村　
隆
之
平
成
5
経

川
本　
健
次
昭
和
61
応
化

菊
池　
辰
郎
昭
和
35
貿

菊
地　
政
勝
昭
和
36
貿

菊
池　
雄
吉
昭
和
50
経

木
原　
　
豊
昭
和
44
経

木
村　
紀
一
昭
和
39
応
化

木
村　
　
茂
昭
和
50
建

久
米　
良
和
昭
和
53
電

栗
山　
邦
彦
昭
和
51
法

黒
田　
良
成
平
成
15
機

小
泉　
　
正
昭
和
44
経

小
泉　
敏
男
昭
和
42
法

上
妻　
初
生
昭
和
56
貿

河
野　
宣
耀
昭
和
39
経

小
林　
　
徹
昭
和
59
法

小
俣　
圭
司
昭
和
36
法

五
味　
　
稔
昭
和
54
経

小
室　
正
弘
昭
和
58
法

小
柳　
賢
亮
昭
和
38
機

近
藤　
真
伸
平
成
16
法

西
條　
豊
明
昭
和
45
機

三
枝　
正
三
昭
和
45
法

坂
入　
知
行
昭
和
36
貿

榊
原　
　
剛
昭
和
42
経

坂
本　
繁
美
昭
和
47
法

坂
本
富
士
見
平
成
元
応
化

佐
久
間
克
己
昭
和
51
貿

佐
合　
龍
也
昭
和
49
法

佐
藤　
勅
夫
昭
和
43
電

佐
藤　
雄
平
昭
和
45
経

佐
藤　
亮
二
昭
和
40
工
経

澤
田　
博
夫
昭
和
41
貿

椎
橋
喜
代
司
昭
和
46
経

塩
田　
　
尚
昭
和
48
法

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

柴
田　
正
信
昭
和
49
経

澁
谷　
彰
治
昭
和
43
工
経

嶋　
　
道
雄
昭
和
53
電

鈴
木　
　
彰
昭
和
43
貿

鈴
木　
康
之
平
成
6
経

関
川　
広
男
昭
和
47
法

瀬
戸　
静
雄
昭
和
46
経

副
島　
芳
文
昭
和
51
工
経

髙
木　
定
夫
昭
和
48
経

髙
杉　
茂
一
昭
和
45
機

高
橋　
勝
己
昭
和
42
応
化

高
橋
保
次
郎
昭
和
42
貿

高
村　
洋
治
昭
和
41
機

多
湖　
秀
明
昭
和
46
経

田
中　
　
忍
昭
和
50
法

田
中　
秀
明
昭
和
50
法

谷　
　
知
代
昭
和
59
建

千
葉　
俊
雄
昭
和
41
工
経

出
村　
正
樹
昭
和
45
電

寺
口　
良
一
昭
和
36
経

土
居　
克
之
昭
和
54
経

道
満　
正
寿
昭
和
47
機

徳
田　
裕
子
昭
和
48
英

戸
倉　
充
博
昭
和
60
法

豊
嶋　
正
孝
昭
和
50
経

鳥
居　
　
武
昭
和
46
電

鳥
丸　
純
夫
昭
和
35
経

永
井
精
一
郎
昭
和
52
建

中
越　
辰
幸
昭
和
52
法

中
島　
大
吉
昭
和
33
電

中
島　
睦
稔
昭
和
56
応
化

中
囿　
　
貢
昭
和
32
法

永
田　
章
一
昭
和
50
貿

永
野　
克
美
昭
和
48
経

中
野　
正
一
昭
和
45
経

中
野　
博
史
昭
和
54
機

中
堀　
浩
三
昭
和
38
電

中
村　
孝
則
昭
和
53
経

中
本　
唯
史
昭
和
46
法

夏
秋　
博
隆
昭
和
48
法

成
田　
政
夫
昭
和
47
経

西
尾　
雅
明
昭
和
52
電

西
ヶ
谷
義
光
昭
和
52
法

西
原　
寿
久
昭
和
37
経

西
巻　
義
彦
昭
和
51
法

西
山　
美
一
昭
和
56
経

野
口　
信
弘
昭
和
53
電

野
口　
　
等
昭
和
52
英

野
田　
　
浩
昭
和
41
機

野
中　
義
美
昭
和
47
経
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◎
総
合
計

　
一
千
八
十
二
万

　
　
　
四
千
五
百
円

（
五
百
四
十
一
件
）

野
村　
　
隆
昭
和
50
経

橋
本　
裕
之
昭
和
56
経

蓮
見　
　
勲
昭
和
44
法

長
谷
川　
巖
昭
和
36
経

濱
田　
　
修
昭
和
42
経

濱
田
ケ
イ
子
昭
和
41
短
商

濵
本　
一
美
昭
和
48
貿

平
久
江
勝
彦
昭
和
43
法

平
野　
莞
爾
昭
和
38
電

深
山　
嘉
伸
昭
和
41
応
化

福
田　
哲
顕
昭
和
45
経

福
代　
周
平
平
成
29
国
営

藤
田　
雅
史
平
成
3
経

本
間　
雅
彦
昭
和
57
法

前
田　
達
夫
昭
和
22
経

松
浦　
　
修
昭
和
40
経

松
野　
功
行
昭
和
61
機

松
本　
　
勇
昭
和
40
貿

松
山　
裕
和
昭
和
59
経

間
宮　
　
勤
昭
和
41
工
経

丸
山　
潤
治
昭
和
48
経

満
足　
篤
美
昭
和
40
経

水
谷　
　
智
昭
和
58
貿

宮
内　
克
哲
平
成
7
応
化

宮
田　
隆
美
昭
和
36
経

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

村
瀬　
恒
雄
昭
和
53
貿

村
田　
龍
也
昭
和
39
経

村
田　
憲
彦
昭
和
41
経

百
瀬　
俊
彦
平
成
28
自
治

山
口　
浩
一
昭
和
42
経

山
崎　
昌
治
昭
和
38
機

山
﨑　
幸
生
昭
和
52
経

山
下　
景
次
昭
和
37
貿

山
田　
　
賢
昭
和
41
経

山
田　
吉
修
昭
和
40
電

横
島　
栄
夫
昭
和
44
応
化

横
地　
勇
夫
昭
和
42
経

横
山
源
一
郎
平
成
10
経

横
山　
盛
雄
昭
和
49
機

吉
岡　
　
宏
昭
和
51
電

吉
田　
敬
一
昭
和
59
工
経

吉
田　
満
広
昭
和
44
貿

吉
村　
一
男
昭
和
44
経

吉
山　
信
義
昭
和
37
経

米
木　
　
稔
昭
和
45
法

米
田　
秀
彦
昭
和
53
法

米
原　
　
宏
昭
和
42
経

若
林　
義
人
平
成
17
経
工

和
田　
英
光
昭
和
41
貿

渡
邉　
完
世
昭
和
45
経

渡
部　
功
太
令
和
3
国
営

渡
辺　
　
努
昭
和
46
経

和
知　
親
裕
昭
和
63
貿

匿
名　
四
十
二
件

● 

レ
ス
リ
ン
グ
部

合
計
八
件

十
二
万
三
千
円

井
野　
　
裕
昭
和
46
電

北
野　
紘
一

昭
和
39
法

國
宗　
勝
彦

昭
和
54
貿

久
米　
信
行
昭
和
49
経

今
野　
克
義
平
成
9
営
博
前

平
能　
孝
一

昭
和
48
貿

藤
田　
欽
也

昭
和
39
法

松
田　
孝
一

平
成
16
国
営

● 

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

合
計
三
件

二
万
四
千
円

新
井　
嘉
克
平
成
16
経

石
井　
盛
児

昭
和
57
機

大
森　
健
司
平
成
5
貿

● 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

合
計
十
五
件

九
万
七
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

安
達　
勝
之
昭
和
59
機
修

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

大
津　
道
雄
昭
和
55
経

岡　
　
一
雄

昭
和
39
貿

金
子　
高
浩

平
成
6
貿

木
明　
　
旭
昭
和
53
経

永
井
精
一
郎

昭
和
52
建

西
脇　
幸
二

昭
和
53
貿

野
口　
信
弘

昭
和
53
電

星
野　
　
晋

昭
和
53
貿

安
田　
　
彰
昭
和
63
工
経

匿
名　
二
件

● 

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部

合
計
一
件

一
万
円

梁
島　
政
之
平
成
6
機

● 

カ
レ
ッ
ヂ
・
サ
ウ
ン
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

合
計
二
件

一
万
七
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

匿
名　
一
件

● 

管
弦
楽
団

合
計
八
件

九
万
三
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

伊
藤　
大
地
平
成
26
法

甲
良　
昭
彦

昭
和
57
法

清
水　
武
次
昭
和
40
機

武
笠　
健
次
昭
和
41
法

匿
名　
二
件

● 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

合
計
五
件

四
万
四
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

大
石　
浩
準

昭
和
44
貿

後
藤　
智
弘
平
成
13
経

廣
畑　
　
眞
昭
和
45
英

渡
辺　
忠
矢
昭
和
47
経

● 

軽
音
楽
部

合
計
二
件

二
万
二
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

岡
田　
謙
吾
平
成
9
国
営

● 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会

合
計
三
件

二
万
一
千
円

大
橋　
悠
貴
令
和
4
機

金
澤　
優
太
平
成
25
法

高
田　
正
彦

昭
和
54
機

● 

茶
道
研
究
部

合
計
一
件

二
万
円

小
柳　
賢
亮
昭
和
38
機

● 

写
真
研
究
部

合
計
三
件

六
万
円

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

佐
藤　
勅
夫
昭
和
43
電

服
部　
晃
典

昭
和
56
経

● 

将
棋
部

合
計
一
件

一
万
円

匿
名　
一
件

● 

書
道
部

合
計
三
件

九
千
円

益
田　
和
典

平
成
4
法

松
平　
定
明

昭
和
53
経

匿
名　
一
件

● 

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

合
計
三
件

二
万
六
千
円

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

Ｏ
Ｂ
☆
Ｏ
Ｇ
会

鈴
木　
健
史
昭
和
55
法

宮
内　
克
哲
平
成
7
応
化

● 

吹
奏
楽
部

合
計
十
三
件

八
万
九
千
円

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

大
越　

男
昭
和
46
英

甲
良　
昭
彦
昭
和
57
法

佐
藤　
勅
夫
昭
和
43
電

芝
田　
正
夫
昭
和
46
応
化

野
口　
信
弘
昭
和
53
電

前
田　
益
生

昭
和
40
短
商

安
田　
　
彰
昭
和
63
工
経

匿
名　
五
件

● 

鉄
道
研
究
部

合
計
三
件

二
万
三
千
円

厚
地　
　
昴
令
和
6
電

匿
名　
二
件

● 

美
術
研
究
部

合
計
一
件

五
千
円

清
水　
　
弘
昭
和
42
経

● 
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
部

合
計
二
件

一
万
三
千
円

川
野　
孝
久

昭
和
48
工
経

多
湖　
秀
明
昭
和
46
経

● 

漫
画
研
究
部

合
計
一
件

一
万
円

匿
名　
一
件

「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」募金要項
（１）募金対象者　　卒業生、教職員、在学生のご父母又は保証人、一般、企業・団体等
（２）募 金 額　　１口　1,000 円（１団体１口以上 1,000 円単位）

　※賛助する課外活動団体を必ず指定してください。
（３）申 込 方 法　　以下の①②いずれかの方法でお申し込みください。

①インターネットからのお申し込み

クレジットカード、ペイジー（インターネットバンキング、ATM）から選択できます。

②専用払込取扱票を利用
神奈川大学財務部財務課募金担当までご連絡ください。郵送させていただきます。

神奈川大学　募金

スマートフォン、
タブレット等から
読み取ってください。

下記はご利用可能なクレジットカードです。 インターネットバンキング又はATMでお振り込みいただけます。
※ペイジーマークのついている金融機関でご利用いただけます。

「神奈川大学公式ホームページ」トップページ右上の　　　を
クリックしていただき、寄付申込フォームへお進みください。

● 

マ
ン
ド
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

合
計
三
件

二
万
四
千
円

神
奈
川
大
学
埼
玉
県
宮
陵
会

神
谷　
政
雄
昭
和
52
工
経

久
米　
信
行
昭
和
49
経

● 

ロ
ス
ガ
ト
ス

合
計
二
件

一
万
五
千
円

岡　
　
一
雄

昭
和
39
貿

久
米　
信
行
昭
和
49
経

● 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

合
計
三
件

一
万
二
千
円

秋
山　
敦
史
平
成
8
経

井
草　
有
史
平
成
19
自
治

佐
合　
龍
也
昭
和
49
法

● 

劇
団
は
こ
ぶ
ね

合
計
一
件

五
千
円

服
部　
圭
助

昭
和
45
法

● 

作
画
研
究
会

合
計
一
件

一
万
円

匿
名　
一
件

● 

手
話
サ
ー
ク
ル
３
０
３

合
計
二
件

一
万
八
千
円

木
原　
啓
一

昭
和
55
法

高
橋　
　
功
平
成
2
貿

● 

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｊａｐ
ａｎｅｓｅ 

Ｆ
ｌｏｗｅｒ

Ａｒｒａｎｇ
ｅｍｅｎ
ｔ

合
計
一
件

三
万
円

２
０
１
９
年
卒
華
道
部
有
志

● 

英
語
研
究
部（
Ｅ.

Ｓ.

Ｓ
）

合
計
四
件

二
万
三
千
円

伊
藤　
克
彦
昭
和
61
英

宮
崎　
洋
一

昭
和
61
貿

匿
名　
二
件

● 

会
計
学
研
究
部

合
計
三
件

二
万
六
千
円

田
中　
　
進
昭
和
40
経

田
村　
泰
雄

昭
和
40
経

西
原　
寿
久

昭
和
37
経

● 

私
法
研
究
部

合
計
二
件

一
万
一
千
円

鈴
木　
元
治
平
成
6
法
博
前

匿
名　
一
件

● 

自
動
車
工
学
研
究
部

合
計
四
件

二
万
八
千
円

田
村　
晃
佑

昭
和
39
法

藤
野　
俊
明

昭
和
39
工
経

匿
名　
二
件

● 

内
燃
機
関
研
究
部

合
計
二
件

八
千
円

福
田　
　
裕
昭
和
48
機

匿
名　
一
件

● 

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部

合
計
十
二
件二百

十
一
万
八
千
円

神
奈
川
大
学
神
奈
川
区
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
和
歌
山
県
宮
陵
会

新
井　
恒
男
昭
和
52
法

荒
瀬　
康
雄
昭
和
47
英

大
森　
健
司
平
成
5
貿

金
子　
高
浩

平
成
6
貿

木
村　
　
茂
昭
和
50
建

嶋　
　
道
雄
昭
和
53
電

須
藤　
修
司
昭
和
39
機

本
多　
正
人
昭
和
50
機

宮
永
潤
士
郎
昭
和
49
電

米
田　
秀
彦
昭
和
53
法

● 

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

合
計
七
件

十
六
万
円

河
合　
史
憲
平
成
29
機
博
前

菅
原　
　
彗
令
和
2
機
博
前

本
多　
正
人
昭
和
50
機

匿
名　
四
件
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■ 課外活動団体一覧表
番号 体育会 27 軟式野球部 54 管弦楽団 90 現代視覚文化研究会DESIRE
1 アーチェリー部 28 男子バスケットボール部 55 ギターアンサンブル部 91 作画研究会
2 合気道部 29 女子バスケットボール部 57 GLOBAL ☆ YEN☆ LEAP 93 手話サークル 303
3 アメリカンフットボール部 30 バドミントン部 59 軽音楽部 94 神大ルーデンス
5 空手道部 31 バレーボール部 61 サイクリング愛好会 95 フォークス
6 弓道部 32 女子バレーボール部 62 茶道研究部 111 アカペラサークル JACK
7 剣道部 33 ハンドボール部 63 写真研究部 120 ISCA
8 硬式庭球部 35 ボクシング部 65 ジャズ研究所 121 KADO-Japanese flower arrangement
9 硬式野球部 36 ボディビル部 66 将棋部 122 模型研究会
10 ゴルフ部 37 ヨット部 67 書道部 123 KU GOOD COFFEE CLUB
11 サッカー部 38 ラグビー部 68 神大フェスタ実行委員会 127 サブカルチャー研究会
12 女子サッカー部 39 男子ラクロス部 69 吹奏楽部 128 Game Creators Circle
13 山岳部 40 女子ラクロス部 70 鉄道研究部 129 ポケモンらぼ
14 柔道部 41 陸上競技部 71 美術研究部 番号 学術系
15 準硬式野球部 42 レスリング部 73 文藝部 97 英語研究部 (E.S.S)
17 水泳部 109 ライフセービング部 74 放送研究会 KBAS 98 会計学研究部
18 スキー部 112 ウインドサーフィン部 75 ポピュラー音楽部 99 私法研究部
19 アイスホッケー部 114 チアリーディング部 77 漫画研究部 101 横浜蒼碧法律会
20 スケート部 番号 スポーツ系 78 マンドリン・アンサンブル 番号 工学系
21 スノーボード部 118 アルティメット部 81 ロスガトス 106 自動車工学研究部
22 体操部 126 SLAP 83 ワンダーフォーゲル部 107 内燃機関研究部
23 卓球部 番号 文化系 84 IVUSA 117 宇宙ロケット部
25 トライアスロン部 51 アドベンチャークラブ 87 N.M.K 124 宇宙エレベータプロジェクト
26 軟式庭球部 53 カレッヂ・サウンズ・オーケストラ 89 劇団はこぶね 125 ロボットプロジェクト

◆ お知らせ ◆
●スポーツ系に SLAP（番号 126）が新設されました。
●文化系にサブカルチャー研究会（番号 127）、Game Creators Circle（番号 128）、ポケモンらぼ（番号 129）が新設されました。
●ジャーナリズム文学研究会は廃部になりました。
●混声合唱団クール・アンジェは現在休部中です。

大学公式ホームページに課外活動団体の紹介及び活動内容をご案内しています。
https://www.kanagawa-u.ac.jp
トップページ ≫ キャンパスライフ ≫ 課外活動

「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」募金要項
（１）募金対象者　　卒業生、教職員、在学生のご父母又は保証人、一般、企業・団体等
（２）募 金 額　　１口　1,000 円（１団体１口以上 1,000 円単位）

　※賛助する課外活動団体を必ず指定してください。
（３）申 込 方 法　　以下の①②いずれかの方法でお申し込みください。

①インターネットからのお申し込み

クレジットカード、ペイジー（インターネットバンキング、ATM）から選択できます。

②専用払込取扱票を利用
神奈川大学財務部財務課募金担当までご連絡ください。郵送させていただきます。

神奈川大学　募金

スマートフォン、
タブレット等から
読み取ってください。

下記はご利用可能なクレジットカードです。 インターネットバンキング又はATMでお振り込みいただけます。
※ペイジーマークのついている金融機関でご利用いただけます。

「神奈川大学公式ホームページ」トップページ右上の　　　を
クリックしていただき、寄付申込フォームへお進みください。

2025年（令和 7年）4月現在

【お問い合わせ先】
学校法人神奈川大学 財務部財務課 募金担当
TEL.045 -481-5661　FAX.045 - 481-2731
E-mail bokin-jml@kanagawa-u.ac.jp
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合
計
５
年
余
り
の
比
較
的
長
い
間
の
ア

フ
リ
カ
（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ガ
ボ
ン
）
勤
務

を
終
え
、
現
在
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
北
海

道
は
帯
広
市
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
セ

ン
タ
ー
に
籍
を
置
く
。
仕
事
柄
学
生
と
話

す
機
会
が
多
い
。先
日
も
、「
国
際
フェス
タ
」

と
い
う
在
留
外
国
人
と
の
交
流
な
ど
を
メ

イ
ン
と
す
る
国
際
交
流
・
協
力
イ
ベン
ト
で

地
元
の
高
校
２
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
話

す
機
会
が
あ
っ
た
。「
英
語
が
好
き
で
勉

強
し
て
い
る
が
な
か
な
か
外
国
人
と
直
接

話
す
機
会
が
な
い
の
で
、
参
加
し
た
」
と
い

う
。「
受
験
は
ど
う
す
る
の
か
？
」と
聞
け
ば
、

札
幌
あ
た
り
の
大
学
の
英
文
科
を
狙
って
い

る
と
い
う
。
す
か
さ
ず
、「
英
語
が
好
き
だ

か
ら
英
文
科
と
い
う
選
択
肢
は
必
ず
し
も

適
当
で
は
な
い
。
要
は
、
英
語
を
使
って
何

を
し
た
い
の
か
？
と
い
う
こ
と
だ
。
英
米
文

学
に
関
心
が
あ
る
の
な
ら
い
い
が
、
も
し
そ

う
で
な
い
な
ら
、
英
語
自
体
を
わ
ざ
わ
ざ
大

学
で
学
び
に
行
く
必
要
は
な
い
と
思
う
（
学

習
時
間
に
比
例
し
て
英
語
（
外
国
語
）
の

力
は
伸
び
る
か
ら
だ
）。
ま
た

英
語
は
で
き
て
当
た
り
前
の

社
会
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
大

学
に
行
こ
う
と
す
る
な
ら
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
も
中
国
語
で
も
い

い
の
で
、
第
２
の
外
国
語
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
い
」
な

ど
と
偉
そ
う
な
口
を
き
い
た

も
の
だ
。
そ
ん
な
時
ふ
と
自

分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
し

て
い
た
。

　

神
大
生
２
年
の
夏
休
み
に
、

ア
ス
ト
ン
大
学
に
１
か
月
短
期

留
学
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
悔
し
さ
や
気

持
ち
を
伝
え
き
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
心

底
味
わった
あ
の
経
験
が
あ
った
か
ら
こ
そ
今

こ
の
時
が
あ
る
、
と
思
う
。
そ
れ
ま
で
楽
し

か
っ
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
も
脱
退
し
て
、
本
気
で
英
語

と
向
き
合
っ
た
の
だ
。
ま
た
齋
藤
ゼ
ミ
（
憲

法
）
の
連
中
も
個
性
豊
か
で
、
真
面
目
で
よ

く
安
い
居
酒
屋
で
先
生
ら
に
議
論
を
吹
っ
掛

け
た
も
の
だ
。
ま
た
齊
藤
先
生
と
も
親
し

かった
文
化
人
類
学
の
和
崎
先
生
と
も
出
会

い
、
世
界
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
。
こ
の
二

人
の
先
生
に
国
内
と
国
外
を
見
る
目
を
教

え
ら
れ
た
気
が
す
る
。

　

齋
藤
ゼ
ミ
、
和
崎
先
生
の
講
義
、
ア
ス
ト

ン
大
学
、
４
年
次
に
１
年
休
学
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
生
活
と
、
学
生
時
代
に
そ
れ
な
り

に
物
事
を
考
え
、
行
動
し
、
世
界
を
見
て
、

社
会
に
出
た
。
早
い
も
の
で
37
年
以
上
の
間
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
開
発
途
上
国
と
の
人
々

と
関
わ
る
仕
事
を
し
て
き
た
。
そ
ん
な
中

で
現
地
の
人
た
ち
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
は

一番
楽
し
い
。
そ
の
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
や
世
界
の
言
葉
や

歴
史
、
芸
術
、
国
際
情
勢
、
共
通
言
語
で

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
帯
広
セ
ン
タ
ー　

梅
本　

真
司

「
学
生
諸
君
、
大
志
を
抱
け
！
」

▲カメルーン共和国農業大臣との面談後の記念写真

あ
る
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
を
持

ち
、
自
分
な
り
の
思
い
を
持
つ
こ
と
。
そ
し

て
家
族
や
友
人
や
恋
人
と
の
人
間
関
係
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の

点
数
よ
り
は
る
か
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

国
際
社
会
で
凜り
ん

と
し
て
相
手
と
対
峙
す
る

た
め
に
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
に
思
え
る
。

　

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
未
来
は
自
分

次
第
で
あ
る
。
神
大
が
そ
れ
を
教
え
て
く

れ
た
の
だ
。
自
分
自
身
の
言
葉
を
持
て
る
よ

う
、
日
々
精
進
す
る
し
か
な
い
の
だ
。
学
生

諸
君
、
大
志
を
抱
け
！

うめもと・しんじ
1987（昭和62）年３月法学部法律学科卒。
齋藤（憲法）ゼミ所属。卒業後、JICE（日本
国際協力センター）、（財）ユネスコ・アジ
ア文太平洋文化センターを経て、1995年
から JICA（国際協力事業団（当時））に入団。
本部の他、フランス語圏アフリカ（セネガ
ル、カメルーン、マダガスカル、ガボン）
を主なフィールドとして駐在。JICA帯広
に勤務して９カ月。

カメルーン共和国の国土建設大臣との面談
後の記念写真
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高
校
在
学
中
の
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年

に
父
が
急
逝
し
、
母
子
家
庭
と
な
り
ま
し

た
。
大
学
受
験
を
迎
え
る
三
年
生
の
二
学

期
の
頃
。
そ
ん
な
私
の
家
庭
事
情
を
考
慮

し
て
、
当
時
の
担
任
か
ら
神
奈
川
大
学
給

費
生
試
験
受
験
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
試

験
日
は
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、
12
月
25
日
で
し

た
。
年
明
け
に
合
格
通
知
が
あ
り
、
大
学

に
入
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
１
、２

年
時
は
学
業
に
励
み
ま
し
た
が
、
学
生
運

動
最
盛
期
だ
っ
た
３
、４
年
時
は
講
義
も
不

規
則
な
混
乱
状
態
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

無
事
卒
業
が
で
き
、
先
輩
が
勤
務
し
て
い
た

新
橋
の
設
備
設
計
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

業
務
は
多
忙
で
、
毎
月
百
時
間
超
え
の
残

業
で
、
休
日
出
勤
も
当
た
り
前
の
生
活
で

し
た
。
仕
事
に
は
満
足
し
て
い
た
の
で
す
が
、

学
生
時
代
か
ら
時
々
起
き
て
い
た
心
身
の
不

安
定
症
状
が
起
こ
り
、
乗
り
物
に
一
人
で

は
乗
れ
な
く
な
り
、
８
年
ほ
ど
で
退
職
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
妻
の
父
親
の
実
家
が
あ
り
、
当

時
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
妻
の
兄
と
姉
が
住

ん
で
い
た
山
梨
に
移
住
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
山
梨
で
は
そ
の
頃
か
ら
出
始
め
た

主
要
道
路
沿
い
の
店
舗
で
喫
茶
店
を
開
業

し
ま
し
た
。
お
店
は
繁
盛
し
、
新
た
な
仲

間
に
も
恵
ま
れ
、
体
調
も
良
く
な
り
ま
し

た
が
、
開
業
２
、３
年
後
か
ら
郊
外
型
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
出
現
。
さ
ら
に
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
徐
々
に
客
足
が
遠

の
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
以
前
と
同

じ
症
状
が
出
始
め
、
お
店
も
閉
店
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
絶
望
状
態
の
私

に
妻
と
母
が
だ
ま
って
寄
り
添
って
く
れ
て
い

ま
し
た
。

　

現
状
打
破
の
た
め
に
私
が
救
い
を
求
め
た

の
は
、
仏
さ
ま
の
慈
悲
の
世
界
で
し
た
。
妻

の
兄
は
学
生

時
代
に
出
家
し

て
、
当
時
山
梨

県
内
の
日
蓮
宗

寺
院
住
職
で
し

た
。
そ
ん
な
兄

を
頼
り
、
昭
和

62
年
に
出
家

し
て
僧
侶
の
道

を
歩
み
始
め
ま

し
た
。
兄
の
紹
介
で
弟
子
に
し
て
い
た
だ
い

た
お
寺
で
修
行
を
重
ね
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
現
在
の
お
寺
の
住
職
と
し
て
入
寺

し
ま
し
た
。
体
調
不
良
が
す
ぐ
に
解
消
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
の
支

え
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
来
事
と
の
出
会

い
の
お
か
げ
で
、
徐
々
に
改
善
の
方
向
に
向

か
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
05
（
平
成
17
）
年
に
保
護

司
の
お
話
が
あ
り
、
地
元
保
護
司
会
に
所

属
し
ま
し
た
。
11
（
平
成
23
）
年
か
ら
地

元
の
中
学
校
で
保
護
司
会
が
行
って
い
た
授

業
を
私
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
更
生

保
護
に
つい
て
の
話
と
僧
侶
と
し
て
の
話
も

山
梨
県
富
士
川
町　

川
名　

湛
忍

住
職
と
し
て
、
保
護
司
と
し
て

日蓮宗盛栄山
善國寺

褒章受章

▲いのちの授業

交
え
「
い
の
ち
の
授
業
」
と
し
て
唄
も
取
り

入
れ
て
中
学
生
た
ち
に
私
か
ら
の
想
い
を
伝

え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
が
評
価

さ
れ
、
中
学
校
以
外
の
集
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
秋
に
は
「
藍

綬
褒
章
」
を
受
賞
し
、
皇
居
で
「
天
皇
陛

下
拝
謁
」
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
常
生
活
も
満
足
に
送

れ
な
く
なって
い
た
私
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
結
果
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
に
自
分
が
や
る
べ

き
こ
と
を
精一杯
尽
く
し
た
か
ら
だ
と
思
って

お
り
ま
す
。
設
計
会
社
勤
務
の
お
か
げ
で
、

人
生
の
設
計
変
更
が
で
き
た
の
で
し
た
。

祝賀法要

かわな・たんにん
1948（昭和 23）年11月、東京都大田区大森
生まれ。71（昭和 46）年工学部建築学科卒
業。87（昭和62）年７月日蓮宗僧侶として
得度出家。日蓮宗声明師・身延山布教師・
善国寺住職。鰍沢保護区保護司会長、山
梨県保護司会連合会長　富士川町立増穂
中学校評議員。
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私
が
神
奈
川
大
学
に
入
学
し
た
の
は

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
４
月
。
ま
だ
大

学
紛
争
で
日
本
中
が
荒
れ
て
い
た
。
そ
の

中
で
も
我
が
神
大
は
激
し
か
っ
た
。
入
学

早
々
、
講
堂
で
大
学
側
と
学
生
運
動
の
メ

ン
バ
ー
と
の
団
交
（
団
体
交
渉
）
が
あ
る

と
い
う
の
で
参
加
し
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
が
交
渉
と
い
う
よ
り
リ
ン
チ
と
い
う

言
葉
の
ほ
う
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
お

か
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
つ
い
わ
た
し
も

学
生
運
動
メ
ン
バ
ー
の
発
言
に
ヤ
ジ
を
飛

ば
し
た
ら
、
二
階
最
前
列
か
ら
大
き
な
声

で
、「
ア
イ
ツ
だ
！
」
な
ど
と
声
が
聞
こ

え
た
。
ど
う
も
私
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
な
ん
と
な
く
「
ヤ
バ
い
」

と
言
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
、
会
場
か
ら
退

席
し
よ
う
と
出
口
に
向
か
っ
た
。
す
る
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
学
生
が
私
を
追

い
か
け
て
き
た
。
会
場
を
出
た
と
こ
ろ
で

何
か
言
わ
れ
た
。
わ
た
し
が「
フ
ェ
ア
じ
ゃ

な
い
」
と
反
論
し
た
ら
、
そ
の
瞬
間
に
げ

ん
こ
つ
で
顔
面
を
殴
ら
れ
た
。
口
の
中
か

ら
真
っ
赤
な
血
が
溢
れ
出
し
、
足
元
に
鮮

血
が
し
た
た
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
ら
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
彼
は「
す
ま
ぬ
」と
一
言
言
っ

て
立
ち
去
っ
た
。
入
学
し
て
ま
だ
１
か
月

も
し
な
い
と
き
だ
っ
た
。
そ
の
後
大
学
は

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
冬
ま
で
授
業
が

開
始
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
も
う
少
し
勉
強

を
し
た
い
と
思
っ
て
民
法
の
児
玉
敏
先
生

に
お
願
い
し
て
神
大
大
学
院
に
入
学
。
学

部
の
ゼ
ミ
生
と
と
も
に
学
び
、
物
権
法
の

修
士
論
文
を
手
書
き
で
仕
上
げ
た
。
こ
の

と
き
の
経
験
が
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
大

き
な
経
験
と
な
っ
た
。
そ
の
後
社
会
人
と

な
っ
て
40
代
に
な
っ
た
と
き
、
再
度
勉
強

し
た
く
な
り
、
今
度
は

横
浜
国
立
大
学
の
大
学

院
に
社
会
人
入
学
、
租

税
法
の
修
士
論
文
を
パ

ソ
コ
ン
で
仕
上
げ
た
。

　

私
は
結
婚
後
、
30
代

に
実
家
の
あ
る
新
潟
に

帰
っ
て
親
の
営
む
税
理

士
事
務
所
を
引
き
継
い

だ
。
さ
ら
に
中
小
企
業
診
断
士
と
い
う
資

格
を
取
得
。
県
内
あ
ち
こ
ち
で
講
演
依
頼

を
こ
な
し
、
新
し
く
で
き
た
地
元
の
中
小

企
業
大
学
校
の
外
部
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
呼

ば
れ
、
そ
の
後
、
新
潟
大
学
な
ど
で
も
講

師
を
務
め
て
き
た
。

　

現
在
、
親
か
ら
引
き
継
い
だ
税
理
士
事

務
所
を
他
の
税
理
士
事
務
所
と
合
併
さ

せ
、
そ
の
他
の
弁
護
士
事
務
所
や
司
法
書

士
事
務
所
、
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
25
年

と
な
る
。
ま
た
、
県
内
の
他
の
専
門
家

集
団
と
連
携
し
た
連
携
組
織
を
立
ち
上

げ
て
き
た
。

　

考
え
て
見
れ
ば
、
神
大
の
入
学
時
は

授
業
が
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
中
を
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
で
訪
ね
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と

出
会
っ
た
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
の
１
カ

月
ほ
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
経
験
し
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
50
年
以

上
前
の
話
だ
が
、
わ
た
し

に
と
っ
て
は
昨
日
の
出
来

事
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ

て
く
る
。

　

現
在
、
私
は
中
小
企
業
の

社
長
さ
ん
に
お
話
し
す
る
こ

と
が
多
い
。
そ
ん
な
と
き
に

株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
取
締
役
　
髙
野
　
裕

社
長
の
仕
事
は

たかの・ひろき
1952（昭和27）年4月1日新潟県長
岡市生まれ。神奈川大学大学院法
学研究科修士課程修了。横浜国立
大学大学院国際経済法学研究科
修了。税理士、中小企業診断士、
ITコーディネーター、ファイナン
シャルプランナーほか。藍綬褒章
受章。現在、株式会社パートナーズ
プロジェクト代表取締役。

愛用の帽子姿
アラブのターバンについて説明を受けた時

ベルリンのブランデンブルク門前にて ドイツのロータリー国際大会で国際親善

モンゴルの国会議事堂前にて

褒賞受章で皇居参内がかなわず、
弊社で伝授式を行った

褒賞受章時コロナ禍で
Web記念祝賀会を開催した

社
長
の
仕
事
は
「
ヒ
ト
・
ホ
ン
・
タ
ビ
」
だ

と
話
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
う
、
本
な

ど
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
、
旅
に
出
て
異

文
化
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は

み
な
、
学
生
時
代
の
経
験
が
も
と
に
あ
る
。

　

今
の
、
現
役
神
大
生
に
伝
え
る
何
か
、

と
問
わ
れ
れ
ば
、「
旅
を
し
て
異
文
化
に

触
れ
、
あ
な
た
の
感
性
に
刺
激
を
与
え
よ
、

そ
し
て
本
を
読
め
」
と
言
い
た
い
。



23　KYU-RYO

活躍する卒業生

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
　
鈴
木
　
忠

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
「
東
京
都
町
田

市
」。
人
口
43
万
の
緑
豊
か
な
商
業
都
市
、

昨
年
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
に
昇
格
し
３
位
と

な
っ
た
「
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
」
の
街
と

し
て
全
国
区
？
入
り
し
た
街
で
す
。

　

私
の
在
学
中
の
五
つ
の
思
い
出
は
「
貿

易
研
究
部
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」「
岡
野
ゼ
ミ
」

「
ゼ
ミ
連
役
員
」「
全
国
ゼ
ミ
連
大
会
」
で
、

こ
れ
ら
を
通
じ
て
大
い
に
社
会
勉
強
？
が

で
き
、
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
神
奈
川
大

学
生
活
が
、
銀
行
員
へ
の
道
に
つ
な
が
っ

た
と
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
思
い
で
す
。

　

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
（
現
宅
地
建
物

取
引
士
）
を
取
得
し
銀
行
を
早
期
退
職
、

相
談
優
先
の
不
動
産
屋
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
２
０
０
０
年
に
保
護

司
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
無
給

の
非
常
勤
国
家
公
務
員
。
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
の
あ
っ
た
少
年
た
ち
の
改
善
更
生

を
法
務
省
の
専
門
官
と
共
同
し
て
、
こ
れ

に
あ
た
る
も
の
。
在
任
中
は
年
四
回
の
研

修
を
受
け
な
が
ら
退
任
ま
で
の
二
十
三
年

間
、
対
象
者
が
入
っ
て
い
る
刑
務
所
や
少

年
院
へ
面
接
に
行
っ
た
り
、
出
所
後
の
就

職
活
動
に
共
に
汗
を
流
し
た
り
と
、
苦
労

の
面
も
あ
り
ま
し
た
。
良
き
思
い
出
と
し

て
は
、
担
当
し
た
少
年
が
奥
さ
ん
を
伴
っ

て
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

２
０
２
３
年
秋
に
藍
綬
褒
章
を
受
章
す
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
し
た
。

　

保
護
司
と
し
て
の
活
動
の
中
、
町
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
社
協
）
の

理
事
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

社
協
は
社
会
福
祉
法
第
１
０
９
条
「
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
団
体
」
で
地
域
福
祉
の
中
核
を

担
う
民
間
非
営
利
組
織
で
あ
る
こ
と

と
さ
れ
、
各
都
道
府
県
及
び
市
区
町

村
ご
と
に
一
つ
の
設
置
と
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
し
た
次
第
で
し
た
。
そ

の
６
年
後
、
気
心
の
知
れ
た
社
協
会

長
か
ら
、
後
任
の
話
を
頂
き
ま
し
た
。

歴
代
会
長
は
市
長
経
験
者
や
市
内
の

高
名
な
方
々
で
し
た
の
で
大
い
に
迷

い
ま
し
た
が
、
頼
ま
れ
ご
と
の
答
え
は

「
イ
エ
ス
！
」
か
「
は
い
！
」
と
二
十
数
年

学
ん
で
い
る
倫
理
の
教
え
で
も
あ
る
の

で
、
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　

私
は
21
年
に
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、

私
ら
し
い
何
か
を
と
思
案
し
「
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
町
田
、
お
う
ち
で
ご
飯
、
子
育

て
応
援
「
バ
ザ
ー
ル
で
エ
ー
ル
」、
大
学
生

応
援
バ
ザ
ー
な
ど
の
諸
活
動
。
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
運
営
や
、
市
民
後
見
人
育
成
事
業

な
ど
先
駆
的
な
活
動
を
地
道
に
展
開
し
、

こ
れ
ら
を
手
掛
け
る
社
協
役
職
員
が
、
こ

れ
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
「
え
が
お
」
を
作
り
出
す
べ
く
努

力
し
て
い
る
姿
を
見
て
来
た
か
ら
で
し
た
。

　

一
見
豊
か
な
こ
の
日
本
社
会
に
あ
っ

て
、
諸
々
の
事
情
か
ら
今
日
の
一
食
に
事

欠
き
、
家
族
の
温
も
り
す
ら
得
ら
れ
な
い

世
帯
が
あ
る
現
実
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
地

域
に
数
あ
る
「
困
り
ご
と
」
に
「
ど
う
対

処
し
て
い
く
か
？
」
そ
の
答
え
の
一
つ
と

し
て
、
23
年
よ
り
私
ど
も
社
協
で
は
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
ま
ち
だ
福
祉
○ま
る

ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
を
順
次
市
内
４
カ

所
に
設
置
し
、
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
「
困
り

「
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！
」

すずき・ただし
町田市社会福祉協議会会長。株式
会社旭倉庫取締役会長。1969年
（昭和44）経済学科（岡野鑑記ゼミ）
卒。同年神奈川相互銀行（現神奈川
銀行）入行。支店長、本部歴任後、95
年不動産業開業のため早期退職。
2000～24年保護司。01～ 11年株
式会社天幸総建（現CRE）再建の
ため代表取締役。01年株式会社旭
倉庫取締役会長就任。08～ 18 年
株式会社ゼルビア（現 J１リーグ・
FC町田ゼルビア）取締役・相談役。
21年現職に就任。神奈川大学フロ
ンティアクラブ運営委員、宮陵会
代議員、町田宮陵会副会長。

ご
と
」
を
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

幸
い
町
田
市
の
若
年
人
口
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。「
誰
も
が
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を
市
民
の
皆

さ
ま
始
め
市
内
各
事
業
所
、団
体
の
皆
様
、

行
政
と
も
密
接
な
る
連
携
を
図
っ
て
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
個
人
的
な
私
の
三
つ
の
夢
。
Ｆ

Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
の
Ｊ
１
優
勝
、
町
田
駅

近
く
に
「
町
田
ス
タ
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
」

を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
母
校
神
奈

川
大
学
の
益
々
の
発
展
で
す
。

町田市内ロータリークラブのご寄付

町田市社協の若き仲間と

△▷
町田市倫理法人会
モーニングセミナー
勉強会風景



地域組織一覧

旭川

北海道ブロック

甲信越ブロック

北陸ブロック

近畿ブロック

中国ブロック

東北ブロック

東京ブロック

神奈川県ブロック
東海ブロック

九州・沖縄ブロック

関東ブロック

北見 釧路

帯広札幌

室蘭

青森県

秋田県 岩手県

山形県 宮城県

福島県新潟県

栃木県

千葉県東京都

神奈川県
横浜市

静岡県

山梨

信州

富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知
みやも会

京滋

奈良県

三重県
和歌山県

大阪府

兵庫県鳥取県島根県

岡山県広島県

山口県
（防長
　　宮陵会）

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県長崎県

熊本県

鹿児島県

沖縄県
愛媛県 香川県

高知県 徳島県

埼玉県 茨城県

群馬県

苫小牧函館

・福岡
・北九州

・伯耆
・因幡

・長崎
・佐世保

・群馬
・群馬東毛

・磯子・金沢区
・神奈川・鶴見区
・横浜西・中
・南区
・保土ケ谷・旭区
・戸塚・栄区
・横浜北（都筑・緑・青葉・港北区）
・瀬谷・泉区
・港南区

・町田
・八王子
・西多摩

・藤沢
・相模原
・秦野市
・箱根町
・平塚市
・南足柄
・三浦半島
・津久井
・茅ヶ崎・寒川
・川崎市

・静岡中部
・静岡東部
・静岡西部

四国ブロック

・大阪奈良

職　域 同期・同好
神 奈 川 県 庁
大 田 区 役 所
山 武
三 井 物 産 ㈱
協 同 電 気
村 上 開 明 堂
J F E
日立オートモティブ厚木
神奈川大学学内
川 本 工 業
横 浜 銀 行

横 浜 信 用 金 庫
髙 島 屋
東 京 都 庁 会
クリエートメディック
大 和 製 罐
会 計 人
社 労 士
三 進
観 光
法 曹

珊 瑚 の 会
海 神 の 会
原 陵 会
森 睦 会
陵 法 会
小 池 ゼ ミ 六 池 会
衣笠・アサモアゼミナール神湘会
化学生命学部同窓会
ボクシング部OB会
陸 上 競 技 部 O B 会
バスケットボール部OB会
空 手 部 O B 会

柔道部O B・ O G会
弓 心 会
アメリカンフットボール部OB会
ハンググライダー部OB会
レスリング部OB・OG会
ラ グ ビ ー 部 O B 会
卓 球 部 O B 会
ヨ ッ ト 部 O B 会
濱 菊 会
学 士 山 岳 会
硬 式 野 球 部 O B 会
写 真 研 究 部 O B 会

吹 奏 楽 部 O B 会
自動車工学研究部OB会
男子ラクロス部OB会
マンドリンアンサンブルOB会
フロイデコール・レジェンド
スケート部アイスホッケー部門OB・OG会
スケート部スピード部門OB・OG会
模型研究会OB・OG会
シェイクスピア英語劇研究会OB会
清 輝 会
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三
浦
半
島
宮
陵
会
副
会
長
兼
事
務
局
長
　
内
藤
　
正
久

１
９
７
６(

昭
和
51)

年
工
学
部
機
械
工
学
科
卒

６４ 

名
が
参
加
し
新
年
会
を
開
催

◎
総
会
の
ほ
か
年
1
回
必
ず
新
年
会
を
開
催
す
る
と
い
う
三
浦
半
島
宮
陵
会
か
ら
、そ
の
様
子
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

　

私
た
ち
の
地
域
組
織
は
６
月
に
総
会

（
講
演
会・
懇
親
会
）、
１
月
に
新
年
会
（
講

演
会
・
懇
親
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

年
２
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
役
員
に

は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
の
で
数
年

前
、
役
員
会
で
新
年
会
の
廃
止
が
議
題
に

上
が
り
ま
し
た
。
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
役
員
一
同
が
結
束
・

連
携
し
、
か
え
っ
て
会
が

活
性
化
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
意
見
が

大
勢
を
占
め
、
続
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
当
会
で

は
24
年
度
は
こ
れ
ま
で
６

回
の
役
員
会
を
開
催
。
そ

の
役
員
会
で
は
、
総
会
や

新
年
会
の
実
施
に
伴
う
検

討
や
報
告
を
行
い
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
会
の
前
に
は
イ

ベ
ン
ト
案
内
の
ハ
ガ
キ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
も

行
い
、
参
画
意
識
も
高
ま

り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
当
会
が
本

年
１
月
11
日
（
土
）
に
64

名
の
仲
間
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
開
催
し
た
新
年
会
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。

　

近
年
は
会
費
を
抑
え
る
た
め
に
公
共

の
施
設
を
利
用
し
、
懇
親
会
の
料
理
・
飲

み
物
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
業
者
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。
会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
後
片

付
け
は
、
役
員
を
中
心
に
出
席
者
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
一
番
苦

労
す
る
の
は
、
講
演
会
の
講
師
の
選
定
で

す
。
総
会
時
は
、
宮
陵
会
本
部
か
ら
助
成

金
を
い
た
だ
け
る
の
で
、
宮
陵
会
本
部
経

由
で
神
大
の
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
ま

す
。
新
年
会
で
は
予
算
を
考
え
な
が
ら
、

肩
の
凝
ら
な
い
テ
ー
マ
で
話
の
で
き
る
講

師
を
見
つ
け
ま
す
。
22
年
度
は
県
立
図
書

館
長
、
23
年
度
は
動
物
園
園
長
（
と
も
に

神
大
Ｏ
Ｂ
）、
本
年
は
神
大
教
育
・
学
生

支
援
部
国
際
課
職
員
の
サ
イ
モ
ン
・
ジ
ョ

ン
（Saim

on John

）
さ
ん
に
「
神
大
の

国
際
交
流
・
国
際
文
化
教
育
に
つ
い
て
～

自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
事

例
談
～
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
会
場
は
、
２
０
０

名
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
備
え

付
け
の
机
を
、
参
加
者
が
座

れ
る
よ
う
に
大
き
な
テ
ー
ブ

ル
４
卓
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。
懇

親
会
で
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
約
１
時
間
か
け
て
自
宅
か
ら
会

場
に
来
ら
れ
た
元
気
な
92
歳
の
Ｏ
Ｂ
（
昭

和
31
年
卒
）。
初
参
加
者
や
他
地
域
組
織

か
ら
の
参
加
者
の
あ
い
さ
つ
や
、
現
役
学

生
や
Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
「
マ
ン
ド
リ
ン
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
さ
ん
に
も
演
奏
と

一
人
ひ
と
り
に
あ
い
さ
つ
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
初
め
て
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を
聴
く

と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
会
場
で
衝
動
寄

付
を
さ
れ
た
方
も
多
数
い
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
に
よ
る
校
歌
や
応
援
歌
の
斉
唱
で

お
開
き
と
な
り
、
皇
室
御
用
達
と
し
て
評

判
の
ご
当
地
「
葉
山
ブ
レ
ド
ー
ル
」
の
食

パ
ン
を
お
土
産
と
し
て
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
よ
！
良
か
っ
た

よ
！
」
と
の
参
加
者
の
声
が
次
回
へ
の
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
当
会
は
来
年
６

月
に
発
足
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
皆
で
知

恵
を
出
し
合
っ

て
、
も
っ
と
楽
し

い
会
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

参加者全員で記念写真 参加者全員で校歌の斉唱

和気あいあいの参加者

講演するサイモン・ジョンさん

マンドリン・アンサンブルの
演奏に耳を傾ける
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神
奈
川
大
学
創
立
者
・
米
田
吉
盛
の
出

身
地
、
愛
媛
県
内
子
町
で
「
第
18
回
内
子

町
駅
伝
競
走
大
会
」
が
２
０
２
５
年
１
月

19
日
、
町
内
の
学
校
や
部
活
動
、
自
治
会

や
職
場
な
ど
で
結
成
す
る
全
72
チ
ー
ム

（
４
２
０
人
）
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
神

大
陸
上
競
技
部
駅
伝
チ
ー
ム
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
コ
ー
チ
、
大
岩
歩
夢
さ
ん
が
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

17
年
に
内
子
町
で
「
米
田
吉
盛
展
」
が

開
催
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
同
町
と
神
大

が
交
流
を
深
め
る
な
か
で
、
18
年
に
開
か

神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
長
　
吉
原
　
勇
樹

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
３
月  

経
済
学
部
経
済
学
科
卒

第1中継所付近。大岩選手は通過

内子町在住の卒業生も沿道からエール

22.4㌔を一人で走破してゴール

内子町在住の卒業生の皆さんと

れ
た
第
13
回
大
会
以
降
、
内
子
町
か
ら
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
招
待
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
初
め
て
参
加

し
た
大
岩
さ
ん
は
、
神
大
駅
伝
チ
ー
ム
の
出

身
。
24
年
１
月
の
「
第
１
０
０
回
箱
根
駅

伝
」
で
は
、
復
路
・
第
６
区
、
箱
根
の
山

下
り
で
好
成
績
を
残
し
、
卒
業
後
は
ア
シ

ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と
し
て
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
の
午
前
、
内
子
町
民
会
館
で

開
会
式
が
行
わ
れ
、
大
岩
さ
ん
が
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
「
高
校
男
子
・
一
般
の
部
」
は
、

正
午
に
競
技
を
ス
タ
ー
ト
。
箱
根
駅
伝
時

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
「
神
奈
川
大
学
」

の
襷た
す
きを
掛
け
た
大
岩
さ
ん
は
、
沿
道
に
集

ま
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
や
現
地
在
住
の
神

大
卒
業
生
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、
全
７

区
間
（
22
・
４
㌔
）
を
一
人
で
駆
け
抜

け
、
全
43
チ
ー
ム
中
、
２
位
相
当
の
タ
イ

ム
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
大
会
に
は
04
年
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
マ
ラ
ソ
ン
で
５
位
入
賞
の
土
佐
礼
子
さ

ん
（
松
山
市
出
身
）
も
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
大
岩
さ

ん
は
「
コ
ー
ス
沿
い
の
町

並
み
や
川
の
流
れ
が
と
て

も
美
し
く
、
心
が
浄
化
さ

れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、

と
て
も
楽
し
く
走
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の

区
間
を
走
っ
て
い
て
も
大

勢
の
方
が
声
を
か
け
て
く

だ
さ
り
、
温
か
い
町
の
皆

さ
ま
に
支
え
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
大
会
で
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

応
援
に
駆
け
つ
け
た
松

「
内
子
町
駅
伝
」
に

箱
根
駅
伝
経
験
の
大
岩
歩
夢
さ
ん
が
参
加

本
延
二
郎
さ
ん
（
昭
和
42
年
機
械
卒
、
愛

媛
県
宮
陵
会
大
洲
・
喜
多
・
八
西
地
区
会

会
長
）
は
「
毎
回
母
校
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
回
も
内
子
在
住
の
卒
業
生
が
集
ま

り
、
沿
道
で
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
創
立
者
の
故
郷
で
行
わ
れ
る
こ
の
駅

伝
に
、
こ
れ
か
ら
も
神
大
の
ラ
ン
ナ
ー
が

出
場
を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
、
母
校
へ
の
感
謝
と
期
待
を
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
松
本
さ
ん
と
共

に
中
山
常
夫
さ
ん
（
昭
和
43
経
済
卒
）、
森

平
佳
之
さ
ん
（
昭
和
44
年
経
済
卒
）、
清

家
道
博
さ
ん
（
昭
和
49
年
工
経
卒
）
ら
卒

業
生
が
集
ま
り
大
岩
さ
ん
を
激
励
い
た
だ

き
ま
し
た
。



秦 野 市 宮 陵 会
横浜キャンパス30号館　401中会議室

2024

５/２５（土）

ラグビー部O B会
神奈川大学附属中山中高キャンパス

2024

5/３（金）

瀬谷・泉区宮陵会

愛 媛 県 宮 陵 会
KKR道後　ゆづき

2024

4/20（土）

ゆめおおおかオフィスタワー５階
2024

4/13（土）

『地域組織だより』
2024年度に開催された

各地域組織の総会について
報告いたします。

北海道ブロック会in札幌

横 浜 北 宮 陵 会
横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室

2024

５/1１（土）

札幌グランドホテル
2024

５/２５（土）

苫 小 牧 宮 陵 会
なか善

2024

６/1（土）

港 南 区 宮 陵 会
ゆめおおおかオフィスタワー５階

2024

4/13（土）
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和 歌 山 県 宮 陵 会
ホテルグランヴィア和歌山

2024

６/1５（土）

茅ヶ崎・寒川宮陵会
ラスカ茅ヶ崎　ラスカサロン

2024

６/1６（日）

町 田 宮 陵 会
ぽっぽ町田

2024

６/1５（土）

保土ヶ谷・旭区宮陵会
横浜キャンパス1号館　804会議室

2024

６/1５（土）
京 滋 宮 陵 会
都ホテル京都八条

2024

６/1（土）

箱 根 町 宮 陵 会
ホテル　おかだ

2024

６/1９（水）

川 崎 市 宮 陵 会
川崎市産業振興会館

2024

６/1（土）

小 池 ゼ ミ 六 池 会
かながわ労働プラザ　

2024

６/２（日）

和歌山県
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フロイデコール・レジェンド宮陵会
桜木町ジャムセカンド 

2024

６/２3（日）

福 岡 宮 陵 会
福新樓

2024

６/２９（土）

熊 本 県 宮 陵 会
鶴屋百貨店カーネーションサロン

2024

６/２９（土）

熊本県

群 馬 東 毛 宮 陵 会
ホテルモンテローザ太田

2024

６/２９（土）

北 見 宮 陵 会
ホテル黒部 

2024

６/２９（土）

北見

近畿ブロック会in大阪
大阪ガーデンパレス

2024

６/２２（土）

空 手 部 O B 会
横浜中華街　中国飯店

2024

６/２２（土）

陸上競技部O B会
横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室

2024

６/２3（日）
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鳥 取 伯 耆 宮 陵 会
米子ニューアーバンホテル

2024

７/６（土）

鳥取県伯耆

三 浦 半 島 宮 陵 会
横須賀市立勤労福祉会館ヴェルクよこすか

2024

７/７（日）

兵 庫 県 宮 陵 会
湊川神社楠公会館

2024

７/７（日）
KOBE

南 足 柄 宮 陵 会
南足柄市女性センター

2024

７/６（土）
学 士 山 岳 会
横浜キャンパス30号館　401中会議室

2024

６/３０（日）

バスケットボール部OB会
みなとみらいキャンパス　3013講義室

2024

６/２９（土）

茨 城 県 宮 陵 会
水戸京成ホテル

2024

７/６（土）

茨城県

群 馬 宮 陵 会
エテルナ高崎

2024

７/６（土）

群馬宮陵会
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旭 川 宮 陵 会
トーヨーホテル

2024

７/２７（土）

学 内 宮 陵 会
みなとみらいキャンパス米田吉盛記念講堂

2024

７/３１（水）

男子ラクロス部OB会
横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室

2024

７/２８（日）

スケート部スピード部門OB・OG会
横浜キャンパス30号館　401中会議室

2024

７/２７（土）
帯 広 宮 陵 会
ホテル日航ノースランド帯広

2024

７/1９（金）

帯広

栃 木 県 宮 陵 会
ホテルマイステイズ宇都宮

2024

７/13（土）

秋 田 県 宮 陵 会
アキタパークホテル

2024

７/２０（土）

三 重 県 宮 陵 会
ホテルグリーンパーク津

2024

７/２０（土）

◀ つづきは39 ページから
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れ
る
思
い
で
し
た
。
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
大
学
関
係
者
の
話
で
は
、
吹
奏
楽
部

に
憧
れ
、
入
部
を
希
望
し
て
入
試
を
受

け
る
受
験
生
ま
で
い
る
と
か
。
よ
き
指

導
者
、
同
窓
生
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
ひ
と
た
ち
に
心
地
よ
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま

し
た
。

た
怪
獣
と
位
置
付
け
ら
れ
、
単
な
る
怪
獣

映
画
を
超
え
た
、
人
類
の
身
勝
手
さ
を
告

発
し
た
反
核
映
画
と
い
う
高
い
評
価
も
頷
う
な
ず

け
ま
す
。

　
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
、
科
学
者
の

態
度
に
も
注
目
し
た
い
。
ゴ
ジ
ラ
を
抹
殺

し
よ
う
と
す
る
方
針
に
異
を
唱
え
、
な
ぜ

そ
の
生
命
の
仕
組
み
を
解
明
し
よ
う
と
し

な
い
の
か
、
と
訴
え
る
博
士
。
も
う
ひ
と

り
は
博
士
の
弟
子
、
研
究
の
途
上
で
偶
然

発
見
し
た
水
中
の
生
物
を
死
滅
さ
せ
る
酸

素
破
壊
剤
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
・
デ
ス
ト
ロ
イ

ヤ
ー
を
、
は
じ
め
は
そ
の
存
在
さ
え
秘
匿

し
よ
う
と
す
る
。

　
被
害
の
大
き
さ
に
耐
え
か
ね
破
壊
剤
の

使
用
を
懇
願
す
る
声
に
博
士
の
弟
子
は
、

こ
れ
を
使
用
す
れ
ば
世
界
の
指
導
者
の
中

か
ら
武
器
に
転
用
し
悪
用
し
よ
う
と
す
る

者
が
必
ず
現
れ
る
、
使
う
の
は
こ
れ
一
回

き
り
だ
、
と
胸
中
の
覚
悟
を
吐
露
す
る
。

　
映
画
の
終
幕
、
ゴ
ジ
ラ
の
抹
殺
を
水
中

で
見
届
け
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
命
と
引

き
換
え
に
〝
悪
魔
の
兵
器
〟
製
造
法
を

葬
り
去
る
。

　
自
裁
行
為
は
決
し
て
強
要
さ
れ
て
も
評

価
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
が
、
同
じ
科
学
者

で
あ
り
な
が
ら
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
現

実
、
難
題
を
目
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た

時
、
取
る
べ
き
良
心
の
在
り
様
に
、
今
で

も
通
用
す
る
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま

す
。
〝
ト
ラ
ン
プ
・
ゴ
ジ
ラ
〟
が
見
た
ら
、

ど
ん
な
感
想
を
持
つ
で
し
ょ
う
か
。

　
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
78
歳
）
よ

り
は
年
下
な
が
ら
、
現
役
を
退
き
、
今
や

世
情
に
疎
く
な
り
つ
つ
あ
る
わ
が
身
。
胸

中
に
浮
か
ぶ
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
ど
も

を
、
た
だ
心
の
い
ざ
な
う
ま
ま
に
、
ふ
た

つ
、
み
っ
つ
、
書
き
記
し
て
み
た
い
。
ほ

ん
の
お
口
よ
ご
し
、
い
え
、
お
目
に
と
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
本
望
で
す
。

【
神
大
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
】

　

新
年
１
月
７
日
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い

ホ
ー
ル
。
収
容
数
２
０
０
０
席
の
大
ホ
ー

ル
を
ほ
ぼ
満
た
す
ほ
ど
大
勢
の
観
客
に
恵

ま
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
む
に
従
い
、
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
く
見
事
な
演
奏
に
、
こ

ち
ら
の
心
ま
で
満
た
さ
れ
て
ゆ
く
ひ
と
時

で
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
が
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
大
学
の
部
最
優
秀
賞
を
何
度
も
獲
得
し

て
き
た
、
そ
の
実
績
は
、
こ
れ
ま
で
新
聞

紙
上
で
何
度
も
目
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
の
演
奏
を
聴
く
の
は
今

回
が
初
め
て
。
演
奏
の
出
だ
し
を
耳
に

し
た
と
た
ん
、
迫
力
、
技
量
に
圧
倒
さ

【
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
振
る
舞
い
】

　
１
月
21
日
（
現
地
時
間
20
日
）、
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
第
47
代
米
国
大
統

領
に
就
任
。
選
挙
中
か
ら
発
し
て
い
た
言

葉
通
り
、
前
任
者
バ
イ
デ
ン
氏
の
施
策
を

次
々
ひ
っ
く
り
返
す
大
統
領
令
へ
、
派
手

な
演
出
と
と
も
に
署
名
を
し
て
い
く
。
娯

楽
シ
ョ
ー
と
見
ま
ご
う
そ
の
光
景
に
、
暗

然
た
る
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
を
米
国
の
51
番
目
の
州
に
、
北

極
圏
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
も
自
国
領
に

…
…
。
大
言
壮
語
を
繰
り
広
げ
て
悦
に
入

る
ご
本
人
。
世
界
に
及
ぼ
す
モ
ン
ス
タ
ー

級
、
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
並
み
の
影
響
力
を
、
自

己
の
保
身
、
利
益
を
追
い
求
め
る
た
め
だ

け
に
使
っ
て
、
他
国
を
、
人
を
懐
柔
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
だ
。

【
怪
獣
ゴ
ジ
ラ
と
２
人
の
科
学
者
】

　
テ
レ
ビ
で
初
代
「
ゴ
ジ
ラ
」
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
公

開
の
映
画
。
同
年
に
発
生
し
た
「
第
五
福

竜
丸
事
件
」
を
背
景
に
、
核
兵
器
、
水
爆

の
開
発
に
伴
い
地
中
奥
深
く
か
ら
蘇

よ
み
が
え

っ

こ
こ
ろ
の
い
ざ
な
う
ま
ま
に

こ
こ
ろ
の
い
ざ
な
う
ま
ま
に

　
八
木
　
明

や
ぎ
・
あ
き
ら

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
福
岡
県

博
多
市
生
ま
れ
。

１
９
７
３（
昭
和
48
）年
貿
易
卒
。

元
神
奈
川
新
聞
社
記
者
。

vol.6

写真提供=エーコーフィルムプロダクション
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私
た
ち
が
暮
ら
す
世
界
と
は

異
な
る
絶
景
を
求
め
て
、
も
う

30
年
近
く
も
南
米
の
秘
境
に

通
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
最

初
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
い
う
地
域
に

憧
れ
た
の
は
、
遡

さ
か
の
ぼれ
ば
小
学
生

に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
そ
の
気

持
ち
は
不
思
議
と
維
持
さ
れ

て
、
大
学
に
ス
ペ
イ
ン
語
学
科

を
選
ん
だ
の
も
、
南
米
に
い
つ

か
行
く
た
め
の
準
備
で
し
た
。

　
大
学
生
の
と
き
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
を
学
び
な
が
ら
、
多
く
の

本
を
読
み
、
今
思
え
ば
贅ぜ

い

沢た
く

に

時
間
を
使
い
ま
し
た
。
あ
の
と

き
南
米
を
目
指
し
て
過
ご
し
た

日
々
は
、
長
い
人
生
の
た
め
の

大
切
な
醸
成
期
間
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
お
金
は
無
く
て
も

時
間
は
作
る
こ
と
が
で
き
る
学

生
時
代
は
、
人
生
の
目
的
を
見

つ
け
る
場
で
す
。
社
会
的
な
価

値
で
は
測
れ
な
い
生
き
甲
斐
を

生
業
に
し
て
、
今
は
日
本
と
南

米
の
懸
け
橋
と
し
て
の
写
真
家

に
使
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
風
景
写
真
家
　
松
井
　
章 

（
47
歳
）

まつい・あきら
1977（昭和52）年東京生まれ。
2000年外国語学部スペイン語
学科卒業。学生時代から南米
に通う。現在は南米専門の山
岳旅行社を運営する傍ら、「南
米大陸の幻想風景」をテーマ
に風景写真家として活動を続
ける。日本写真家協会会員。

Kyu-Ryo photo gallery

◀
ア
ン
デ
ス
の
名
峰
イ
ヤ
ン
プ
ー（
６
３
６
８
㍍
）を
望
む（
ボ
リ
ビ
ア
）
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〈
パ
タ
ゴ
ニ
ア
〉

　
南
米
大
陸
の
南
端
部
に
あ
る

パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
は
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
と
チ
リ
に
ま
た
が
る
、

ま
さ
に
「
地
の
果
て
」
で
す
。

南
緯
40
度
以
南
に
位
置
し
、
南

極
大
陸
か
ら
冷
た
い
暴
風
が
吹

き
寄
せ
る
こ
と
か
ら
『
風
の

国
』
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
台
風

よ
り
も
強
い
南
西
の
風
が
年
中

吹
い
て
い
る
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で

は
、
大
空
を
見
上
げ
れ
ば
奇
妙

な
高
積
雲
の
レ
ン
ズ
雲
が
浮
か

び
、
木
は
風
向
き
に
斜
め
に
捻ね

じ
曲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
は
そ
の
広
さ

に
も
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
面
積
は

日
本
の
約
3
倍
に
及
び
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
地
平
線
ま
で
続
く

大
草
原
パ
ン
パ
で
す
。

　
彼
方
に
そ
び
え
る
鋭
い
岩
峰

群
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
で
す
。
花

崗
岩
の
峰
は
草
原
か
ら
突
き
出

る
よ
う
に
垂
直
で
、
神
を
感
じ

さ
せ
る
ほ
ど
の
存
在
感
で
す
。

絶
え
ず
風
音
が
響
く
パ
タ
ゴ
ニ

ア
で
大
き
な
風
景
を
見
て
い
る

と
、
世
界
の
見
方
が
き
っ
と
少

し
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

Kyu-Ryo photo gallery

◀
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
生
息
す
る
野
生
の
ラ
ク
ダ
・
グ
ア
ナ
コ
（
チ
リ
）

▶
パ
イ
ネ
国
立
公
園
の
ペ
オ
エ
湖
で
望
む
ク
エ
ル
ノ
山（
チ
リ
）
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〈
レ
ン
ソ
イ
ス
〉

　
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
・
マ
ラ

ニ
ャ
ン
州
に
あ
る
レ
ン
ソ
イ
ス

砂
漠
は
、
年
に
2
カ
月
だ
け
約

2
万
個
も
の
湖
が
湧
き
出
し
ま

す
。
砂
漠
と
は
対
極
に
あ
る
水

が
砂
漠
を
満
た
す
、
世
界
で
も

唯
一
の
自
然
現
象
で
す
。

　
こ
の
砂
漠
は
、
白
砂
の
砂
丘

が
柔
ら
か
い
布
が
波
打
つ
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
シ
ー

ツ
」
を
意
味
す
る
「
レ
ン
ソ
イ

ス
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

砂
粒
が
半
透
明
の
石
英
で
成
り

立
つ
砂
漠
は
、
太
陽
光
線
の
角

度
に
よ
っ
て
、
実
に
様
々
な
色

に
変
わ
り
ま
す
。
太
陽
が
中
天

に
あ
る
と
き
は
、
砂
は
真
っ
白

に
、
湖
は
深
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。
朝
や
夕

に
は
砂
漠
の
色
は
橙
色
や
金
色

へ
と
、
繊
細
に
そ
し
て
鮮
や
か

に
そ
の
色
を
変
え
ま
す
。
レ
ン

ソ
イ
ス
は
、
万
華
鏡
の
よ
う
な

美
し
さ
を
秘
め
て
い
る
不
思
議

な
砂
漠
で
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
同
じ
地
球

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
、
異
世

界
の
よ
う
な
風
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Kyu-Ryo photo gallery

◀
裸
足
で
３
日
間
か
け
て
歩
く

▶
無
数
の
湖
と
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
の
森
を
空
撮
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活躍する卒業生

　

当
社
は
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
創

業
し
た
電
気
コ
ン
ロ
、
ア
イ
ロ
ン
の
製
造

工
場
で
す
。
私
は
、
61
年
（
昭
和
36
）
年

神
大
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
業
後
入
社

し
、
50
年
間
九
州
電
力
（
株
）
の
火
力
発

電
所
の
制
御
装
置
を
製
作
し
て
き
ま
し

た
。
中
小
企
業
は
、
常
に
安
売
り
競
争

で
１
円
で
も
高
い
と
受
注
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
世
界
に
通
用
す
る
自
社
製
品
を

開
発
し
、
企
業
存
続
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
電
力
自
由
化
が
始
ま
り
、
電

力
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
03
年
よ
り
九

州
大
学
応
用
科
学
部
門
・
今
任
俊
彦
教
授

と
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
分
析
計
を
開
発
し
、

社
員
は
、
生
化
学
の
社
会
人
ド
ク
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
08
年
の
世
界
最
大
の
分
析

展
示
会Pittcon

（
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
）

展
示
会
に
、「
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
試
薬
分

注
装
置
」
を
自
社
出
展
し
ま
し
た
。
世
界

初
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
、

同
等
品
は
４
年
後
に
ド
イ
ツ
メ
ー
カ
が
出

展
し
ま
し
た
。
連
続
８
年
間Pittcon

に

新
製
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

12
年
か
ら
は
九
州
大
学
・
佐
々
木
一
成

副
学
長
と
水
素
分
析
計
の
開
発
を
開
始

し
、
水
素
に
専
念
し
ま
し
た
。
水
素
中
の

C
O

・H
2S

・N
H
3

を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
連
続
計
測
す
る
装

置
で
す
。
水
素
消
費
量
が
少

な
い
分
析
法
をJIS

B
7961

で24.11.20

制
定
さ
れ
ま

し
た
。JIS

認
定
さ
れ
て
来

る
水
素
時
代
に
、
水
素
品
質

管
理
部
門
で
世
界
中
に
貢
献

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
04
年

「
ア
ル
ミ
精
製
制
御
装
置
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
を
開
発

し
、
海
外
10
カ
国
以
上
納
入
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
製
作

し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

高
品
質
ア
ル
ミ
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
世
界
中
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
「
秋
」
の
叙
勲
で
経
済
産
業
省
中

小
企
業
振
興
功
労
章
「
旭
日
単
光
章
」
を

受
章
し
ま
し
た
。
28
年
間
の
社
長
時
代

（
１
９
８
９
～
２
０
１
７
年
）
の
業
績
に

対
す
る
評
価
に
よ
り
受
章
と
の
こ
と
で
、

海
外
に
通
用
す
る
自
社
製
品
の
開
発
が
あ

り
ま
す
が
、
海
外
展
示
会
出
展
、
海
外
ポ

ス
タ
ー
発
表
、
海
外
水
素
フ
ォ
ー
ラ
ム
講

演
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
こ
の
受
章
は
、
社
員
を
は
じ
め
ご
指

導
ご
支
援
頂
い
た
関
係
各
社
の
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
す
。
今
後
と
も
「
ニ
ッ
チ
な
モ

ノ
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
、
こ
の
受
章
に
恥

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
精
進
し
ま
す
。

矢
部
川
電
気
工
業
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
　
阪
本
　
一
平

〝
旭
日
単
光
章
〟
受
章
な
ど
を
励
み
に

「
ニ
ッ
チ
な
モ
ノ
づ
く
り
」に
挑
戦
し
続
け
る

さかもと・かずひら
61（昭和36）年工学部電気工学科卒業。同
年4月矢部川電気工業入社、65年工場長、
75年専務取締役、89 年代表取締役社長、
2017 年取締役会長就任。現在に至る。

水素フォーラムで発表する筆者

令和6年秋の勲章・褒章伝達式で筆者

▼
主
な
受
賞
履
歴

平
成
21
年
度

「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社
」

キ
ラ
リ
部
門
（
経
済
産
業
省
）

平
成
21
年
度

「
磁
器
ビ
ー
ズ
に
よ
る

化
学
発
光
計
測
装
置
の
開
発
」

（
経
済
産
業
省
）

平
成
22
年
度

新
連
携
事
業

「
抗
体
チ
ッ
プ
製
造
装
置
の
事
業
化
」

（
九
州
経
済
産
業
局
）

平
成
29
年
度

「
第
７
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

九
州
経
済
産
業
局
長
賞
（
経
済
産
業
省
）

令
和
６
年
度（
秋
）

中
小
企
業
振
興
功
労
章
「
旭
日
単
光
章
」

（
経
済
産
業
省
）
受
章
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活躍する卒業生

　

学
生
時
代
の
思
い
出
と
し
て
は
、
学
内

外
で
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
巡
り
会
え
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
経
済
学
部
貿
易

学
科
（
当
時
）
の
石
田
貞
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
貿
易
商
務
論
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
、
優

秀
な
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
た
ち
と
個
人
的

な
関
係
を
築
け
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
私

の
人
生
に
大
き
な
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え

た
が
、
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
の
ゼ

ミ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。

　

あ
る
日
、
先
生
は
こ
の
席
で
次
の
よ
う

な
話
を
さ
れ
た
。

　
「
戦
後
の
職
の
な
い
時
代
に
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
た
神
奈
川
大
学
に
は
今
で
も

深
く
恩
義
を
感
じ
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら

学
生
た
ち
に
は
全
身
全
霊
を
込
め
て
、
そ

れ
こ
そ
必
死
で
教
え
た
よ
。
そ
の
結
果
、

優
秀
な
学
生
が

数
多
く
育
っ
て

き
た
こ
と
は
教

師
冥
利
に
尽
き

る
。
だ
け
ど
学

内
で
は
や
り
に

く
い
こ
と
ば
か

り
で
ね
。
僕
と

原
君
（
金
融
論

の
原
司
郎
先

生
）
だ
け
が
妙
に
浮
い
ち
ゃ
っ
て
ね
。
一

方
学
者
仲
間
か
ら
は
、
い
つ
ま
で
も
横
浜

で
燻
く
す
ぶ

っ
て
い
な
い
で
、
早
く
東
京
へ
出
て

こ
い
、と
い
う
熱
心
な
誘
い
も
あ
っ
て
ね
。

悩
ん
だ
ん
だ
が
、
結
局
明
治
大
学
に
移
る

こ
と
に
し
た
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
学
生
た
ち
の
強
引
な
引
き
留

め
工
作
に
あ
っ
て
ね
。
極
め
付
け
は
あ
る

日
の
夕
方
、
菊
名
駅
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
横
浜

線
及
び
東
急
東
横
線
）
で
の
こ
と
だ
。
改

札
口
を
出
た
ら
い
き
な
り
数
人
の
学
生
に

取
り
囲
ま
れ
て
、
明
治
大
学
へ
行
く
の
は

止
め
て
神
奈
川
大
学
に
残
っ
て
ほ
し
い
、

と
単
刀
直
入
に
言
わ
れ
た
。
君
た
ち
が
卒

業
す
る
ま
で
は
私
が
責
任
を
持
っ
て
教
え

る
か
ら
、
と
言
っ
て
も
彼
ら
は
納
得
し
て

く
れ
な
か
っ
た
。
散
々
押
し
問
答
を
し
た

ん
だ
が
、
一
向
に
埒
が
明
か
な
い
の
で
、

強
引
に
振
り
払
っ
て
駅
を
出
た
ら
ビ
ッ
ク

リ
仰
天
、
道
の
両
側
に
見
覚
え
の
あ
る
神

奈
川
大
学
の
学
生
達
が
二
重
三
重
と
連

な
っ
て
、
抗
議
の
座
り
込
み
を
し
て
い
た

ん
だ
。
思
わ
ぬ
所
で
皆
の
視
線
を
一
気
に

浴
び
た
時
は
、
多
勢
に
無
勢
で
恐
怖
心
さ

え
覚
え
た
ね
。
咄と

っ

嗟さ

に
帰
れ
、
帰
れ
と
何

度
も
大
声
で
叫
ん
だ
ん
だ
が
、
皆
頑
と
し

て
動
か
な
い
。
あ
れ
に
は
本
当
に
参
っ
た

ね
。
結
局
明
治
大
学
に
移
っ
た
後
も
神
奈

川
大
学
に
は
講
師
と
し
て
残
り
、
授
業
と

ゼ
ミ
は
続
け
る
こ
と
に
し
た
ん
だ
」。
そ

の
後
、
諸
先
輩
か
ら
も
こ
の
引
き
留
め
工

作
に
関
し
て
色
々
と
話
を
聞
く
機
会
が

あ
っ
た
が
、
話
を
総
合
す
る
と
こ
の
「
菊

名
駅
事
件
」
は
私
が
入
学
す
る
よ
り
か
な

り
前
の
１
９
６
５
年
前
後
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
私
が
あ
る
の
は
石

田
ゼ
ミ
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

先
生
を
引
き
留
め
て
頂
い
た
諸
先
輩
に
こ

亀
山
　
修
一

学
生
時
代
の
思
い
出

かめやま・しゅういち
1952（昭和27）年横浜生まれ。71（昭和46）
年神奈川県立柏陽高校卒業。75（昭和
50）年神奈川大学外国語学部英語英文学
科卒業。75～82年株式会社東食、82 ～
2002 年オーストラリア酪農庁、02～18
年マレー・ゴールバン酪農協同株式会社、
18 ～ 24 年ムラカワ株式会社、24年～現
在バラフーズ社（豪州の乳業メーカー）
に勤務。01年法政大学大学院にて経営学
修士（国際経営コースMBA）取得。神奈
川大学フロンティアクラブ会員。

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
卒
業
後
か
な
り
た
っ
て
か
ら
頂
い

た
名
簿
に
よ
る
と
こ
の
ゼ
ミ
は
38
期
ま

で
続
き
、
19
期
生
の
私
は
丁
度
そ
の
真
ん

中
だ
。
石
田
ゼ
ミ
は
２
年
次
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
質
的
に

は
40
年
以
上
続
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ほ
ど
長
く
続
い
た
ゼ
ミ
は
珍
し
い
の
で

は
な
い
か
。

提供：神奈川大学資料編纂室
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私
が
神
奈
川
大
学
に
進
学
（
２
年
生
編

入
）し
た
の
は
２
０
２
１
年
４
月
で
し
た
。

外
国
語
学
部
の
英
語
英
文
学
科
で
し
た
。

現
在
、
私
は
神
奈
川
大
学
博
士
前
期
課
程

の
人
文
学
研
究
科
・
欧
米
言
語
文
化
専
攻

に
属
し
て
い
ま
す
。日
本
に
留
学
す
る
前
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
で
１
年
間
、
社
会
人
経
験
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
経
験
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
し
た
の
は
ジ
ン
バ
ブ
エ
に

あ
る
金
辰
国
際
株
式
会
社
と
い
い
ま

す
。
こ
の
会
社
は
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
で

合
金
「A

LLO
Y

」
を
鉄
山
か
ら
分
離

し
、
加
工
後
に

「Z
IM
A
SC
O

」

と
い
う
当
地
の

会
社
に
渡
す
仕

事
を
し
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
天

津
に
あ
る
部
品

購
入
と
発
送
を

担
当
す
る
貿
易

会
社
や
、
香
港

に
あ
る
資
金
精

算
用
の
会
社
も
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
会
社
は
す
べ
て
１
人
の
社
長
が
ま

と
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
、
中
国
の
天
津
に
あ
る
会
社

は
新
卒
や
社
会
人
向
け
に
社
員
を
募
集

し
、
採
用
後
は
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
派
遣
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
会
社
は
ジ
ン
バ

ブ
エ
の
会
社
の
た
め
に
部
品
の
購
入
と
発

送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ジ
ン

バ
ブ
エ
に
あ
る
会
社
は
鉱
山
の
開
発
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
会
社
がZIM

A
SCO

の
た
め
に
鉱
山
の
開
発
と
加
工
を
行
い
、

分
離
さ
れ
た
合
金
をZIM

A
SCO

に
提

供
。
そ
の
代
わ
り
にZIM

A
SCO

は
契

約
に
基
づ
き
、
原
料
を
香
港
の
関
連
会
社

に
売
却
す
る
。
香
港
と
い
う
金
融
規
制
の

緩
い
地
域
を
活
用
し
、
人
権
問
題
で
制
裁

を
受
け
て
い
る
ジ
ン
バ
ブ
エ
は
資
金
精
算

を
行
い
、
そ
の
後
、
香
港
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
や
ラ
ト
ビ
ア
な
ど
欧
州
諸
国
に
原
料
を

輸
出
し
て
い
た
。

　
こ
の
流
れ
が
順
調
に
進
め
ば
、ZIM

A
SCO

は
私
が
働
い
て
い
た
会
社
に
加
工
費
を

支
払
う
。
も
ち
ろ
ん
、
私
が
働
い
て
い

た
会
社
は
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
の
支
払
い
を
望
む

が
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
政
府
は
外
貨
不
足
が
常

態
化
し
て
い
る
た
め
、
即
時
総
額
決
済

（RT
GS

）
を
利
用
し
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
ド
ル

で
支
払
い
を
行
う
。
さ
ら
に
、
ジ
ン
バ
ブ

エ
政
府
の
外
為
管
理
に
よ
り
、RT

GS

で

得
た
資
金
の
う
ち
、
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
両
替
で

き
る
の
は
約
１
割
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
当
時
の
私
は
知
ら
な
か
っ

た
。
な
ぜ
今
こ
れ
ら
の
流
れ
を
理
解
で
き

る
か
。
そ
れ
は
先
輩
へ
の
取
材
で
直
接

知
っ
た
こ
と
。
も
っ
と
大
事
な
こ
と
は
神

大
で
の
勉
強
だ
っ
た
。
中
国
明
時
代
の
儒

学
者
王お
う

陽よ
う

明め
い

は
知ち

行こ
う

合ご
う

一い
つ

と
い
う
理
論
を

提
唱
し
て
い
た
。「
知
る
こ
と
」
と
「
行

う
こ
と
」
は
分
け
ら
れ
な
い
一
体
の
も
の

で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。
私
は
、
先
に
社

会
で
実
践
し
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
か
ら

神
大
で
の
図
書
館
と
い
う
修
練
場
で
修
行

し
ま
し
た
。
行
っ
た
こ
と
を
反
省
す
る
の

は
時
間
と
空
間
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
は
正
に
こ
の
時
間
と
空
間
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。毎
日
の
積
み
重
ね
で
、

私
の
言
語
と
思
考
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
が

神
奈
川
大
学
博
士
前
期
課
程
　
人
文
学
研
究
科
・
欧
米
言
語
文
化
専
攻
　
曹
　
黄
個

「
神
大
で
勉
強
し
研
究
者
に
な
り
た
い
」

そう・こうこ
1997年中国四川省生まれ。四川省「四川工
程職業技術学院・外国語学部・ビジネス
英語学科卒業」

で
き
ま
し
た
。
集
中
と
議
論
を
両
立
で
き

る
空
間
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
更
に

神
大
で
の
勉
強
に
よ
り
、
自
分
は
将
来
研

究
者
を
な
り
た
い
と
い
う
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。

　

私
は
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
も
、
そ
し
て
自
分

が
働
い
た
会
社
に
も
複
雑
な
思
い
を
抱

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
人
生
の
一
部
を

逸
話
と
し
て
お
話
し
で
き
る
機
会
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

原料が跳汰機へ運ばれる （ジンバブエ）

鳥瞰した工場（ジンバブエ） 工場の事務室で資料を整理中の筆者

宮
陵
会
奨
学
生
の
留
学
生
、
曹
黄
個
（
ソ
ウ
・
コ
ウ
コ
）
さ
ん
か
ら
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
編
集
部
）

◎
現
役
大
学
院
生
の
紹
介



佐 賀 県 宮 陵 会
ホテルマリターレ創生

2024

9/8（日）

静 岡 西 部 宮 陵 会
ホテル　クラウンパレス浜松

2024

9/２8（土）
鳥 取 因 幡 宮 陵 会
鳥取シティーホテル

2024

9/7（土）

岐 阜 県 宮 陵 会
岐阜キャッスルイン

2024

9/２8（土）

北陸ブロック会in石川県
ホテル金沢 

2024

9/２8（土）
神奈川・鶴見区宮陵会

四国ブロック会in香川県
リーガホテルゼスト高松

2024

9/２1（土）

横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室
2024

8/２4（土）

ヨ ッ ト 部 O B 会
KKR江の島ニュー向洋

2024

8/3（土）
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函 館 宮 陵 会
道南いさりび鉄道 観光列車「ながまれ海峡号」車内

2024

１０/１２（土）

神奈川県ブロック会
横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室

2024

１０/２６（土）

愛 知 み や も 会
東京第一ホテル錦

2024

１０/１９（土）

西 多 摩 宮 陵 会
ホテルエミシア東京立川

2024

１０/１２（土）
社 労 士 宮 陵 会
みなとみらいキャンパス　4008号室

2024

1０/５（土）

室 蘭 宮 陵 会
アパホテル室蘭

2024

１０/２６（土）

原 陵 会
長勝寺

2024

1０/５（土）

九州・沖繩ブロック会in熊本県
アークホテル熊本城前

2024

１０/１２（土）

九州・沖縄ブロック会
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鹿 児 島 県 宮 陵 会
味菜み

2024

１０/２６（土）

マンドリンアンサンブルOB会
六角橋地域ケアプラザ

2024

１１/１０（日）

東北ブロック会in山形県
上杉城史苑

2024

１１/１６（土）

卓 球 部 O B 会
横浜キャンパス24号館 会議室・法廷教室

2024

１１/９（土）

レスリング部OB・OG会
横浜キャンパス22号館　スポーツセンター内

2024

１１/２（土）
山 形 県 宮 陵 会
東 京 第 一 ホ テ ル 鶴 岡

2024

１０/２６（土）

福 島 県 宮 陵 会
三松会館

2024

１０/２６（土）

大 分 県 宮 陵 会
大分センチュリーホテル

2024

１０/２６（土）
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相 模 原 宮 陵 会
ア・ドマニー(日本料理 志むら）

2024

１１/１６（土）

ボ クシン グ 部 O B 会
横浜キャンパス30号館　Ｂ101会議室

2024

１１/２３（土）

宮 崎 県 宮 陵 会
アートホテル宮崎スカイタワー

2024

１１/２３（土）

山口県(防長)宮 陵 会
山口グランドホテル

2024

１１/２３（土）
新 潟 県 宮 陵 会
アオーレ長岡

2024

１１/１６（土）

中国ブロック会in広島県
広島ガーデンパレス

2024

１１/１６（土）

千 葉 県 宮 陵 会
Y’ｓ　海浜幕張店

2024

１１/１６（土）

沖 縄 県 宮 陵 会
沖縄県教職員共済会館 八汐荘

2024

１１/１６（土）
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クリエートメディック
横浜キャンパス　30号館　401中会議室

2024

１２/１４（土）

香 川 県 宮 陵 会
リーガホテルゼスト高松

2025

１/３（金）

観 光
みなとみらいキャンパス 3009号室

2024

１２/１４（土）
北 九 州 宮 陵 会
ホテルクラウンパレス小倉

2024

１１/３０（土）

岡 山 県 宮 陵 会
ホテルエクセル岡山

2024

１１/３０（土）

柔 道 部 O B ・ O G 会
中華街　桂宮

2024

１２/７（土）

宮 城 県 宮 陵 会
ホテル白萩

2024

１２/１４（土）
　香川県宮陵会では、毎年２月に
丸亀市にて開催されるハーフマラ
ソン大会（日本学生ハーフマラソン
選手権大会を兼ねる）に出場する
神大の学生やOBの選手を応援し
ている。この大会は、日本陸連の
公認で、フラットなコースのため
記録が出やすいことで人気がある。
今年も宮本陽叶（学生ハーフ18位）
と酒井健成（同36位）と両君とも自

己の記録を更新して上位の成績を達成した。
　香川県宮陵会では、年間の活動行事として定着している。今回も10名
以上の卒業生が神奈川大学の幟を掲げて声援を送った。� （40年経済卒）
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丸亀国際ハーフマラソンを応援
香川県宮陵会　会長　吉岡御井子



岩 手 県 宮 陵 会
メトロポリタン盛岡

2025

２/１５（土）

埼 玉 県 宮 陵 会
さいたま市民会館おおみや

2025

２/２２（土）

佐 世 保 宮 陵 会
いけ洲 博多屋

2025

２/２１（金）
磯子・金沢区宮陵会
横浜市社会教育コーナー

2025

１/２５（土）

長 崎 宮 陵 会
レストラン古都

2025

１/２５（土）

硬 式 野 球 部 O B 会
横浜キャンパス10号館　食堂

2025

１/２５（土）

サンパウロ宮陵会 新年の集い
エスパッソ・カズ（サンパウロ市）

2025

２/１０（月）
吹 奏 楽 部 O B 会
横浜みなとみらいホール 

2025

１/７（火）
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島 根 県 宮 陵 会
サンラポーむらくも

2025

３/１５（土）

この広告ページをそのまま
FAXでお送りください。注文 FAX送信先　045-345-4867

KUロゴ入り
宮陵会オリジナルネクタイ

1本
税込 3,900円（配送費別）

100％シルク

企画：宮陵会本部／製造：AOKI／販売：神奈川大学生活協同組合

まとめ買いもできます。
価格は3,900円×注文本数となります。

〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋4-7-3
TEL:045-481-5688　担当：コサカ

【お問い合わせ】

神奈川大学生活協同組合

剣
幅
9㎝

・
長
さ
146㎝

神大カラー
プラウドブルー

〒

フリガナ お支払い方法

FAX番号

ご連絡先
メールアドレス

お
名
前

お
届
け
先

都道
府県

代金引換（到着時払い）

区
市郡

【お届け先】

【ご連絡】
①注文本数(　　　)本　　　② 生協より金額確定のご連絡をいたします。　　③ 商品の到着をお待ちください。

配送費の目安
ゆうパック 80サイズ
800円～

＠
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会　

長　

三
宮
　
政
俊　
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
法
卒
・
１
９
７
８（
昭
和
53
）年
法
修
修
了
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２
０
２
４
年
11
月
30
日
、
石
渡
卓
理
事

長
、小
熊
誠
学
長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

神
奈
川
大
学
法
曹
会
を
神
奈
川
大
学
法
曹

宮
陵
会
に
組
織
変
更
す
る
総
会
が
横
浜

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
一
般
社
団
法

人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会（
以
下「
宮
陵
会
」）

の
職
域
の
一
つ
と
し
て
承
認
を
受
け
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
規
約
の
改

正
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
法
試
験
の
合
格
者
が
あ
っ
て
も
昭
和

の
終
り
頃
ま
で
は
、
３
号
館
の
掲
示
板
に

そ
の
氏
名
が
掲
示
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
筆
者
は
55
年
の
合
格
で

す
が
、
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
の
理
事
を

務
め
ら
れ
た

渡
辺
徳
平
先

生
（
宮
陵
会

元
会
長
）
や

宇
野
峰
雪
先

生
（
宮
陵
会

元
副
会
長
）、

任
官
さ
れ
て

い
た
裁
判
官

な
ど
が
「
神

奈
川
大
学
法

曹
会
」
を
名

神
奈
川
大
学
法
曹
宮
陵
会
の
発
足
に
つ
い
て

乗
ら
れ
、
合
格
者
の
お
祝
い
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
筆
者
ら
が
引
き

継
ぎ
、会
の
継
続
を
図
る
べ
き
で
し
た
が
、

合
格
者
が
続
か
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

法
科
大
学
院
出
身
者
の
司
法
試
験
合
格

者
が
多
く
な
り
、
受
験
指
導
な
ど
を
お
手

伝
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
19

年
に
至
り
、
法
曹
会
設
立
の
お
話
し
が
持

ち
上
が
り
、
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
20
年
４
月
に
総
会
が
開
催
さ

れ
「
神
奈
川
大
学
法
曹
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
合
格

者
が
あ
り
、
大
学
と
は
別
に
祝
賀
会
を
兼

ね
て
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
務
局
は

法
科
大
学
院
の
事
務
室
に
あ
り
ま
し
た
の

で
、
法
科
大
学
院
出
身
の
弁
護
士
や
合
格

者
が
先
生
方
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
受
験

指
導
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、

そ
の
活
動
は
会
の
記
録
と
し
て
は
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

法
科
大
学
院
の
募
集
停
止
や
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
総
会
を
開
く
機
会
が
な
く
な
り
、

法
曹
会
は
名
前
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
労
士
宮
陵
会
の
萩
原
く
み
こ
先
生

（
宮
陵
会
専
務
理
事
）
や
、元
理
事
で
あ
っ

た
会
計
人
宮
陵
会
の
先
生
方
、
行
政
書
士

会
の
設
立
を
進
め
ら
れ
て
い
る
小
林
二
三

夫
先
生
（
宮
陵
会
理
事
）
な
ど
か
ら
、
神

奈
川
大
学
法
曹
会
の
職
域
組
織
化
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
会
の
目
的
や
、
会
員
に
同

窓
生
で
な
い
先
生
を
含
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
組
織
を
変
更
す
る
に
は
会
員
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
会

員
の
先
生
方
や
弁
護
士
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
前
述
の
と
お

り
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

先
生
方
と
の
専
門
知
識
を
含
む
情
報
交

換
、
在
学
生
の
法
科
大
学
院
へ
の
進
学
や

予
備
試
験
の
受
験
な
ど
、
職
業
の
一
つ
と

し
て
法
曹
界
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
支
援

を
続
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
近
時

の
法
令
の
改
正
や
新
し
い
法
律
の
制
定
は

め
ま
ぐ
る
し
い
で
す
。
新
し
い
法
令
な
ど

解
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
声

を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。



神
奈
川
大
学
信
州
宮
陵
会　

幹
事
長　

矢
澤
　
将
良　
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
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信
州
宮
陵
会
は
長
野
県
在
住
の
卒
業
生

な
ど
で
つ
く
る
県
内
唯
一
の
地
域
組
織

で
、昨
年
10
月
19
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
が
宮
陵
会
の
活
動
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
息
子
が
人
間
科
学
部
に

入
学
し
、
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
神
奈
川

大
学
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
と
言
え
ま
す
。
あ
る
時
、
宮
陵
会
の
会

費
を
納
め
る
に
当
た
っ
て
「
ご
協
力
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
ま
す
」
と

書
き
添
え
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り

で
し
た
。

神
奈
川
大
学
信
州
宮
陵
会
の
結
成

　

当
時
県
内
に
は
県
の
ほ
ぼ
北
半
分
を
対

象
と
す
る
長
野
東
北
信
宮
陵
会
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
休

眠
状
態
で
し
た
。
22
年
10
月
、
宮
坂
恒
一

会
長
、
太
田
文
久
幹
事
長
の
お
二
人
と
お

会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
再
建
を
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
変
な
宿
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で

し
た
。
23
年
11
月
、
宮
坂
会
長
の
代
理
で

出
席
し
た
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議

で
、
本
部
の
佐
藤
武
専
務
理
事
に
お
会
い

し
た
こ
と
が
転
機
に
な
り

ま
し
た
。

　

仲
間
集
め
の
手
掛
か
り

は
本
部
か
ら
頂
い
た
卒
業

生
名
簿
で
し
た
が
、
普
段

会
う
機
会
の
あ
る
中
学
や

高
校
の
同
窓
生
と
は
勝
手

が
違
い
ま
し
た
。
見
当
を

付
け
な
が
ら
手
紙
を
送
り
、

協
力
を
願
う
の
で
す
が
、

反
応
が
ほ
と
ん
ど
な
く
途

方
に
暮
れ
ま
し
た
。

　

代
表
者
会
議
の
際
に
声

を
掛
け
て
頂
い
た
内
山
曜
子
理
事
の
こ
と

を
思
い
出
し
、「
長
野
県
に
お
知
り
合
い

は
い
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
こ
の

時
紹
介
し
て
頂
い
た
方
が
起
点
と
な
っ

て
、
塚
田
恭
市
会
長
を
は
じ
め
現
在
の
役

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、
会
員
の
範
囲
を

長
野
県
全
体
に
広
げ
、会
の
名
称
に
は「
信

州
」を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

結
成
の
趣
旨
に
は「
海
に
開
か
れ
た
母
校
・

神
奈
川
大
学
を
通
じ
て
、
卒
業
生
並
び
に

市
民
に
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し

ま
す
」
と
謳う
た

い
ま
し
た
。

　

結
成
総
会
当
日
は
卒
業
生
48
人
が
集

い
、
本
部
よ
り
久
保
清
治
会
長
、
佐
藤
武

専
務
理
事
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
催
し
た
文
化
講
演
会
の
講
師
に
は
、

卒
業
生
で
も
あ
る
経
営
学
部
の
湯
川
恵
子

教
授
を
招
き
、
一
般
市
民
も
交
え
て
拝
聴

し
ま
し
た
。

　

母
校
に
対
す
る
評
価
は
決
し
て
高
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

筆
者
は
求
め
れ
ば
応
え
て
く
れ
る
大
学
で

あ
り
、
神
奈
川
大
学
の
大
学
院
に
進
ん
だ

参加者全員で記念撮影

文化講演会（24．10.19）

乾杯の音頭で懇親会開始

息
子
に
は
、
自
信
を
持
っ
て
学
ん
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
母
校
の
評
価
は
卒

業
生
一
人
一
人
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
で
す
。
同
窓
会
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
再
確
認
し

肯
定
す
る
こ
と
に
も
繋つ
な

が
り
ま
す
。
信
州

宮
陵
会
の
会
員
は
、現
在
１
０
７
人
で
す
。

ど
う
ぞ
信
州
宮
陵
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
連
絡
先

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
asayoshi21212@

gm
ail.com



会　

長　

後
藤　

文
彦　
１
９
６
４（
昭
和
39
）年
法
経
学
部
貿
易
学
科
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
の
設
立
に
寄
せ
て

　

昨
年
11
月
に
総
会
を
開
催
し
会
員
の
総

意
を
得
て
、
私
た
ち
の
Ｏ
Ｂ
会
は
宮
陵
会

の
地
域
組
織
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
昭
和
35
年
か
ら
65
年
間
同

好
の
仲
間
た
ち
で
活
動
を
続
け
て
き
た
会

と
し
て
は
、
余
り
に
も
遅
い
地
域
組
織
の

設
立
で
あ
っ
た
。

　

一
昨
年
、
私
た
ち
は
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
会
を
実
施
し
た
。
そ

の
折
、
見
学
コ
ー
ス
に
大
学
の
沿
革
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
私
た
ち
が

昭
和
38
年
に
公
演
し
た
ベ
ニ
ス
の
商
人
の

写
真
が
展

示
さ
れ
て
い

た
。
学
生

時
代
の
自
分

が
写
っ
て
お

り
、
私
は

俄に
わ
かに

シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
英

語
劇
の
昔
が

蘇よ
み
が
えり
Ｏ
Ｂ

会
活
動
は
そ

の
礎
で
あ
る

大
学
と
連

携
す
べ
き
と

の
思
い
を
強
く
し
た
。
そ
こ
で
早
速
、
役

員
や
幹
事
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
賛
同
を
得

て
、
宮
陵
会
へ
申
請
を
す
る
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
近

世
英
語
で
上
演
し
て
い
た
英
語
劇
研
究
会

の
歩
み
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
昭
和
24

年
の
学
制
改
革
で
神
奈
川
大
学
が
誕
生
し

た
時
に
、
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。
英
語

部
会
の
教
授
た
ち
は
新
制
大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
文
化
的
研
究
会
と
し
て
英
語
劇
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、
昭
和
30
年
に

先
生
方
の
発
案
で
、
学
生
が
参
加
し
上
演

す
る
大
学
直
属
の
部
活
の
形
が
で
き
た
。

昭
和
30
年
の
第
１
回
公
演
か
ら
第
４
回
ま

で
は
大
学
の
講
堂
で
上
演
し
、
第
５
回
か

ら
県
立
音
楽
堂
で
の
公
演
と
な
り
、
開
会

あ
い
さ
つ
は
米
田
吉
盛
学
長
が
行
っ
た
。

昭
和
35
年
に
は
先
輩
た
ち
が
後
援
会
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
後
の
学
生
闘
争
の
混
乱
に

よ
り
後
援
会
の
名
称
を
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
仲

間
と
の
絆
を
深
め
て
き
た
。
今
年
は
英
語

劇
研
究
会
創
部
か
ら
70
年
、
Ｏ
Ｂ
会
は
65

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き

Ｏ
Ｂ
会
65
周
年
に
Ｏ
Ｂ
宮
陵
会
の
設
立
が

叶
い
、
二
重
の
喜
び
で
あ
る
。

　

次
に
、
英
語
劇
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
の
概
況

を
述
べ
た
い
。
か
つ
て
会
員
数
は
全
国
に

１
８
８
名
い
た
が
、
年
々
歳
を
重
ね
減
少

し
て
い
る
。
懇
親
会
の
案
内
状
を
送
っ
た

際
に
近
況
を
把
握
し
、
音
信
不
通
や
物
故

者
の
方
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
会

員
は
88
名
と
な
っ
て
い
る
。
総
会
懇
親
会

に
は
30
年
前
は
全
国
か
ら
50
か
ら
60
名
ほ

ど
の
参
加
者
が
、
最
近
で
は
30
名
前
後
と

規
模
が
縮
小
し
て
い
る
。
事
務
局
は
卒
業

年
次
の
同
学
年
グ
ル
ー
プ
が
幹
事
と
し
て

持
ち
回
り
で
担
当
し
て
き
た
。
ま
た
、
総

会
懇
親
会
な
ど
の
全
国
会
員
対
象
行
事
は

幹
事
が
企
画
運
営
し
て
き
た
が
、
学
年
単

位
や
有
志
の
グ
ル
ー
プ
で
ゴ
ル
フ
会
や
旅

行
会
な
ど
も
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は
、
Ｏ
Ｂ
宮
陵
会
と

し
て
宮
陵
会
や
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、

私
た
ち
の
会
員
に
宮
陵
会
と
母
校
の
動
き

な
ど
の
情
報
を
送
る
と
同
時
に
、
宮
陵
会

報
な
ど
に
私
た
ち
の
活
動
を
寄
稿
す
る
な

ど
大
学
や
校
友
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
昭
和
30
年
か
ら
40
年
代

を
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
、
高
齢
と
な
っ

た
仲
間
た
ち
の
足
跡
を
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
。

シェイクスピア英語劇「リア王」（1966年県立青少年センターホール）

24年11月の英語劇研究会OB会（銀座ライオン新橋店）

10年5月の英語劇研究会OB会（横浜キャメロットジャパン）」

02年4月の英語劇研究会OB会（品川プリンスホテル）
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを
ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを

　

卒
業
生
同
士
や
ご
家

族
と
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
料
理
の
評
判
も

良
く
、
部
屋
も
広
く
、
し

か
も
温
泉
で
す
。

　

近
所
に
は
箱
根
を
代

表
す
る
多
く
の
観
光
施

設
や
ゴ
ル
フ
場
、
素
晴
ら

し
い
富
士
山
の
眺
望
が
楽

し
め
る
金
時
山
（
き
ん

と
き
・
や
ま
、
標
高
１
、

２
１
２
㍍
）
に
も
徒
歩
約

２
時
間
で
登
れ
ま
す
。

〒 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原 1104-1
電話 0460-84-9611、ファックス0460-84-9612
URL.www.j indai-hakone.com 

▼バス利用の場合　
JRまたは小田急線・小田原駅から仙石経由湖尻行き

「仙石」停留所下車、徒歩 10 分。（約1時間）

▼車利用の場合
東名高速道路　御殿場 IC ～国道 138 号線～神奈川大学
箱根保養所。（約 30 分）

　

予
約
は
、
利
用
日
の
２

か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
。

金時山

芦ノ湖
箱根神社

箱根海賊船

三国山

小涌谷
大涌谷

強羅

箱根湯本 箱根

小田原

↑至御殿場

↓至三島

ゆゆゆゆ

神奈川大学 箱根保養所

■宿泊（大人１人１泊あたり）　　＊25年４月利用分から利用料金を一部改訂となっております。

卒業生（家族含む）
平日 4,950 ( 税込み )
繁忙期 6,050 ( 税込み )

・繁忙期とは休前日及びGWなどの指定する連休
・一部休館日あり（ホームページでご確認ください）

■食事料金
朝食 770円 ( 税込み )
夕食 2,530円 ( 税込み )
例：平　日、大人１人１泊２食の場合　総額　8,250円（入湯税150円は別途）
　：繁忙期、大人１人１泊２食の場合　総額　9,350円（入湯税150円は別途）

※入湯税150円は別途
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『実務解説借地借家法　第４版』

『不動産関係訴訟　第２版』

『東京ができるまで』

　

宮
陵
72
号
で
私
の
著
書
は
65
冊
刊
行

さ
れ
て
い
る
と
記
し
ま
し
た
が
、
昨
年

（
２
０
２
４
年
）
12
月
に
さ
ら
に
２
冊
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
冊
目
は
、『
実
務
解
説 

借
地
借
家
法 

第
４
版
』。
本
書
は
、
３
人
の
弁
護
士
と

私
の
共
著
で
す
。
２
０
０
８
年
に
初
版
が

刊
行
さ
れ
た
、５
１
７
頁
の
大
部
で
す
が
、

こ
れ
だ
け
詳
細
に
借
地
借
家
法
の
解
説
す

る
類
書
が
な
い
の
で
、
４
版
を
重
ね
る
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

債
権
法
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
て
改
訂
を

　

神
奈
川
大
学
を
卒
業
し
て
以
来
、
一
貫

し
て
不
動
産
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
昨
今
は
都
心
や
リ
ゾ
ー
ト
地
の

不
動
産
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
一
方
で
、

地
方
に
お
い
て
は
空
き
家
問
題
な
ど
、
都

市
と
地
方
の
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
本
来
不
動
産
は
私
た
ち
の
生

活
の
基
盤
と
な
る
と
い
う
点
で
、
投
機
対

象
に
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
証
券
や

貴
金
属
な
ど
と
い
う
資
産
と
は
一
線
を
画

す
も
の
の
は
ず
で
す
。

　

不
動
産
投
資
は
大
き
な
市
場
規
模
を
も

つ
重
要
な
市
場
で
す
が
、
不
動
産
の
大
切

さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、
将
来
に
大
き
な

禍
根
を
残
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

感
を
お
ぼ
え
、
今
回
本
書
を
上
梓
い
た
し

し
ま
し
た
。
私
は
、
第
４
編
「
契
約
終
了

時
の
紛
争
処
理
」
の
執
筆
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

２
冊
目
は
、『
不
動
産
関
係
訴
訟　

第

２
版
』。
こ
れ
も
大
部
で
、
８
９
５
頁
に

な
り
ま
す
。
本
書
で
は
、不
動
産
の
売
買
、

登
記
、
相
隣
関
係
、
借
地
借
家
、
建
物
区

分
所
有
等
の
問
題
に
つ
い
て
、「
法
理
」、

「
実
務
」、「
要
件
事
実
と
裁
判
」に
分
け
て
、

16
人
の
研
究
者
と
16
人
の
実
務
家
が
執
筆

し
て
い
ま
す
。
初
版
は
２
０
１
０
年
に
発

刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
民
法
は
大
き
く

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
改
正

を
踏
ま
え
て
改
訂
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
私

は
、
初
版
で
「
法
理
」
の
部
で
「
不
動
産

取
引
と
瑕
疵
担
保
責
任
」
の
執
筆
を
し
ま

し
た
が
、
改
正
に
よ
っ
て
売
主
の
担
保
責

任
が
契
約
不
適
合
責
任
と
な
っ
た
の
で
、

稿
を
全
く
改
め
「
不
動
産
取
引
と
契
約
不

適
合
責
任
」
を
執
筆
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

東
京
一
極
集
中
と
言
わ
れ
て
久
し
い
昨

今
、
新
自
由
主
義
や
個
人
主
義
は
、
は
た

し
て
日
本
人
に
浸
透
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
弱
者
切
り
捨
て
、
自
己
責
任
論
が
ま

か
り
通
る
時
代
に
あ
っ
て
、
心
を
病
む
人

の
数
は
増
え
続
け
る
ば
か
り
で
す
。
欧
米

の
価
値
観
を
ひ
た
す
ら
摂
取
し
て
き
た
日

本
人
は
、
本
来
の
姿
と
の
乖か

い

離り

に
疲
弊
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
作

は
、
東
京
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
古
代
か

ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
東
京
の
発
展
過

程
を
描
き
な
が
ら
、
日
本
人
と
東
京
の
目

に
は
見
え
な
い
「
下
部
構
造
」
を
探
り
ま

す
。縄
文
時
代
か
ら
の
人
々
の
世
界
観
や
、

中
世
の
海
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
関
東
大
震
災
、
東
京

大
空
襲
と
い
う
崩
壊
と
復
興
の
歴
史
を
辿

り
な
が
ら
、
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
東
京
の
姿
を
俯
瞰
し
、

未
来
へ
の
鍵
を
模
索
す
る
一
冊
で
す
。
ぜ

ひ
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

（
著
者
の
藤
井
俊
二
氏
は
１
９
７
１
年
神
奈
川

大
学
法
律
学
科
卒
で
宮
陵
会
理
事
。
創
価
大
学

名
誉
教
授
）

２
０
０
２
（
平
成
14
）年
神
奈
川
大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
。
横
須
賀
市
生
ま
れ
。

藤井俊二、澤野順彦、吉田修平、荒木新吾 共著
青林書院刊 　8,030円（税込み）

善財　佐紀　著
文芸社刊 　1,100 円（税込み）

藤井俊二ら 32 人が執筆
民事法研究会刊　9,680 円（税込み）
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自分史『細心大胆』を上梓

　

喜
寿
を
迎
え
た
の
を
機
に
昨
年
十
二

月
、
こ
れ
ま
で
地
元
紙
や
大
学
同
窓
会

誌
、
同
好
会
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
ま
と
め
て
小
冊
子
に
し
た
。
書
名
は
、

中
学
校
卒
業
時
に
校
長
先
生
が
贈
っ
て
く

れ
た
こ
と
ば
だ
。
今
も
、
こ
の
「
細
心
大

胆
」
は
私
の
大
切
な
判
断
尺
度
と
な
っ
て

い
る
。

　

新
聞
投
稿
記
事
を
読
み
返
す
と
、
今
で

も
同
じ
よ
う
な
事
件
や
事
故
が
繰
り
返
さ

れ
、
と
て
も
残
念
な
思
い
だ
。
大
学
同
窓

会
誌
で
は
在
学
中
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

卒
業
後
に
出
会
っ
た
先
輩
の
方
々
を
始

め
、
同
窓
生
と
の
諸
行
事
が
走
馬
灯
の
よ

う
に
よ
み
が
え
る
。
香
川
県
宮
陵
会
の
役

員
は
退
任
し
た
が
、
今
で
も
活
動
に
は
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

　

現
在
、
法
学
を
中
心
に
学
ん
で
い
る
放

送
大
学
で
は
、
近
現
代
史
も
履
修
し
て
い

る
。
神
大
の
公
開
講
座
「
み
な
と
み
ら
い

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

百
種
類
以
上
の
講
座
が
あ
る
。
興
味
あ
る

テ
ー
マ
が
見
つ
か
り
、
遠
隔
地
に
住
む
私

の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
受
講
で
き
る
の
は
と
て
も
助
か

る
。
短
期
間
の
対
面
講
座
で
あ
れ
ば
、
横

浜
ま
で
足
を
運
び
受
講
も
可
能
だ
。
こ
う

し
た
講
座
を
利
用
し
て
い
る
と
、
ま
る
で

大
学
生
に
戻
っ
た
よ
う
で
、
至
福
の
時
が

体
験
で
き
る
。
学
ぶ
こ
と
は
、
無
限
だ
と

痛
感
す
る
こ
の
ご
ろ
だ
。

１
９
４
７（
昭
和
22
）年
香
川
県
琴
平
町
生
ま
れ
。

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
。

元
金
融
機
関
勤
務
。

香川県　木田　晴康



プレ「神奈川大学創立100周年・宮陵会設立90周年」特集  過去の『宮陵』から

◎
か
つ
て
横
須
賀
市
に
学
生
寮
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。『
宮
陵
』No
36
号
（
昭
和
62
年
3
月
発
行
）
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寮
で
生
活
を
共
に
し
た
藤
原

さ
ん
の
友
人
・
黒
沢
博
道
さ
ん
（
昭
和
35
年
法
経
学
部
法
学
科
卒
、
茅
ヶ
崎
市
在
住
）
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
学
生
の
様
子
が
想
像
で
き
ま
す
。（
編
集
部
）
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藤
原　

泰
博

幻
の
神
大
清
輝
寮
・
現
実
と
な
る
!!

―
第
１
回
神
大
清
輝
会
総
会
開
催
―

　

神
奈
川
大
学
の
学
生
寮
と
し
て
、か
つ
て

清
輝
寮
が
横
須
賀
市
衣
笠
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
記
億
し
て
い
る
人
は
数
少
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
現
存
し
た
清
輝
寮
が
幻
と
な
り
つつ

あ
る
の
を
憂
い
、こ
の
度
、清
輝
寮
の
卒
業
生

に
よ
る
神
大
清
輝
会
設
立
総
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

　

設
立
総
会
は
、二
月
二
十
八
日（
土
曜
日
）

午
後
3
時
か
ら
会
場
準
備
に
努
力
さ
れ
た

澤
田
晴
之
氏
経
営
の
東
白
楽
近
く
の「
ラ

ム
ー
ル
」に
て
開
催
さ
れ
た
。当
日
は
昭
和

二
十
九
年
卒
業
生
か
ら
昭
和
三
十
七
年
卒

業
生
ま
で
二
十
名
以
上
が
出
席
に
、神
奈
川

大
学
校
友
会
よ
り
武
笠
健
次
課
長
も
出
席

さ
れ
、参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
数
年

ぶ
り
の
再
会
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
神
大
清
輝
寮
は
、旧
日
本
軍
の
寮

を
戦
後
、関
東
財
務
局
が
管
理
し
て
い
た

も
の
で
、特
に
神
大
生
が
多
数
入
居
し
、学

生
の
自
治
寮
と
し
て
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。戦
後
の
苦
し
い
経
済
環
境
の
な
か
で
、

月
額
三
百
円
か
ら
五
百
円
の
寮
費
で
部
屋

代
か
ら
電
気
・
水
道
代
ま
で
賄
え
る
と
い

う
格
安
さ
の
た
め
に
、神
大
の
苦
学
生
は

先
輩
や
同
級
生
の
口
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
、部

屋
数
二
十
六
室
は
常
に
満
室
で
あ
っ
た
。

　

清
輝
寮
の
構
造
は
木
造
二
階
建
て
、真
中

の
廊
下
を
は
さ
ん
で
南
北

両
側
に
四
畳
半
の
部
屋
が

並
び
、新
入
寮
生
ま
ず
一階

北
側
の
部
屋
に
入
る
の
が
仕

来
り
で
、卒
業
間
近
に
な
る

頃
に
は
条
件
の
良
い
二
階
の

南
側
の
部
屋
を
独
占
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

寮
生
は
全
員
自
炊
で

あ
っ
た
の
で
、夕
飯
ど
き
に

な
る
と
、一
、
二
階
の
中
央
廊
下
は
飯
を

炊
く
寮
生
の
七
輪
の
煙
で
充
満
し
、味
噌
汁

や
秋
刀
魚
を
焼
く
匂
い
が
廊
下
か
ら
寮
の

外
ま
で
流
れ
出
て
い
た
。（
中
略
）

　

ま
た
、昭
和
三
十
二
年
ご
ろ
、寮
北
側
の

広
場
を
整
地
し
て
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
ボ
ー
ル

投
げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
階
と
二
階

の
寮
生
の
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
野
球
試
合
に

青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
三
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
時
に

は
、近
隣
住
民
の
避
難
場
所
に
寮
を
解
放

し
、水
害
救
助
活
動
を
し
、近
所
の
人
々
か

ら
感
謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。ま
た
、近
隣

の
家
庭
か
ら
子
供
の
家
庭

教
師
を
頼
ま
れ
る
寮
生
も

多
く
、地
域
の
人
々
に
は
喜

ば
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
た

ど
っ
て
き
た
神
奈
川
大
学

清
輝
寮
に
入
寮
し
た
神
大

生
は
総
数
二
～
三
百
名
に

は
な
る
が
、今
回
の
総
会
で

住
所
が
判
明
し
た
卒
業
生

は
五
十
数
名
で
あ
る
。

　

日
本
全
国
か
ら
神
奈
川
大
学
に
集
ま
り
、

清
輝
寮
生
と
し
て
、戦
後
の
自
由
な
雰
囲
気

の
象
徴
の
よ
う
な
こ
の
清
輝
寮
の
同
じ
屋
根

に
下
で
、青
春
の
一
時
期
を
、共
に
学
び
、共
に

遊
び
、共
に
話
し
合
っ
た
こ
と
は
人
生
の
貴

重
な
経
験
で
あ
り
、素
晴
ら
し
い
宝
を
共
有

し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。（
中
略
）

　

設
立
総
会
に
お
い
て
、神
奈
川
大
学
の
武

笠
課
長
よ
り
神
大
の
発
展
し
て
き
た
現
在

の
素
晴
ら
し
い
説
明
が
あ
り
、そ
の
校
友
会

の
支
部
の
一
つ
と
し
て
清
輝
会
の
加
入
を

お
願
い
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。（
以
下
、略
）

清輝寮の玄関で　提供：神奈川大学資料編纂室

寮の大掃除をする寮生
提供：神奈川大学資料編纂室
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［
前
夜
祭
パ
レ
ー
ド
］

30
年
ぶ
り
の
伊
勢
佐
木
町
進
出 

―
六
角
橋
を
提
灯
行
列
―

　

創
立
記
念
大
学
祭
の
前
夜
祭
は
11
月
1

日
午
後
伊
勢
佐
木
町
パ
レ
ー
ド
と
六
角
橋

商
店
街
の
提
灯
行
列
か
ら
本
学
グ
ラ
ン
ド

の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
ま
で
延
々
5
時

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
伊
勢
佐
木
町

パ
レ
ー
ド
は
現
今
の
交
通
事
情
を
充
分
に

考
慮
し
て
所
轄
警
察
の
協
力
と
大
学
祭
実

行
委
員
会
の
統
制
の
も
と
整
然
と
行
わ
れ

た
。

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
日
頃
の
錬
磨

を
そ
の
ま
ま
に
、
汗
に
じ
む
ユ
ニ
ホ
ー
ム

や
道
着
姿
に
異
彩
を
放
つ
体
育
会
、
華
や

か
に
仮
装
し
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
文
化
部

会
、
研
究
の
一
部
を
披
露
す
る
法
経
学
部

会
、
肩
に
担
い
だ
模
型
も
軽
や
か
に
実
験

着
姿
の
工
学
部
会
、
そ
し
て
最
後
に
宮
面

寮
寮
生
に
よ
る
ダ
ル
マ
行
列
と
全
長
1
キ

ロ
に
も
の
ぼ
る
一
大
絵
巻
を
く
り
ひ
ろ
げ

た
。

　

繁
華
街
伊
勢
佐
木
町
に
く
り
出
さ
れ
た

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
行
き
通
る
人
々
は
足
を

止
め
、
店
先
の
店
員
の
微
笑
や
ビ
ル
の
窓

か
ら
も
起
こ
る
拍
手
は
、
こ
の
パ
レ
ー
ド

に
温
か
い
理
解
と
横
専
―
神
奈
川
大
学
と

伸
び
行
く
姿
を
た
た
え
る
如
く
で
あ
っ

た
。

　

先
導
車
上
の
統
制
委
員
長
の
指
揮
の
も

と
、
適
切
に
配
置
さ
れ
た
委
員
と
の
無
電

マ
イ
ク
が
パ
レ
ー
ド
を
整
然
と
円
滑
に
進

め
た
。
（
中
略
）

　

グ
ラ
ン
ド
に
着
い
て
労
を
ね
ぎ
ら
う
飯

田
学
生
部
長
と
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ

と
二
人
に
よ
っ
て
山
と
積
ま
れ
た
フ
ァ
イ

ア
ー
用
の
薪
に
点
火
さ
れ
た
瞬
間
千
余
の

特別クーポン
はこちら！

お近くの店舗
はこちら！

制服のご相談
はこちら！

学
生
の
い
ま
ま
で
じ
っ
と
押
さ
え
て
き
た

若
さ
と
情
熱
が
一
気
に
爆
発
し
、
打
ち
上

が
る
数
発
の
花
火
と
赤
々
と
夜
空
を
照
ら

し
て
燃
え
上
が
る
焔
が
青
春
の
血
を
い
や

が
上
に
も
湧
き
立
た
せ
た
。
お
ど
り
出
す

も
の
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
謳
う
も
の
、

部
旗
を
か
つ
い
で
走
り
出
す
一
団
等
々
。

（
以
下
、
略
）

創立34周年記念大学祭仮装行列（昭和37年）　提供：神奈川大学資料編纂室

◎
『
宮
陵
』
No
６
号
（
昭
和
38
年
1
月
発
行
）に
創
立
記
念
大
学
祭
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
（
編
集
部
）



留
学
生
や
地
域
の
外
国
人
と
の

交
流
を
促
進

　
神
奈
川
大
学
国
際
学
生
交
流
委
員
会
代
表

�

伊
海 

華
花
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私
た
ち
は
神
奈
川
大
学
国
際
学
生
交

流
委
員
会
、International Student 

C
om

m
unication A

ssociation

（ISCA

）で
す
。
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
拠
点
に
、
留
学
生
や
地
域
の

外
国
人
と
の
交
流
を
促
進
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ISCA

の
魅
力
は
、
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
異
文
化
理
解
を
深
め
ら

れ
る
こ
と
で
す
。
英
語
が
得
意
な
部
員

も
い
ま
す
が
、
多
く
の
部
員
は
英
語
を

学
び
な
が
ら
、
簡
単
な
日
本
語
や
学
校

生
活
で
習
得
し
た
英
語
を
活
用
し
て
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
と
他
国

の
文
化
や
価
値
観
を
共
有
し
、
多
く
の

人
々
と
つ
な
が
る
機
会
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
国
際
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
チ
ェ
コ

協
会
理
事
が
主
催
す
る
「
横
浜
中
欧

フ
ェ
ス
」
や
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
が
主
催

す
る
「K

A
N

A
FU

N

ま
つ
り
」
に
学

生
企
画
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
外
国
の
歴
史
紹

介
や
抹
茶
ア
ー
ト
、
華
道
な
ど
の
体
験

ブ
ー
ス
を
運
営
し
、
国
際
交
流
を
通
じ

て
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
貴
重
な

経
験
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
学
内
で
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
・
運

営
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
即
興

衣
装
制
作
に
よ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ン

ウ
ェ
イ
な
ど
を
実
施
し
、
参
加
者
全
員

が
楽
し
め
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。　

今
後
もISCA

は
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
国
際
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
宮
陵
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
、
ぜ

ひ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
招
待
や
ご
協
力

を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
一

緒
に
国
際
交
流
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
い
か
い
・
は
な
◎
国
際
文
化
交
流
学
科
３
年
）

課外活動課外活動

目
標
は
２
部
昇
格

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

主
将

町
田 

乃
綾

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
主
将
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
町
田
乃
綾
で
す
。

い
つ
も
多
く
の
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
季
の
目
標
は
、「
２
部
昇
格
」
で

す
。
昨
年
の
11
月
よ
り
、
新
た
に
小
笠

原
健
人
を
新
監
督
に
迎
え
、
日
々
目
標

に
向
け
て
精
進
し
て
お
り
ま
す
。
基
礎

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
技
術
の
向
上
だ
け
で

な
く
、
考
え
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

意
識
改
革
か
ら
、
チ
ー
ム
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
常
に
向
上

心
を
持
て
る
メ
ン
タ
ル
や
雰
囲
気
の
維

持
、
挑
戦
し
や
す
い
環
境
の
中
で
努
力

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
短
期
間

で
も
、
考
え
方
を
変
え
る
だ
け
で
勝
ち

に
こ
だ
わ
る
試
合
が
で
き
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
全
員
が
目
標
の
意
味
を
共
通

理
解
す
る
こ
と
で
、
目
の
前
の
試
合
に

集
中
し
て
チ
ー
ム
全
員
で
戦
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
た
ち
よ
り
格
上
チ
ー

ム
に
練
習
試
合
を
申
し
込
み
、
足
り
な

い
部
分
を
吸
収
し
、
強
化
し
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
目
標
を
達
成
し
、
さ
ら
に

成
長
し
た
姿
を
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ま

に
お
見
せ
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
ま
ち
だ
・
の
あ
◎
国
際
経
営
学
科
・
４
年
）



５
周
年
記
念

　
「
み
な
と
み
ら
い
祭
」は

本
年
11
月
実
施

　
み
な
と
み
ら
い
祭
実
行
委
員
会  

実
行
委
員
長

安
藤 

寛
乃

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
挑
戦
」

　
神
奈
川
大
学　
体
育
会
ゴ
ル
フ
部　
キ
ャ
プ
テ
ン

伊
藤 

翼
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平
素
よ
り
、
み
な
と
み
ら
い
祭
実
行

委
員
会
の
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご

理
解
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
た
ち
み
な
と
み
ら
い
祭
実
行

委
員
会
は
２
０
２
１
年
に
発
足
し
、
神

奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
「
み
な
と
み
ら

い
祭
」
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
団
体

で
す
。
現
在
１
６
３
名
が
在
籍
し
、
学

園
祭
の
企
画
・
運
営
に
加
え
、
新
入
生

歓
迎
会
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
11
月
開
催
し
た
第
４
回
み
な
と

み
ら
い
祭
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
さ
ん

や
コ
ロ
コ
ロ
チ
キ
チ
キ
ペ
ッ
パ
ー
ズ
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢
６
組
の
芸
人

さ
ん
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
Ｄ
Ｊ
プ

レ
イ
体
験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
。

ま
た
学
生
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
企
画
な
ど
幅
広
い
催
し
物
を
行
い
、

２
日
間
で
約
７
，
２
０
０
名
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
地

域
の
皆
さ
ま
、
協
賛
企
業
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
参
加
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

と
お
力
添
え
の
賜
物
で
す
。
改
め
て
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
11
月
１
日
（
土
）
と

２
日
（
日
）
に
は
、
記
念
す
べ
き
５
周

年
を
迎
え
る
第
５
回
み
な
と
み
ら
い
祭

を
開
催
し
ま
す
。テ
ー
マ
は「N

extopia

〜
み
な
と
、
羽
ば
た
く
新
た
な
時
代

へ
〜
」。
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
た
く
さ
ん

の
人
の
笑
顔
で
溢
れ
る
２
日
間
と
な
る

よ
う
実
行
委
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
み
な
と
み
ら
い
祭
実
行
委
員

会
の
活
動
に
何
卒
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
ん
ど
う
・
ひ
ろ
の
◎
国
際
経
営
学
科
３
年
）

課外活動課外活動

　

日
頃
よ
り
神
奈
川
大
学
体
育
会
ゴ
ル

フ
部
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
部
は
１
９
６
１
年
に
創
立
。

関
東
学
生
ゴ
ル
フ
連
盟
に
所
属
し
、

２
０
２
４
年
度
は
16
名
で
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
挑
戦
と
い
う
チ
ー
ム
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
部
活
動
を
通
じ
て
、

人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
一
人
ひ
と

り
が
役
割
を
担
い
、
責
任
感
を
持
っ
て

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
関
東

大
学
春
季
Ａ
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
戦
（
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
の
部
）
に
お
い
て
優
勝
を
果

た
し
、
目
標
と
し
て
い
た
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

へ
の
昇
格
を
達
成
し
ま
し
た
。
高
校
生

や
Ｏ
Ｂ
、
社
会
人
の
方
な
ど
を
お
招
き

し
て
自
分
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
交
流

戦
を
行
い
、
公
益
財
団
法
人
ジ
ュ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
ァ
ー
育
成
財
団
の
団
体
助
成
金

事
業
に
採
択
し
て
頂
く
な
ど
、
と
て
も

充
実
し
た
１
年
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
株
式
会
社
ゴ
ル
フ
ド
ゥ

様
、
株
式
会
社
ニ
チ
ボ
ウ
様
な
ど
の
ご

協
力
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
部
と
し
て
初
と

な
る
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
し
て
頂
く
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
リ
ー
グ
戦
で
の
優

勝
を
目
標
に
、
挑
戦
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
新
し
い
取
り
組
み
に

も
挑
戦
し
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
部
員
一
同
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
声

援
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
練
習
や
合
宿
、
大
会
の
様
子
を

Instagram

やtiktok

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
て
積
極
的
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
い
と
う
・
つ
ば
さ
◎
国
際
経
営
学
科
・
３
年
）
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ス
キ
ー
部
活
動
紹
介

　
ス
キ
ー
部 　

木
田 

悠
人

Ｅ
Ｓ
Ｓ
活
動
紹
介

神
奈
川
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｓ　

五
味 

咲
彩

　

日
頃
よ
り
神
奈
川
大
学
体
育
会
ス

キ
ー
部
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
神
奈
川
大
学
体
育
会
ス
キ
ー

部
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
創

立
さ
れ
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
日
本
学

生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
で
成
績
を
残
す

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。
弊
部
は
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

連
盟
に
所
属
し
、
男
子
は
３
部
、
女
子

は
２
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
や
周
辺
施
設
を
活
用
し
、
ウ
ェ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
身
体
作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
、
ア

ル
ペ
ン
チ
ー
ム
は
12
月
に
北
海
道
に
て

２
週
間
ほ
ど
の
雪
上
合
宿
を
行
い
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
感
覚
を
取
り
戻
し
な
が
ら

の
基
礎
練
習
を
中
心
に
練
習
を
行
い
ま

す
。
ま
た
ク
ロ
カ
ン
チ
ー
ム
も
合
宿
を

行
い
ま
す
。
12
月
後
半
か
ら
は
ア
ル
ペ

ン
、
ク
ロ
カ
ン
と
も
に
多
く
の
レ
ー
ス

が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
レ
ー
ス
に
も
出

場
し
て
い
ま
す
。
１
月
か
ら
は
各
自
が

イ
ン
カ
レ
で
結
果
を
残
す
た
め
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
構
成

は
、
ス
キ
ー
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
選
手

が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
選
手
も
所

属
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
カ
レ
で
は
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
や
ジ
ャ
ン
プ
競
技

　

日
頃
よ
り
神
奈
川
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｓ
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
、
１
９
４
７

（
昭
和
22
）
年
に
創
立
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
に
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
み

な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
活
動
拠
点
を

移
し
、
国
際
色
豊
か
な
環
境
で
活
動
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
規

模
を
持
つ
歴
史
の
長
い
部
活
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
部
員
数
が
減
少
し
一
時
は
廃

部
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
で
は
約
10
名
に
部
員
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
は
少
な
い
人
数
な
が
ら

も
、
週
に
１
、２
回
集
ま
り
デ
ィ
ベ
ー
ト

や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

も
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ア
ル
ペ
ン
競

技
以
外
の
選
手
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
日
々
の
活
動
の
様
子
はFacebook

やInstagram

に
て
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　

宮
陵
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
き
だ
・
ゆ
う
と
◎
２
０
２
５
年
国
際
経
営
学
科
卒
業
）

テ
ス
ト
の
運
営
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
よ

り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

顧
問
と
し
て
学
部
の
教
授
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
認
知
を
広
め
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
よ
り
活
動
範
囲
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
前
に
行
っ

て
い
た
外
国
人
へ
の
観
光
案
内
や
留
学

生
と
の
交
流
な
ど
新
た
な
も
の
も
加
え

て
い
き
た
い
で
す
。
私
た
ち
は
英
語
が
得

意
な
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
気
軽
に
英

語
に
触
れ
、
英
会
話
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
重
点
を

置
く
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
か
ら

こ
そ
学
生
た
ち
が
進
ん
で
学
べ
る
環
境

と
な
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
も
新
た
な
活
動
を
取
り
入
れ
な

が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
陵
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
ご
み
・
さ
あ
や
◎
英
語
英
文
学
科
・
４
年
）

課外活動課外活動

第98回全日本学生スキー選手権大会
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Ｌ
Ａ
仕
込
み
の
ジ
ャ
ズ
が
響
く
！

世
界
を
渡
っ
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
特
別
指
導

（
神
奈
川
大
学
総
務
部
校
友
課　

高
師
健
太
朗　

２
０
１
０
年
法
律
卒
）　

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト・作
曲
家
で
英
文
卒
の

M
asum
i 

Y
am
am
oto（
山
本
真
純
）

さ
ん
の
昨
年
6
月
の
凱
旋
コ
ン
サ
ー

ト
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
22
号
館
で
本
年
2
月
11
日
、

ジ
ャ
ズ
研
究
所
（
課
外
活
動
団
体
）

の
学
生
が
氏
か
ら
演
奏
技
術
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
＝
写
真
。

　

大
学
卒
業
後
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
M
asum
i Y
am
am
oto

さ
ん
は
、
音
楽
の
道
に
進
む
か
迷
っ
た
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
、
「
学
生
に
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
、
そ
し
て
演

奏
技
術
を
向
上
し
て
ほ
し
い
」
と
約
1
時

間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
現
、
数
曲
の
演

奏
を
交
え
な
が
ら
学
生
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
し
た
。
学
生
か
ら
は
、
リ
ズ
ム
の
取
り

方
に
つ
い
て
質
問
が
多
く
、
曲
ご
と
に
異

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
特
徴
を
説
明
。
実
演

を
交
え
な
が
ら
の
熱
心
な
指
導
を
行
っ

た
。
締
め
く
く
り
に
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲 

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
全
員
で
演
奏
。
プ
ロ

演
奏
家
と
の
共
演
で
、
学
生
た
ち
は
即
興

演
奏
の
楽
し
さ
や
ラ
イ
ブ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
た
よ

う
だ
。

　

演
奏
練
習
後
、
ド
イ
ツ
に
留
学
を
考
え

て
い
る
学
生
や
卒
業
を
控
え
た
学
生
か
ら

は
「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
と

の
向
き
合
い
方
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
。
自
身
の
海
外
経
験
を
も
と
に
、
音

楽
を
続
け
る
意
義
や
環
境
が
変
わ
っ
て
も

ジ
ャ
ズ
を
続
け
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
。
「
音
楽
を
続
け

る
道
は
一
つ
で
は
な
い
。
ど
ん
な
環
境
で

も
ジ
ャ
ズ
は
で
き
る
。
ま
ず
は
続
け
て
み

る
こ
と
」
と
語
り
、
学
生
た
ち
に
温
か
い

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

現
行
の
宮
陵
会
本
部
会
費
納
入
制
度（
正
会
員
登
録
）に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
は
、
神
奈
川
大
学
の
同
窓
会
組
織
の
正
式
名
称
で
す
。

卒
業
生
は
全
員
、
宮
陵
会
会
員
（
同
窓
生
）
と
な
り
ま
す
。

　
卒
業
生
の
会
員
に
は
、
正
会
員
と
普
通
会
員
の
二
つ
の
種
別
が
あ
り
ま
す
。

　（
一
）
正
会
員
は
、
住
所
が
判
明
し
て
お
り
（
宮
陵
会
本
部
に
登
録
さ
れ
て
お
り
）、
な
お
か
つ

会
費
を
納
入
し
て
い
る
卒
業
生
で
す
。
代
議
員
の
被
選
挙
権
・
選
挙
権
を
有
し
、

年
１
回
５
月
発
行
の
広
報
紙
『
宮
陵
』
の
ほ
か
、
８
月
と
12
月
の
２
回
発
行
の
広
報
紙

『
宮
陵
会
報
』
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

　（
二
）普
通
会
員
は
、正
会
員
以
外
の
卒
業
生（
住
所
不
明
や
宮
陵
会
本
部
会
費
未
納
の
卒
業
生
）

で
す
。

普
通
会
員
が
正
会
員
登
録
す
る
に
は
、
名
前
（
卒
業
時
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
卒
業
時
の
氏
名
も
）、
卒
業
年
月
、
卒
業
学
部
・
学
科
、
生
年
月
日
、
日
中
連
絡
の
取

れ
る
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
、
宮
陵
会
本
部
事
務
局
へ
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送

な
ど
い
ず
れ
か
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

正
会
員
の
登
録
会
費
は
次
の
通
り
で
す
。

❶
年
会
費  

３
千
円
を
毎
年
納
入
❷
基
本
会
費  

３
万
円
を
一
括
納
入
（
20
年
間
有
効
）

❸
維
持
会
費  

基
本
会
費
を
納
入
後
21
年
目
以
降
は
▽
５
年
分
（
１
万
円
、
一
括
納
入
）

▽
10
年
分（
２
万
円
、同
）▽
15
年
分（
３
万
円
、同
）❹
終
身
会
費  

９
万
円
を
一
括
納
入
。

以
後
の
会
費
は
納
入
不
要
。

【問い合わせ先】
一般社団法人神奈川大学宮陵会本部事務局

【メール】
kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

【電　話】
045－481－5661　内線 2451

【ファクス】
045－413－0791

【所在地】
〒221－0802
横浜市神奈川区六角橋３－27－１
（神奈川大学横浜キャンパス 30 号館）



KYU-RYO　58

た
翌
日
の
中
日
ス
ポ
ー
ツ
を
読
む
の
は
本

当
に
嬉
し
い
が
、
そ
ん
な
日
が
こ
こ
10
年

以
上
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
で

は
中
日
フ
ァ
ン
が
多
く
、
普
通
で
あ
る
が
、

他
地
域
で
中
日
フ
ァ
ン
と
い
う
と
あ
の
名

古
屋
の
弱
小
チ
ー
ム
か
と
さ
げ
ず
ま
れ
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
て
き
ま
す
。

　

三
年
連
続
最
下
位
で
、
こ
こ
10
年
間
の

ト
ー
タ
ル
で
も
最
下
位
。
落
合
博
満
監
督

時
代
の
黄
金
期
が
本
当
に
懐
か
し
い
。
中

日
新
聞
社
は
、
新
聞
購
読
者
が
減
っ
て
お

り
、
資
金
力
が
乏
し
く
、
補
強
に
お
金
を

か
け
ら
れ
な
い
の
も
低
迷
の
大
き
な
要
因

で
は
あ
る
。

　

昨
年
で
中
日
を
退
団
し
た
主
力
選
手
は

多
々
い
る
。
大
き
な
戦
力
補
強
も
な
く
、

多
大
な
期
待
は
で
き
な
い
が
、
最
下
位

だ
け
は
脱
出
し
て
欲
し
い
。
中
日
に
詳
し

く
な
い
方
は
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
平
成
19
年
は
Ｃ
Ｓ
か
ら
勝
ち
上
が
り
、

シ
ー
ズ
ン
２
位
か
ら
日
本
一
に
な
り
ま
し

た
。
が
、
真
の
日
本
一
に
は
昭
和
29
年
か

ら
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
歴
史
を
さ

か
の
ぼ
れ
ば
決
し
て
弱
い
チ
ー
ム
で
は
な

く
、
通
算
成
績
で
２
０
０
強
の
貯
金
が
あ

り
ま
す
。
が
、
貯
金
を
ど
ん
ど
ん
く
い
つ

ぶ
し
て
い
ま
す
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

愛
知
県
　
大
洲　

守
生（
67
歳
）

1
9
8
3（
昭
和
58
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

い
つ
ま
で
も
…
ね

 

和
歌
山
県
　
岡
村　

光
惟（
88
歳
）

1
9
6
1（
昭
和
36
）年
法
経
学
部
法
学
科
卒
業

退
職
の
節
目
に

 

神
奈
川
県
　
鈴
木　
　

誠（
66
歳
）

１
９
８
２（
昭
和
57
）年
外
国
語
学
部
英
語
英
文
学
科
卒
業

　

プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
、
結
果
に
一
喜
一

憂
し
て
い
る
方
は
多
い
と
思
う
。
神
奈
川

大
学
の
卒
業
生
は
約
24
万
人
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
中
日
フ
ァ
ン
の
卒
業
生
は
非
常

に
少
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
愛
知
、

岐
阜
、
三
重
の
卒
業
生
は
そ
ん
な
に
多
く

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

大
学
時
代
、
ど
こ
の
フ
ァ
ン
と
聞
か
れ
、

即
座
に
私
は
中
日
フ
ァ
ン
と
答
え
、
怪け

訝げ
ん

な
顔
を
さ
れ
た
の
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
す
。
愛
知
県
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
は
中

日
放
送
一
辺
倒
で
、
自
然
に
中
日
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
し
ま
う
地
域
で
す
、
私
は
大
学

在
籍
時
、
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
読
し

て
い
た
。
そ
の
東
京
中
日
ス
ポ
ー
ツ
も
今

年
一
月
で
休
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

横
浜
で
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
中
日
情

報
は
本
当
に
乏
し
か
っ
た
。
現
在
は
ス
マ

ホ
が
あ
り
、
状
況
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
愛
知
県
在
住
な
の
で
機
関
紙
「
中

日
ス
ポ
ー
ツ
」を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
勝
っ

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は61頁） 卒

業
生
の

声

　

歳
末
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
豪

華
で
美
し
く
飾
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
商
品
・

正
月
商
品
を
見
な
が
ら
店
内
を
流
れ
る
音

楽
に
浮
か
れ
て
買
い
物
中
、
ふ
と
振
り
返

り
家
内
に
「
き
れ
い
だ
ね
…
」
っ
て
声
を

掛
け
た
。「
あ
ら
、
久
し
ぶ
り
の
お
言
葉

で
恥
ず
か
し
い
…
」、
身
体
を
抓つ
ね

る
痛
さ

を
感
じ
た
。

　

昨
年
３
月
末
に
完
全
退
職
し
ま
し
た
。

１
９
８
２
年
に
英
語
科
教
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
中
学
校
に
は
４
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
そ
の
３
年
目
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

夏
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
リ
バ
ー
サ
イ
ド

市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
現
地
の
大
学

で
英
語
圏
以
外
の
教
師
た
ち
と
共
に
英
語

教
授
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
研
修
を
し
ま
し
た
。
刺
激
的
な
体
験
で

し
た
。
秋
に
は
担
任
し
た
ク
ラ
ス
が
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
ま
た
通
勤
に
使
っ

て
い
た
自
転
車
が
盗
難
に
遭
っ
た
時
に

は
、
突
然
、
生
徒
た
ち
か
ら
新
し
い
自
転

車
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。

教
職
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

生
徒
と
の
交
流
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
高
校
に
異
動
し
て
２
校
目
で

の
こ
と
。
卒
業
生
が
箱
根
駅
伝
に
出
場
。

翌
年
に
神
大
が
優
勝
し
ま
し
た
。
駅
伝
が

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
妻
の
大
学
も
箱

根
駅
伝
の
常
連
で
、
駅
伝
の
日
は
近
く
の

沿
道
で
家
族
総
出
の
応
援
を
す
る
こ
と
が

年
中
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
前
の
７
年
間
は
管
理
職
と
し

て
学
校
運
営
に
携
わ
り
、
地
元
の
高
校
で

退
職
し
ま
し
た
。
神
大
を
卒
業
し
て
あ
っ

と
い
う
間
の
42
年
で
す
。
大
学
は
多
く
の

も
の
を
つ
な
い
で
く
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で

お
世
話
に
な
っ
た
小
泉
教
授
に
は
、「
学

問
は
一
生
の
楽
し
み
」
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
教
員
時
代
の
座
右
の
銘
で
す
。

大
学
教
員
の
息
子
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
に
５
年
間
在
学
し
て
い
た
の

で
す
が
、
同
期
や
ゼ
ミ
の
仲
間
、
ま
た
困

難
な
時
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
友
人
に
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
神
大
が
縁
で

時
を
重
ね
た
友
人
た
ち
で
す
。
大
学
が
く

れ
た
豊
か
な
時
は
尽
き
ま
せ
ん
。
人
生
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
し
っ
か
り
つ
な
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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昭
和
40
年
代
の
名
物
教
授

広
島
県
　
中
村　

利
夫（
77
歳
）

1
9
7
1（
昭
和
46
）年
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

旅+

サ
ル
サ+

ス
ペ
イ
ン
語
。

た
ま
に
ワ
イ
ン

神
奈
川
県
　
吉
持　

真
葵（
42
歳
）

２
０
０
５（
平
成
17
）年

外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業

　

神
大
で
の
４
年
間
（
昭
和
42
年
か
ら
46

年
）
に
講
義
を
受
け
た
名
物
教
授
等
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

◇
富
山
講
師
（
国
語
）

　

老
練
で
、
文
学
者
た
る
風
格
が
あ
っ

た
。
地
方
出
身
の
学
生
お
よ
び
横
浜
、

東
京
出
身
の
学
生
（
こ
の
場
合
は
、
親

や
親
族
が
地
方
出
身
が
該
当
）
の
出
身

地
の
方
言
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
が
あ
っ
た
。
講
義
で
、
数
例
の
方
言

の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
私
（
東

京
出
身
）
の
親
の
、
山
梨
弁
「
そ
う
ず

ら
」（
そ
う
だ
ろ
う
）の
紹
介
も
あ
っ
て
、

面
白
可
笑
し
か
っ
た
。

◇
杉
本
教
授
（
物
理
学
）

　

髪
を
な
び
か
せ
、
颯さ
っ

爽そ
う

た
る
風
格
が

あ
っ
た
。
い
つ
も
登
山
靴
の
よ
う
な
靴

を
履
い
て
、
動
き
回
っ
て
い
た
。
講
義

時
間
が
来
る
と
、
ド
ア
に
鍵
を
か
け
、

遅
刻
者
を
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
講
義

が
１
限
目
に
当
る
と
東
京
か
ら
の
通
学

は
相
当
き
つ
い
思
い
出
が
あ
る
。
講
義

は
、
理
路
整
然
と
し
て
、
楽
し
く
、
物

理
学
に
、
興
味
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
。

◇
杉
浦
教
授
（
数
学
）

　

親
し
み
が
あ
り
、
達
磨
た
る
風
格
が

あ
っ
た
。
講
義
は
、
至
っ
て
簡
単
平
易

で
、
理
解
に
苦
し
む
こ
と
が
無
く
、
学

生
は
欠
席
を
し
な
か
っ
た
。
数
学
は
、

難
し
い
学
問
で
は
な
い
こ
と
を
思
い

知
っ
た
。

◇
浜
野
教
授
（
物
理
化
学
）

　

紳
士
で
、
理
知
た
る
風
格
が
あ
っ

た
。
講
義
は
、
出
席
を
取
ら
な
く
、
理

論
化
学
を
淡
々
と
押
し
進
め
、
進
行
が

速
か
っ
た
。
試
験
は
80
分
、
１
６
０
点

で
出
題
さ
れ
、
問
題
を
選
択
し
て
、
難

問
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

研
究
室
に
入
る
条
件
の
説
明
が
あ
り
、

酒
を
嗜た
し
なむ
こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
っ

た
。
私
は
、
こ
の
物
理
化
学
研
究
室
に

入
り
、
写
真
化
学
お
よ
び
光
化
学
に
つ

い
て
研
究
を
行
っ
た
。
研
究
室
の
ド
ア

に
仕
掛
け
を
し
て
、入
る
な
り
、シ
ャ
ッ

タ
ー
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
作
動
し
、
写
真

が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
、
皆
で
騒
い
で

楽
し
ん
だ
。

　
「
な
ん
て
ひ
ど
い
！
」。
ト
マ
ト
の
よ
う

に
真
っ
赤
な
顔
で
怒
鳴
り
続
け
る
教
授
の

ク
ラ
ス
が
、
私
が
受
け
た
人
生
初
の
ス
ペ

イ
ン
語
授
業
。
…
げ
、
こ
こ
で
４
年
？ 

そ

ん
な
不
安
を
拭
う
よ
う
に
、
個
性
豊
か
な

先
生
方
か
ら
教
わ
る
ス
ペ
イ
ン
語
に
私
は

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
授
業
が
な
い
日
も

先
生
を
訪
ね
た
。

　

卒
業
後
は
都
内
で
勤
め
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
ド
バ

イ
、
米
フ
ロ
リ
ダ
州
で
各
数
年
、
日
本
と

行
き
来
し
な
が
ら
働
き
、
ス
ペ
イ
ン
語
は

頭
の
隅
で
す
っ
か
り
熟
睡
。
た
ま
に
叩た
た
きき

起
こ
す
く
ら
い
で
、
ど
こ
か
物
足
り
な
さ

を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
。
ス
ペ

イ
ン
語
に
夢
中
に
な
る
き
っ
か
け
を
く
れ

た
先
生
と
９
年
ぶ
り
に
繋つ
な

が
り
、
数
カ
月

間
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
も
ら
っ

た
。
日
々
甦
よ
み
が
える

ス
ペ
イ
ン
語
の
心
地
よ
さ

に
、
ま
た
深
め
た
い
と
思
っ
た
。

　

23
年
、
南
米
各
地
を
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
し

な
が
ら
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
旅
に
出

た
。
言
語
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
以
上
に

自
分
の
「
普
通
」
と
異
な
る
環
境
で
働
き
、

い
つ
も
の
市
場
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
お
買

い
物
、
そ
の
土
地
の
リ
ズ
ム
で
住
む
よ
う

な
旅
は
、
吸
収
し
た
い
事
ば
か
り
。
必
死

な
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
。
自
分
の
欠
点
や

未
経
験
の
分
野
、
触
れ
ず
に
い
た
怖
さ
に

向
き
合
う
チ
ャ
ン
ス
の
連
続
は
「
な
ん
と

か
な
る
し
、
な
ん
と
か
で
き
る
」。
心
の

柔
軟
性
が
身
に
つ
い
た
。

　

直
近
の
旅
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
ボ
リ
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
へ
10
カ
月
。
国
籍
豊
か
な
人
々
と

の
出
会
い
は
、「
な
い
」
か
ら
創
り
出
す

楽
し
さ
、「
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
」
を
緩
め

る
大
切
さ
、
私
た
ち
み
ん
な
違
う
け
れ
ど
、

心
に
響
く
こ
と
は
意
外
と
一
緒
。
そ
ん
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
言
葉
が
通
じ
な

い
場
所
で
は
、
ま
た
別
の
先
生
が
新
聞
記

事
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
た
サ
ル
サ
（
ダ

ン
ス
）
が
会
話
手
段
。
サ
ソ
リ
や
毒
蛇
が

い
る
生
活
、
標
高
４
０
０
０
㍍
の
村
で
出

席
し
た
結
婚
式
、
約
1
カ
月
の
入
院
生
活

な
ど
、
何
十
年
分
を
生
き
た
よ
う
な
時
間

だ
っ
た
。

　

振
り
返
る
と
、
い
ま
の
私
を
表
す
ワ
ー

ド
は
す
べ
て
、
神
大
か
ら
の
贈
り
物
。
こ

の
贈
り
物
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
時
間
を

豊
か
に
、
そ
し
て
旅
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
小

さ
く
な
る
こ
の
広
い
世
界
と
、
も
っ
と
結

び
付
け
て
く
れ
る
は
ず
。
あ
の
ト
マ
ト
教

授
の
著
書
を
、
チ
リ
の
田
舎
の
古
い
本
棚

で
見
つ
け
た
よ
う
に
。
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希　

望

 

兵
庫
県
　
田
上　

富
信（
84
歳
）

1
9
6
6（
昭
和
41
）年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

（
１
）
私
が
神
奈
川
大
学
に
入
学
し
た
の

は
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
の
春
で
あ
っ

た
。
当
時
は
創
立
者
の
米
田
吉
盛
氏
が
存

命
で
理
事
長
兼
学
長
の
時
代
で
あ
っ
た
。

他
に
希
望
す
る
幾
つ
か
の
大
学
を
受
験
し

た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
不
本
意
入
学
で

あ
っ
た
。
給
費
制
入
試
が
あ
る
こ
と
は
、

入
学
後
に
初
め
て
知
っ
た
。
お
陰
で
、
九

州
で
農
業
を
営
む
実
家
に
多
大
の
出
費
を

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
。

　

当
時
の
法
経
学
部
法
学
科
の
講
義
は
、

実
に
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
著
書
や

講
義
ノ
ー
ト
を
棒
読
み
す
る
だ
け
の
教

師
、
無
断
で
休
講
す
る
教
師
、
自
慢
話
に

大
半
を
費
や
す
教
師
な
ど
で
あ
る
。
学
生

に
よ
る
授
業
評
価
制
度
が
な
か
っ
た
時
代

で
あ
る
か
ら
文
句
が
い
え
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
私
は
、
下
宿
の
近
く
に
あ
る
図
書
館

に
籠
る
日
々
が
多
く
な
っ
た
。
ゼ
ミ
は
児

玉
敏
教
授
の
民
法
を
選
ん
だ
。
ゼ
ミ
の
テ

キ
ス
ト
は
、
川
島
武
宜
氏
の
著
書
『
所
有

権
法
の
理
論
』
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は

難
解
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
マ
ル
キ
シ
ズ

ム
を
学
ん
だ
の
が
収
穫
で
あ
っ
た
。
私
が

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、

当
時
の
旧
ソ
連
の
存
在
と
大
学
紛
争
が
背

景
に
あ
る
。

（
２
）
大
学
四
年
生
に
な
り
、
就
職
を
考

え
る
時
期
に
な
っ
た
。
大
手
の
企
業
か
ら

は
相
手
に
さ
れ
ず
、
た
ま
た
ま
受
け
た
国

家
公
務
員
上
級
試
験
に
合
格
し
た
。
建
設

省
（
現
国
土
交
通
省
）
に
内
定
し
た
が
、

政
府
関
係
者
か
ら
『
君
の
出
身
大
学
で

は
、
せ
い
ぜ
い
地
方
局
の
課
長
止
ま
り
だ

な
』
と
い
わ
れ
、
官
僚
に
な
る
希
望
を
打

ち
砕
か
れ
た
。
そ
こ
で
ゼ
ミ
の
先
生
の
勧

め
も
あ
り
、
大
学
院
に
い
く
こ
と
を
決
め
、

内
定
を
辞
退
し
た
。
当
時
学
部
に
は
大
学

院
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
神
戸
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
に
進
学
し
た
。
こ
こ

で
も
学
歴
差
別
を
受
け
た
が
、
指
導
教
授

で
あ
っ
た
西
原
道
雄
先
生
の
次
の
言
葉
に

希
望
を
見
い
だ
し
た
。［
学
者
は
書
い
た

も
の
、
言
っ
た
こ
と
で
評
価
さ
れ
る
。
学

歴
は
関
係
な
い
］
と
。
私
は
こ
の
言
葉
を

指
針
と
し
て
、
海
外
を
含
め
て
懸
命
に
勉

強
し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
た
の
か
、
鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
で
民
法
の
教
師
と
し

て
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
、
民

法
学
者
と
し
て
歩
む
こ
と
に
な
る
。
鹿
児

島
大
学
で
の
論
文
と
学
会
報
告
が
評
価
さ

れ
、
関
西
学
院
大
学
か
ら
愛
知
学
院
大
学

へ
と
職
歴
を
重
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

（
3
）
大
学
時
代
は
恋
に
つ
ま
ず
い
て
い
た

が
、
今
は
段
差
に
つ
ま
ず
く
年
頃
に
な
っ
て

い
る
。
気
が
向
い
た
と
き
、
下
手
な
ス
ケ
ッ

チ
を
し
て
時
間
を
潰
し
て
い
る
（
掲
載
し
た

の
は
明
石
海
大
橋
）。
時
折
、
児
玉
先
生
が

お
気
に
入
り
だ
っ
た
岸
洋
子
の[

希
望]

と

い
う
名
の
唄
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
研
究
の
素
地
を
与
え
て
く

れ
た
神
奈
川
大
学
は
創
立
１
０
０
年
周
年

に
向
け
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
つ
つ

あ
り
、
私
の
在
学
時
代
と
は
隔
世
の
感
が

す
る
。
願
わ
く
は
、
同
時
に
学
生
に
希
望

を
与
え
る
大
学
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
、
私
の
苦
い
経
験
か
ら
、
今
い
え

る
こ
と
で
あ
る
。

（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
叙
勲
に
よ
り
瑞
宝
章
受
章
）

■
宮
陵
会
主
催

「
春
の
講
演
会
」

▽
テ
ー
マ

「
君
た
ち
は

ど
う
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
か
」

▽
日　

時　

5
月
28
日
（
水
）

午
後
3
時
か
ら

（
午
後
2
時
半
開
場
）

▽
会　

場
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
館

（
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
30
号
館
）

地
下
1
階
会
議
室

入
場
無
料

▽
対
談
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
予
定
）

山
本
正
樹
さ
ん

　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
経
済

学
部
経
済
学
科
卒
業
。
株
式
会

社
理
想
経
営
代
表
取
締
役

＊『
宮
陵
』No 

71
号（
22
年
7
月
発
行
）

「
活
躍
す
る
卒
業
生
」
欄
で
紹
介
。
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塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
当
時
読
ん
だ
本
が
、

当
時
の
ラ
ベ
ル
の
ま
ま
に
保
管
さ
れ

て
い
て
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

（
山
形
県
、
16
年
国
経
卒
）

・
高
齢
先
輩
の
元
気
な
文
章
に
感
動
し

て
い
ま
す
。�

（
福
島
県
、
73
年
法
律
卒
）

・
大
貫
美
波
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活

躍
し
て
い
る
の
に
感
動
し
ま
し
た
。

�

（
愛
知
県
、
78
年
法
律
卒
）

・
「
卒
業
生
の
声
」
が
良
か
っ
た
。
老

い
を
感
じ
さ
せ
な
い
迫
力
に
感
激
。

（
福
島
県
、
73
年
法
律
卒
）

・
毎
回
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
卒

業
し
た
息
子
は
横
浜
で
仕
事
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
の
活
躍
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
卒
業
生
、
現
役

生
に
「
幸
あ
れ
！
」

�

（
福
岡
県
、
23
年
国
経
卒
の
母
）

・
箱
根
駅
伝
応
援
ガ
イ
ド
は
大
変
助
か

り
ま
す
。�

（
東
京
都
、
14
年
自
行
卒
）

・
音
楽
祭
が
行
わ
れ
た
と
は
。
近
く

に
住
ん
で
い
た
ら
行
き
た
か
っ
た
。

�

（
茨
城
県
、
04
年
貿
易
卒
）

・
「
卒
業
生
の
声
」
を
い
つ
も
興
味
深

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
東
京
都
、
81
年
電
気
卒
）

・
ま
さ
か
大
学
で
ホ
ッ
プ
栽
培
、
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
る
と

は
驚
き
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル
も
港
町

ヨ
コ
ハ
マ
ら
し
く
飲
ん
で
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。（
静
岡
県
、06
年
法
律
卒
）

・
久
保
清
治
会
長
の
「
湖
で
泳
ぐ
こ

と
勿
れ
！
」
は
強
く
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
55
年
も
前
の
出
来
ご
と

で
す
が
、
現
在
で
も
説
得
力
が
あ

り
人
生
の
示
唆
を
感
じ
ま
す
。

（
香
川
県
、
71
年
法
学
卒
）

・
函
館
宮
陵

会
総
会
を

興
味
深
く

拝
見
。
鉄
道

会
社
の
社

長
が
神
大

Ｏ
Ｂ
と
知

り
、
全
国
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
Ｏ
Ｂ
の
活
躍

を
知
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
い
で
す
。

神
奈
川
県
、
97
年
法
律
卒
）

・
臨
時
列
車
を
貸
し
切
っ
た
総
会
、
初

め
て
聞
き
ま
し
た
。
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
平

・
久
保
会
長
の
文
章
は
貴
重
な
話
し
で

し
た
。
カ
イ
ザ
ー
先
生
は
茅
ヶ
崎
だ
っ

た
の
で
お
目
に
か
か
り
た
か
っ
た
。

�

（
神
奈
川
県
、
06
年
応
化
卒
）

・
年
齢
を
重
ね
る
と
、
良
い
に
つ
け
悪

い
に
つ
け
青
春
時
代
を
思
い
出
す
余

裕
が
生
ま
れ
る
。

�

（
静
岡
県
、
71
年
法
律
卒
）

・
白
井
さ
ん
の
記
事
に
は
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。（
埼
玉
県
、
06
年
応
化
卒
）

・
分
野
が
違
い
ま
す
が
、
音
楽
祭
で

の
苦
労
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。
臨

時
列
車
で
の
総
会
は
ユ
ニ
ー
ク
で
興

味
を
持
っ
て
読
み
ま
し
た
。
武
笠

さ
ん
の
写
真
の
美
し
さ
に
は
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
卒
業
生
の
生
き
方
、

ご
苦
労
は
参
考
に
な
っ
た
。

�

（
香
川
県
、
68
年
法
律
卒
）

・
「
卒
業
生
の
声
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
姿
勢
に
、
感
銘
。
私
も
負
け
て
い

ら
れ
な
い
。（
沖
縄
県
、
21
年
博
前
修
了
）

読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た  

昨
年
昨
年
1212
月
発
行

月
発
行『
宮
陵
会
報
』

『
宮
陵
会
報
』

（（
NoNo  

11
１
９
号
）

１
９
号
）  

の
感
想
で
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

の
感
想
で
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

編集に携わる編集に携わる
私たち広報委員も私たち広報委員も
大変励まされます大変励まされます

▽
発
　
行
　
25
（
令
和
７
）
年
８
月
中
旬

▽
体
　
裁
　
Ａ
４
判
、
16
ペ
ー
ジ
（
予
定
）

▽
部
　
数
　
１
２
０
，
０
０
０
部

▽
字
　
数
　
６
０
０
字
ぐ
ら
い
。

▽
テ
ー
マ
　
自
由
（
原
稿
は
一
部
手
直
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▽
送
付
先
　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
卒
業
年
・
学
科

連
絡
先
〈
原
稿
確
認
の
た
め
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
も
）〉
を
明
記
し
、

郵
送
　
〒
２
２
１
ー
０
８
０
２
　
横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３
ー
27
ー
１

ま
た
は
メ
ー
ル
（kyuryou-kohou@

kanagaw
a-u.ac.jp

）
で

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
会
報
１
２
０
号
」
係

▽
締
め
切
り
　
25（
令
和
７
）年
６
月
13
日
（
金
）。
掲
載
分
に
は
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

『
宮
陵
会
報
』

　
　（
No 

１
２
０
号
）へ
の

編
集
だ
よ
り

　同
窓
会
広
報
誌
『
宮
陵
』
や
『
宮
陵
会
報
』
は
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
く
卒
業
生
や
関
係
者
に
励
ま
さ
れ
、
元
気
づ
け

ら
れ
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。

　同
窓
会
広
報
誌
は
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

卒
業
生
の
連
帯
感
や
交
流
の
深
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
へ
の
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら「
待

た
れ
る
広
報
誌
」「
保
存
さ
れ
る
広
報
誌
」
を
目
指
し
ま
す
。

読
み
応
え
の
あ
る
内
容
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い
。宮

陵
会
副
会
長
・
広
報
委
員
会
委
員
長

　原 

柳
作

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
賞

　
　品
〉

①
Ｋ
Ｕ
ロ
ゴ
入
り
宮
陵
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ク
タ
イ
（
１
０
０
％

シ
ル
ク
）
／
５
名

②
神
奈
川
大
学
箱
根
保
養
所
１
泊
２
食
付
ペ
ア
宿
泊
券
／
３
名

〈
応
募
方
法
〉

　
ご
希
望
の
方
は
、は
が
き
に
希
望
の
賞
品
（
①
か
②
）、名
前
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
（
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）、

卒
業
年・学
科
、今
号
『
宮
陵
』（
No. 

74
号
）
の
感
想
を
書
い
て
、

〒
２
２
１-

０
８
０
２ 

横
浜
市
神
奈
川
区
六
角
橋
３-

27-

1

神
奈
川
大
学
宮
陵
会
「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉

   

25（
令
和
７
）
年
６
月
13
日
（
金
）＝
消
印
有
効
。
当
選
者
（
抽

選
）
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送（
７
月
上
旬
）を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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横
浜
専
門
学
校
校
歌

作
詞　

土
井　

晩
翠

作
曲　

岡
野　

貞
一

一
、
近
代
日
本
の
文
化
の
曙
光

初
め
て
ま
ば
ゆ
く
照
し
ゝ
港

港
に
基
お
く
我
等
の
母
校

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

二
、
基
は
新
た
の
昭
和
の
御
代
に

 

四
海
の
思
潮
の
寄
せ
く
る
時
に

経
世
実
用
め
あ
て
と
な
し
て

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

三
、
狂
と
暗
と
は
暫
し
の
悩
み

正
義
は
世
界
の
力
の
本
と

信
じ
て
勉
む
る
健
児
の
や
ど
り

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

四
、
祖
国
の
誉
れ
と
世
界
の
平
和

目
指
し
て
日
に
日
に
希
望
に
み
ち
て

向
上
無
窮
の
使
命
に
進
む

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

神
奈
川
大
学
校
歌

作
詞　

神
保
光
太
郎

作
曲　

高
田　

三
郎

一
、
岩
を
う
ち　

と
ど
ろ
に
返
す

真
白
な
る　

波
の
ゆ
く
え
よ

あ
け
そ
め
し　

日
本
の
未
来

湧
き
お
こ
る　

あ
か
つ
き
の
歌

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

二
、
空
あ
お
く　

涯
て
な
く
あ
お
く

船
は
航
く　

遠
き
わ
だ
つ
み

ひ
と
す
じ
の　

真
理
の
潮
路

相
寄
り
て
今
日
も
究
め
ん

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

 

三
、
丘
に
立
ち　

祖
国
を
想
う

混
沌
の　

雲
の
ゆ
き
か
い

日
に
烈
し　

ほ
の
ほ
の
決
意

あ
た
ら
し
き　

歴
史
の
朝
よ

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学
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2025年度定時総会を下記の日程で開催いたします。
定時総会は、2024年度に実施しました代議員選挙で選出された代議員(社員)をもって行います。
代議員の方には、別途ご通知申し上げます。
正会員は、定時総会を傍聴することができます。
詳細につきましては、5月中旬以降に宮陵会のホームページに掲載いたしますので、最新情報をご確認ください。
傍聴を希望される正会員の方は、卒業年次・学科、氏名、住所、電話・FAX 番号等をご記入のうえ、定時総会傍聴希望と記載して、E-mail 、
FAXもしくは郵便にて5月30日(金 )までにご連絡ください。
なお、定時総会終了後に懇親会を行いますので、ご参加の場合はその旨をあわせて記載のうえ、会費として2,000円をご用意願います。
66頁「卒業生情報登録・変更申請書」の用紙をご利用いただいても結構です。

2025年度　定時総会の開催について

事務局よりのお願い

記
日　　　時　2025年 6月 14日 ( 土 )　午後 2時
場　　　所　神奈川大学　横浜キャンパス　3 号館 3-305 講堂　(予定 )　
報 告 事 項　①2024年度(2024年4月1日から2025年3月31日まで)事業報告

②2025年度(2025年4月1日から2026年3月31日まで）事業計画及び予算
決 議 事 項　第1号議案　2024年度(2024年4月1日から2025年3月31日まで)決算承認の件

第２号議案　役員(理事20名、監事3名)選任の件

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

原
和 知
木 内
萩 谷
大 塚
中 山

柳 作
親 裕
好 信
恵里子
順 子
幾 雄

（1971・昭 46 英文）
（1988・昭 63 貿易）
（1981・昭 56 Ⅱ法律）
（1981・昭 56 法律）
（1984・昭 59 経済）
（1988・昭 63 法律）

宮 陵　第74 号（2025 年）
発　行　2025（令和7）年４月30日
発行所　一般社団法人神奈川大学宮陵会

〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋3-27- 1
　　　　　　　　　　　　　神奈川大学内
電 話　045 - 481- 5661
FAX　045 - 413 -0791
E-mail kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

編　集　一般社団法人神奈川大学宮陵会広報委員会

広 告 索 引

株式会社AOKI …… 表紙裏,53
神奈川大学生活協同組合 … 45,65
株式会社KUパートナーズ …… 51

株式会社ディーエムエス…… 62
大和ハウス工業株式会社……裏表紙

一般社団法人神奈川大学宮陵会ホームページのご案内

登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更が
あれば、ご連絡をお願い申し上げます。
①神奈川大学ホームページ
(https://www.kanagawa-u.ac.jp/)

   ⇒  卒業生情報登録・変更のご案内
②郵送・FAX等
　64頁の「卒業生情報登録・変更申請書」に必要事項をご記
入のうえ、宮陵会事務局までお送りください。

③E-mail
　E-mail でも住所等の変更が可能です。
※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報
の重要性を深く認識し、「学校法人神奈川大学プライバシー
ポリシー」に従い適正な保護管理に努めます。

県民功労、大臣表彰、褒章、叙勲等をうけられた会員の方が
ございましたら、事務局までお知らせください。

住所等の変更について住所等の変更について

地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

一般社団法人神奈川大学宮陵会ではホーム
ページを開設しています。
各地域組織等のホームページへもリンクしてい
ますので、是非一度アクセスしてみてください。

神奈川大学4年次生及び保護者の皆様
2024 年度ご卒業の皆様

　一般社団法人神奈川大学宮陵会は、神奈川大学の卒業生を
会員とし、在学生を準会員とする同窓会組織です。
　今回は、宮陵会（同窓会）へのご理解を深めていただきたく、
広報誌『宮陵』（No.7４）をお届けいたしました。
　宮陵会は横浜キャンパス（30号館）に本部を設置し、北海道から
沖縄県までの都道府県、海外、職域、同期、同好等で構成され
た地域組織 (24 頁参照 ) が活動しています。
　また、奨学金の給付、卒業祝賀会の共催、課外活動への援助等、
大学や在学生との繋がりも大切にしています。
　卒業後は是非とも、宮陵会の活動に積極的にご参加ください。

2024 年度ご卒業の皆様

　ご卒業おめでとうございます。
　今回の発送に際しましては『卒業証書・学位記受領書』兼『最
終進路確認票』兼『卒業生調査』の情報は反映が間に合いませ
んので、保護者様のご住所にお送りいたしました。
　今後は大学にご登録の住所に発送いたしますので、変更があっ
た場合は登録変更の手続きをお願いいたします。

表紙のことば
題名 「芦ノ湖と箱根保養所」   2025（令和７）年 3月制作 F10 号
神奈川大学総務部法学研究所から教務部に異動となった1983（昭和
58）年の夏、教務部の夏季研修会のため義母とゼロ歳の息子を伴い
箱根保養所を訪れた。高原の風は心地よく、初めての教務事務と育児
に疲れた体を優しく撫でて行った。

渡邊恵子（宮陵会理事、1977年法学部法律学科卒）

な
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一般社団法人 神奈川大学宮陵会 宛　　FAX.045-413-0791
● 卒業生情報登録・変更申請書 ●

本人照合、確認のため、以下項目は必ずご記入をお願いいたします。
記入日 年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

卒業年月 卒業年 卒業月

卒業学部・学科 学　部 学　科

フリガナ

氏名 （姓） （名）

フリガナ

卒業時氏名 （姓） （名）

生年月日 　　　　　　　　　　年　　　　　　月    日生 性　別

日中確認の取れる電話番号

登録・変更する項目に  □  （レ点チェック）をご記入のうえ、該当する箇所のみご記入ください。
個人情報

□ 氏名
フリガナ

（姓） （名）

□ 住所
〒　　　　　　─

□ 電話番号 電話番号 携帯電話

□ メールアドレス
種　別 自宅　　　・　　　携帯　　　・　　　会社

@

勤務先情報

□ 勤務先概要

名　称

所　属 役　職

業　種 職　種

□ 勤務先住所

〒　　　　　　─

電話番号
その他

□ ゼミ・研究室

□ 課外活動 クラブ・ 役　職サークル名称

通信欄



ご連絡先

お支払い方法 □ 代金引換（到着時払い）　別途代引き手数料(493円)がかかります

FAX番号

前
名
お フリガナ

先
け
届
お 〒

- 都道
府県

区
市郡

①

②

③

⑤

サイズ：W110cm×H40cm

サイズ：W85cm×H34cm

サイズ：W107cm×H20cm

※イメージです

【お届け先】

注文FAX送信先

045-345-4867

1,700円
1,300円
1,100円
3,800円
4,000円
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045-481-5661
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	0422_P32_P37_フォトギャラリー_活躍する亀山修一氏_web用
	0422_p38_P45院生曹さん_地域組織_香川欄２つパターン
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